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うたた寝をする２頭の馬。冬でも島の馬はまるまるとしている
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根
室
半
島
沖
に
あ
る
ユ
ル
リ
島
に
は
、戦
後
、昆
布
漁
の
労
力
と
し
て
島
に
持
ち
込
ま
れ
た
馬

の
子
孫
が
、無
人
島
と
な
っ
た
今
で
も
生
き
て
い
る
。外
敵
も
い
な
く
、餌
も
豊
富
で
、人
間
に
酷
使

さ
れ
る
事
も
な
い
。人
は
そ
ん
な
島
を「
野
生
馬
の
楽
園
」と
呼
ん
だ
。し
か
し
、そ
の
楽
園
は
い

ま
、静
か
に
終
焉
の
時
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。私
が
撮
影
を
始
め
た
平
成
23
年
に
12
頭
い
た

馬
は
、現
在
５
頭
に
ま
で
減
っ
た
。北
海
道
は
も
と
よ
り
、地
元
で
は
島
か
ら
馬
が
い
な
く
な
る
事

へ
の
関
心
が
低
い
。 

一 

方
で
東
京
の
メ
デ
ィ
ア
は
非
常
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。無
人
島
に
馬
が

い
る
事
に
、道
民
に
は
理
解
し
が
た
い
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
の
だ
ろ
う
。広
大
な
大
地
、新
鮮
な
食
材
、

そ
う
し
た
既
存
の
イ
メ
ー
ジ
の
刷
り
直
し
で
は
な
く
、こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
光
を
当

て
、新
し
い
価
値
を
見
出
す
こ
と
。そ
ん
な
発
想
が
い
ま
必
要
だ
と
私
は
感
じ
て
い
る
。

ユルリ島は、道の
天然記念物に指
定されているた
め、島への上陸は
禁止されている。
掲載作品は島の
環境及び動植物
の調査・研究のた
め、根室市から撮
影を委託されたも
のである。

特 集

65年以上もの間、島の馬は世代を重ね、同じ空を見上げてきた

在宅高齢者の暮らしを守る

昭和54年稚内市生まれ。大阪芸術大
学卒業。東京工芸大学大学院博士後期
課程にて博士号取得（芸術学）。在学中
から新進気鋭の写真家として頭角を現
し、富士フォトサロン新人賞などを受
賞。平成20年に〝写真界の芥川賞〟と
いわれる木村伊兵衛写真賞を受賞。平
成26年には史上最年少で北海道文化
奨励賞を受賞した。映画「ノルウェイの
森」の公式ガイドブックの撮影を手掛け
るなど、海外からの注目も高い。公式サ
イト  http://okadaatsushi.com

岡田　敦
（おかだ・あつし）氏

第23回

CONTENTS PICK UP

その他　講演・コラムなどを掲載

障がい者はまちの戦力 ― 今金町
全員参加のまちづくりを目指して

えんおこの挑戦 ― 遠別町
地域おこし協力隊の定着を目指す

育てる森から使える森へ ― 高知県大豊町
CLTが拓く林業の未来

自治体の重点政策

実　例

提　言
高齢者の「家で暮らしたい」を支える地域づくり
北海道介護支援専門員協会会長
社会福祉法人三草会 札幌市東区第２地域包括支援
センター長　村山　文彦氏

座談会
地域で考える在宅高齢者の暮らし
― 超高齢化社会のまちづくり ―

上原　正希氏
道都大学社会福祉学部社会福祉学科准教授

星　　　貢氏
NPO法人「御用聞きわらび」理事長

大関　和子氏
美幌町介護者と共に歩むサフランの会会長

大久保節子氏
NPO法人札幌微助人倶楽部事務局長

吉川　美幸氏
砂川市市民部介護福祉課長

在宅生活の質を高める ― 
生活の足を確保する ―  

北竜町
中頓別町

地域で取り組む認知症対策 ―  福岡県大牟田市

地域で暮らし続けるために ― 
不幸な徘徊事故を無くせ！ ― 

函館市
釧路市
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第23号

※記事中の所属及び職名は、取材時におけるものです。

本誌名「プラクティス」の由来

「プラクティス」＝「実行」の意味。
自治体職員が業務で直接活用でき
る実践的な情報誌という趣旨で名
づけました。

 写真上から
・産学官連携で健康づくりに取り組む（赤平町）
・高齢者の転居や家財の処分を支援（白老町）
・地域のサロンで高齢者と大学生が交流（函館市）
・在宅高齢者への訪問で不安を解消（足寄町）
・高齢者の健康づくりや生きがいづくりも課題（江差町）

プラクティス第13号　実例3より

在宅高齢者の暮らしを守る

自治体の重点政策

特 集
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北海道介護支援専門員協会会長　社会福祉法人三草会 札幌市東区第２地域包括支援センター長　村山　文彦氏

◆実例その１　地域で暮らし続けるために
　　　　　　　― 交流サロンに広がる笑顔 ― 函館市

◆実例その2　不幸な徘徊事故を無くせ！
　　　　　　　― 老いや介護に向き合う家族会 ― 釧路市

◆実例その4　生活の足を確保する
　　　　　　　― 共助と共有による地域の再生 ― 中頓別町

1   障がい者はまちの戦力　全員参加のまちづくりを目指して　今金町
302  えんおこの挑戦！　地域おこし協力隊の定着を目指す　遠別町
343   育てる森から使える森へ　ＣＬＴが拓く林業の未来　高知県大豊町

自治体職員のホスピタリティ向上戦略　
「中村屋」に学ぶ。低予算でもできるホスピタリティ戦略

未来への伝言　  ̶次世代へ引き継ぎたい風景 ̶

北の大地の「伸びしろ」探し　「環境」「条件」に適した旅人目線の町おこしを

オフィスAZM（アズム）代表　濱野　正洋氏

NPO法人礼文島自然情報センター

ノンフィクション作家・エッセイスト　千石　涼太郎氏

健康コラム　コレステロールについて
札幌医科大学教授　當瀬　規嗣氏

みーやんの道産食材を活かす方法　浜の母さんたちのおもてなし〈鹿部編〉

46

52

54

64

農で暮らし、地域と生きる ～20代で脱サラ移住、大規模畑作農家へ転身～
平成28年度　北海道・市町村交流職員研修会

農家民宿えづらファーム代表　えんがるヒンメリの会 aurinko代表　江面　陽子氏

株式会社ジャパンインバウンドソリューションズ代表取締役社長　中村　好明氏

道政情報　北海道未来人材応援基金の創設と人材育成について
北海道総合政策部政策局

事例研究　各種委員会設置を巡る問題点
～付属機関条例主義について厳格な裁判所～

66市町村振興協会コーナー

弁護士　佐々木 泉顕氏

北の写真家 岡田　敦氏

市町村の動き
上砂川町　小樽市　浦河町　恵庭市　松前町　旭川市　苫小牧市　苫前町　中頓別町　
福島町　斜里町　浦幌町　江差町・枝幸町　厚岸町　根室市

［講演1］

49「観光立国革命」 ～インバウンド３・０の衝撃！持続可能なニッポン創生のための処方箋～［講演2］
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北海道フードマイスター・クッキング講師　木村　光江氏

［コラム］

◆コーディネーター
◆パネラー

上原　正希氏　道都大学社会福祉学部社会福祉学科准教授
星　　　貢氏　NPO法人「御用聞きわらび」理事長
大関　和子氏　美幌町介護者と共に歩むサフランの会会長
大久保節子氏　NPO法人札幌微助人倶楽部事務局長
吉川　美幸氏　砂川市市民部介護福祉課長

◆実例その5　地域で取り組む認知症対策
　　　　　　　― 高齢者が安心して暮らせるまちづくり ― 福岡県大牟田市

［座談会］地域で考える在宅高齢者の暮らし －超高齢化社会のまちづくり－

◆実例その3　在宅生活の質を高める
　　　　　　　― 生活実態に即した高齢者支援 ― 北竜町
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地
域
で
老
い
を
迎
え
る
た
め
に

認知症や運動能力の低下などを原因とする、高齢者によ
る交通事故が連日のように報じられている。孤独死は都市
部だけなく過疎地域でも切実な問題だ。急激な少子高齢
化が進む北海道でも、多くの市町村が高齢者の暮らしや健
康をめぐる複雑な課題を抱えている。　

北海道では２０２５年を境に、高齢者人口が減少に転じる
一方、少子化に伴う人口減少と相まって高齢化率は上昇
を続ける。団塊ジュニアの世代が、75歳以上の後期高齢
者となる２０４０年の高齢化率は４０．７％に達すると予測
されている。人口の２人に１人が高齢者だ。　　　

１９６０年代の高度成長期、高齢者だけが取り残された全
国の山村地域で多くの集落が消滅した。地域の生活基盤
が崩壊・消滅した現実とともに、故郷の風景は忘れ去られ
た。バブル崩壊と長引く景気低迷を経て、多くの過疎地域
が、集落消滅という危機に再び直面している。　

人口、産業、医療、交通、コミュニティ―など、地域を形づく
るあらゆる要素が収縮を続けている。限られた社会資源を
活かし、誰もが等しく迎える老いと向き合いながら、豊かな
人生と老後を実現する地域社会をどのように再構築して
いくのか。私たち一人ひとりが問われている。　

福岡県大牟田市

高知県大豊町

釧路市

美幌町
北竜町

中頓別町

［提　言］高齢者の「家で暮らしたい」を支える地域づくり

遠別町

白老町

札幌市

今金町

砂川市

函館市
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　昭和36年室蘭市生まれ。道都大学社会福祉学部
卒業後、財団法人北海道難病連事務局で勤務。道内
各地の難病患者の医療、介護の支援に携わった。
　平成16年から医療法人社団三草会（現・社会福祉
法人三草会）に勤務。現在は同会が受託する札幌市
東区第２地域包括支援センターのセンター長、北海道
介護支援専門員協会会長などを務めている。

Profile

村山　文彦（むらやま・ふみひこ）氏

在
宅
高
齢
者
が
生
活
支
援
や
介
護
を
必
要
と
す
る
と
き
、
家
族
や
介
護
福
祉
の
専
門
職
、
地
域
や

行
政
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
、
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
―
。

今
年
４
月
に
本
格
導
入
さ
れ
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
で
は
、
市
町
村
が
ど
の
よ
う

に
地
域
包
括
ケ
ア
を
構
築
す
る
の
か
対
応
力
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
在
宅
高
齢
者
を
支
え
る
地

域
と
福
祉
介
護
の
課
題
を
、
北
海
道
介
護
支
援
専
門
員
協
会
会
長
の
村
山
文
彦
さ
ん
に
聞
い
た
。

特
集

在
宅
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守
る  

提 
言

村む
ら
や
ま山　

文ふ
み
ひ
こ彦

北
海
道
介
護
支
援
専
門
員
協
会
会
長

社
会
福
祉
法
人
三
草
会 

札
幌
市
東
区
第
２
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

り
ま
し
た
。
介
護
者
の
家
族
会
も
、
当
事

者
同
士
が
介
護
の
悩
み
を
打
ち
明
け
、
支

え
合
う
と
い
う
公
的
サ
ー
ビ
ス
で
は
埋
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
役
割
を
担
って
い
ま
す
。

　

一
方
で
ケ
ア
マ
ネ
が
高
齢
者
本
人
や
家

族
の
要
望
の
ま
ま
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し

て
し
ま
う
「
言
い
な
り
ケ
ア
マ
ネ
」
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
人
や
家
族
の
要
望
は

も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
本
人
の
自
立
を

促
す
た
め
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
と
の
連
携
を

し
て
い
く
な
ど
、
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
で
き

る
能
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
視
点
が
重
要

で
す
。　
　

― 

介
護
人
材
不
足
の
現
状
は

村
山　

道
内
は
ど
こ
で
も
介
護
職
員
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
介
護
福
祉
を
志
す
若
者
が

い
て
も
、
高
校
で
は
進
路
指
導
の
先
生
が
思

い
止
ま
る
よ
う
説
得
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
す
。
人
材
不
足
の
地
方
で
は
、
介
護
の
規

模
も
質
も
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
本
道
の
ケ
ア

マ
ネ
は
３
万
３
０
０
０
人
。
全
国
平
均
よ
り

も
人
数
は
多
い
の
で
す
が
、
資
格
を
持
っ
て

い
て
も
医
師
や
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
と

し
て
働
く
人
が
多
く
、
実
際
に
ケ
ア
マ
ネ
と

し
て
働
い
て
い
る
の
は
約
３
割
で
す
。
ケ
ア
マ

ネ
不
足
の
た
め
に
、
き
ち
ん
と
し
た
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
作
成
で
き
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

全
道
か
ら
高
齢
者
が
集
ま
る
札
幌
で
は

か
が
課
題
で
す
。
定
年
退
職
後
に
行
き
場

所
を
失
い
、
家
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
で
心
身

の
健
康
は
悪
化
し
ま
す
。
地
域
で
何
ら
か
の

役
割
を
見
出
し
、
そ
れ
を
生
き
甲
斐
に
頑

張
っ
て
仕
事
が
で
き
れ
ば
、
在
宅
高
齢
者
の

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
一
方
、
長
年
の
人
間
関
係
を
断
ち
切

り
、
札
幌
な
ど
の
都
会
に
移
住
し
た
高
齢

者
は
、
老
後
を
支
え
合
う
新
し
い
関
係
を

築
く
こ
と
が
難
し
い
。
こ
う
し
た
事
情
に
配

慮
で
き
る
シ
ス
テ
ム
も
必
要
で
す
ね
。

― 

市
町
村
が
目
指
す
べ
き
道
は

村
山　

今
年
４
月
に
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
が
本
格
導
入
さ
れ
、
市

町
村
を
中
心
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
介
護

職
員
な
ど
の
人
材
が
不
足
す
る
中
、
在
宅

高
齢
者
を
支
え
る
家
事
や
移
送
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
は
、
地
域
の
主
婦
や
高
齢
者
が
担

う
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

町
村
は
今
後
、
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
を
指
導
す

る
立
場
に
も
な
り
、
指
導
力
が
問
わ
れ
ま

す
。市
町
村
に
よ
っ
て
、地
域
が
持
つ
福
祉
・

介
護
資
源
は
大
き
く
違
い
、
導
入
す
べ
き

モ
デ
ル
も
異
な
り
ま
す
。　

　

都
市
部
で
は
在
宅
高
齢
者
が
コ
ー
ル
ボ

タ
ン
を
押
せ
ば
、
医
師
や
介
護
福
祉
士
、

看
護
師
が
24
時
間
体
制
で
駆
け
付
け
る
介

者
の
独
居
率
が
高
い
背
景
と
し
て
、
道
外

よ
り
も
〈
家
〉
の
制
度
が
弱
い
た
め
「
長

男
が
必
ず
親
の
面
倒
を
み
る
」
と
い
う
意

識
は
低
く
、
親
子
が
同
居
し
な
い
傾
向
が

目
立
ち
ま
す
。
故
郷
を
離
れ
て
都
会
で
働

く
子
ど
も
も
多
い
。子
ど
も
は
親
か
ら
巣
立

つ
―
。
北
欧
的
な
風
土
な
ん
で
す
ね
。
雪
や

寒
さ
も
在
宅
高
齢
者
の
大
き
な
負
担
で
す
。

除
雪
作
業
は
危
険
を
伴
い
ま
す
。
外
出
先

で
の
転
倒
や
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
も
生
命

に
関
わ
り
ま
す
。
地
方
で
は
自
動
車
が
生

介
護
職
員
が
足
り
ず
、
新
し
い
施
設
を
整

備
し
て
も
職
員
を
確
保
で
き
ず
、
稼
働
で
き

な
い
事
業
所
も
あ
り
ま
す
。
首
都
圏
は
介

護
需
要
が
逼
迫
し
て
お
り
、
人
材
流
出
に

よ
り
本
道
の
在
宅
介
護
は
一
層
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
。　
　

　
　
　

― 

少
子
高
齢
化
が
も
た
ら
す
影
響
は

村
山　

日
本
は
い
ま
、
世
界
に
類
を
み
な
い

少
子
高
齢
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
〈
団
塊
の
世
代
〉
が
75
歳
を
超
え
、
介

護
が
必
要
な
世
代
と
な
る
２
０
２
５
年
が

岐
路
に
な
り
ま
す
。
介
護
保
険
料
の
値
上

げ
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
深
刻
な
の
が
40
代
前
半

に
差
し
掛
か
っ
た
〈
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
〉
が
高

齢
者
に
な
る
２
０
４
０
年
で
す
。
１
人
の
現

役
世
代
が
１
人
の
高
齢
者
を
支
え
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
を
支
え
る
人

も
、
介
護
す
る
人
も
全
く
足
り
な
い
時
代

で
す
。
世
界
で
最
も
厳
し
い
少
子
高
齢
化

を
乗
り
切
れ
た
ら
、
世
界
の
〈
模
範
〉
に
な

り
ま
す
。
対
処
で
き
な
け
れ
ば
〈
教
訓
〉
に

な
る
。
そ
ん
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

― 

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
在
り
方
は

村
山　

人
材
不
足
を
補
う
上
で
、
元
気
な

高
齢
者
が
働
き
手
と
し
て
ど
う
活
動
す
る

― 

在
宅
生
活
が
困
難
に
な
る
理
由
は

村
山　

多
く
の
高
齢
者
は
住
み
慣
れ
た
家

で
暮
ら
し
、
そ
こ
で
最
期
を
迎
え
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
族
に
迷
惑
を
掛

け
た
く
な
い
と
い
う
思
い
や
、
体
調
が
急
変

し
た
時
に
は
す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け

ら
れ
な
い
と
い
う
不
安
感
か
ら
、
施
設
に
入

所
し
た
り
、
都
会
に
転
居
し
た
り
す
る
在

宅
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

本
道
特
有
の
事
情
も
あ
り
ま
す
。
高
齢

護
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
広
ま
っ
て
い
ま

す
。
在
宅
で
も
病
院
や
施
設
と
同
じ
安
心

感
が
確
保
で
き
、
自
由
な
暮
ら
し
も
手
に

入
り
ま
す
。
入
浴
や
運
動
、
マッ
サ
ー
ジ
な

ど
細
か
な
ニ
ー
ズ
に
特
化
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
も
増
え
て
い
ま
す
。
最
近
は
高
齢
者
と
家

族
か
ら
は
、
在
宅
看
取
り
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
の
依
頼
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
パ
ワ
ー
や
社
会
資
源
が
不
足
し
て
い

る
地
方
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

の
活
用
な
ど
で
在
宅
医
療
を
補
う
こ
と
も

考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
、

国
が
推
進
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
よ
う

な
住
み
替
え
や
集
住
の
施
策
が
必
要
に
な

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
冬
季
は
施
設
に
入

所
し
て
、
夏
季
に
は
自
宅
に
戻
り
農
作
業

を
行
う
な
ど
、
本
道
の
季
候
風
土
を
配
慮

し
た
制
度
設
計
も
必
要
で
す
。

― 

市
町
村
職
員
が
持
つ
べ
き
視
点
は　
　

村
山　

市
町
村
職
員
の
立
場
を
離
れ
、
定

年
退
職
後
、
す
な
わ
ち
自
分
の
老
後
を
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
地
域
包
括
ケ
ア
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

は
、
高
齢
者
を
支
え
る
活
動
が
で
き
て
い
ま

す
か
。
住
民
目
線
で
考
え
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
自
分
の
老
後
が
心
配
に
な
る
よ
う
な

状
況
で
あ
れ
ば
、
現
職
時
代
に
や
る
べ
き
仕

事
が
必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。

活
の
足
で
す
が
、
高
齢
者
が
絡
む
交
通
事

故
は
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

― 

在
宅
介
護
の
現
状
は

村
山　

平
成
12
年
に
介
護
保
険
制
度
が
導

入
さ
れ
、
家
庭
内
の
女
性
、
特
に
妻
や
娘
の

〈
介
護
離
職
〉
は
減
り
ま
し
た
。
利
用
す
る

サ
ー
ビ
ス
も
選
び
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
26
年
に
地
域
ケ
ア
会
議
の
設
置

が
市
町
村
に
義
務
付
け
ら
れ
、
大
き
な
変

化
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
ケ
ア
会
議
に
参

加
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門

員
）
は
、
多
く
の
高
齢
者
の
悩
み
や
課
題
を

知
っ
て
い
ま
す
。
専
門
職
や
行
政
職
だ
け
の

視
点
で
は
な
く
、
地
域
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
視
点
が
地
域
ケ
ア
会
議
に
反
映
さ
れ
、

市
町
村
の
施
策
に
も
活
か
さ
れ
る
よ
う
に
な

高
齢
者
の「
家
で
暮
ら
し
た
い
」を
支
え
る
地
域
づ
く
り



PRACTICE   2017.1      6

在
宅
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守
る  

      7 PRACTICE   2017.1

函
館
市
万ば
ん
だ
い代
町
で
は
、
住
民
が
運
営
す
る
交
流
サ
ロ
ン
が
、
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
や

生
活
支
援
、
世
代
間
交
流
を
促
進
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
家
に
閉
じ
こ
も
り

気
味
な
高
齢
者
の
外
出
を
促
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
、
心
身
の
健
康

を
維
持
し
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
天
寿
を
全
う
し
た
い
と
い
う
高
齢
者
の
願
い
に
応
え
て
い
る
。

こ
の
マ
チ
で
暮
ら
し
た
い

　

函
館
港
に
面
す
る
万
代
町
は
Ｊ
Ｒ
函
館

駅
か
ら
約
１
・
５
㌔
の
距
離
に
あ
る
。
海
沿

い
に
倉
庫
や
工
場
、
国
道
沿
い
に
住
宅
が
並

ぶ
。
往
年
は
北
洋
漁
業
の
拠
点
、
あ
る
い
は

函
館
市
電
の
終
点
に
当
た
る
交
通
の
要
衝

と
し
て
、
市
内
屈
指
の
商
店
街
も
活
気
に

あ
ふ
れ
た
。
だ
が
、
２
０
０
カ
イ
リ
問
題
に

よ
る
北
洋
漁
業
の
終
焉
、
市
電
廃
止
や
商

店
街
の
衰
退
も
あ
り
、
人
口
減
少
が
進
ん

だ
。
現
在
の
世
帯
数
は
７
４
７
世
帯
。
高

齢
化
率
は
37
％
に
達
し
て
い
る
。

　
「
万
代
町
の
高
齢
者
に
は
『
こ
こ
を
終
の

棲
家
に
し
た
い
』
と
い
う
願
い
が
あ
り
ま

す
」。
平
成
21
年
５
月
に
結
成
さ
れ
た
〈
函

館
の
地
域
福
祉
を
考
え
る
会
〉
の
永
澤
和

枝
事
務
局
長
が
語
る
。
子
ど
も
を
頼
り
転

居
し
た
が
「
他
の
土
地
で
は
寂
し
い
」
と
、

戻
っ
て
来
た
人
も
い
る
。
だ
が
、
民
生
委
員

や
町
会
長
を
務
め
る
永
澤
さ
ん
は
、
家
に
閉

じ
こ
も
る
高
齢
者
が
気
懸
か
り
だ
っ
た
。
暗

い
表
情
で
窓
の
外
を
眺
め
て
い
る
老
夫
婦
。

一
日
中
、
テ
レ
ビ
の
前
で
身
じ
ろ
ぎ
も
し
な

い
独
居
の
男
性
。
何
と
か
し
な
け
れ
ば
―
。

　
〈
考
え
る
会
〉
は
平
成
22
年
に
「
万
代
町

福
祉
委
員
会
の
委
員
長
を
兼
ね
る
永
澤
さ

ん
は
「
家
族
が
仕
事
や
通
学
で
居
な
く
な

り
、
昼
間
だ
け
独
居
状
態
に
な
る
高
齢
者

が
、
誰
に
も
看
取
ら
れ
ず
に
亡
く
な
っ
た
ケ

ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
」
と
語
る
。
核
家

族
化
や
近
所
付
き
合
い
の
希
薄
化
が
〈
日

中
独
居
〉
を
生
み
出
し
た
。　

　
こ
う
し
た
高
齢
者
の
訪
問
見
守
り
活
動

か
ら
〈
考
え
る
会
〉
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
市
社
協
や
町
会
と
連
携
し
て
、
制

度
の
網
か
ら
漏
れ
た
高
齢
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
は
、
住
民
、
市
社
協
な
ど
の
職

員
、
社
会
福
祉
士
、
大
学
生
な
ど
、
約
30

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
え
る
。
市
社
協
の

阿あ

ち

わ
知
波
健
一
事
業
部
長
は
「
万
代
町
で
は

若
者
や
地
域
外
の
住
民
を
排
除
せ
ず
、
新

し
い
取
組
や
考
え
方
を
ど
ん
ど
ん
取
り
込

ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
が
成
功
の

だ
と
感
じ

て
い
ま
す
」と
語
る
。市
社
協
は
平
成
24
年
、

市
の
第
２
次
地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
き
万

代
町
を
モ
デ
ル
地
区
に
選
定
。
財
政
面
を

含
む
支
援
を
行
っ
た
。
昨
年
度
は
永
澤
さ

ん
を
含
む
2
人
を
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
任
命
し
、
活
動
ノ
ウ
ハ
ウ
の
普
及

に
務
め
て
い
る
。

　
　高

齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　

万
代
町
で
交
流
サ
ロ
ン
を
始
め
た
の
は
平

成
22
年
12
月
―
。
ス
タ
ー
ト
当
初
は
３
カ

月
も
利
用
者
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
が
、
永
澤
さ
ん

は
焦
ら
な
か
っ
た
。「
井
戸
端
会
議
の
よ
う

に
自
然
に
集
ま
る
雰
囲
気
が
大
切
で
す
」　

　

安
否
確
認
で
知
り
合
っ
た
１
人
の
女
性

が
最
初
に
や
っ
て
来
た
。
女
性
の
口
コ
ミ
で

参
加
者
は
少
し
ず
つ
増
え
、
毎
回
15
人
前

後
の
高
齢
者
が
、
お
菓
子
や
漬
物
な
ど
を

持
ち
寄
り
、
会
話
に
花
を
咲
か
せ
る
。「
人

数
じ
ゃ
な
い
。
サ
ロ
ン
を
開
い
て
い
る
こ
と
こ

そ
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
教
わ
り
ま
し

た
」
と
市
社
協
の
阿
知
波
部
長
は
語
る
。

　

新
し
い
参
加
者
が
来
る
と
会
話
の
輪
に

迎
え
入
れ
る
気
配
り
も
欠
か
さ
な
い
。
特
に

男
性
に
は
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
心
掛
け

て
い
る
。
地
域
の
友
人
が
少
な
い
退
職
後
の

男
性
に
は
活
動
に
加
わ
る
き
っ
か
け
が
必
要

だ
。
自
宅
に
閉
じ
こ
も
り
続
け
る
こ
と
は
心

身
の
健
康
を
害
す
る
一
因
に
も
な
る
。

　

妻
と
死
別
し
た
70
代
の
男
性
は
「
知
り

合
い
が
い
な
い
」
と
参
加
を
拒
ん
で
い
た
。

永
澤
さ
ん
ら
の
熱
心
な
呼
び
掛
け
に
や
っ
と

心
を
開
い
た
。「
し
つ
こ
く
誘
う
か
ら
来
た

よ
…
」
と
う
つ
む
き
加
減
で
町
会
館
を
訪
れ

た
男
性
は
、
真
っ
赤
な
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
姿
で
髪

型
も
バッ
チ
リ
。
普
段
の
姿
と
全
く
違
う
お

洒
落
な
印
象
に
「
最
初
は
誰
だ
か
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
」
と
永
澤
さ
ん
は
笑
う
。　

　

大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除
雪
や

草
刈
り
支
援
、
多
世
代
交
流
の
餅
つ
き
大

会
、
漁
業
者
に
よ
る
料
理
教
室
、
社
会
福

祉
士
に
よ
る
福
祉
相
談
会
な
ど
の
活
動
も

人
気
だ
。
跡
継
ぎ
が
い
な
い
独
居
高
齢
者

交
流
サ
ロ
ン
」
を
開
設
し
た
。
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
、
障
が
い
者
を
含
め
、
全
方
位
の

交
流
を
実
現
す
る
居
場
所
づ
く
り
が
目
標

だ
。
食
事
会
や
茶
話
会
を
中
心
と
す
る
サ

ロ
ン
活
動
は
、
町
会
館
を
会
場
に
月
１
〜

２
回
開
催
す
る
。
小
中
学
生
が
対
象
の「
学

び
の
広
場
」
は
、
北
海
道
教
育
大
学
函
館

校
の
学
生
た
ち
が
勉
強
を
教
え
る
。
子
育

て
世
代
と
交
流
を
深
め
る
ヨ
ガ
や
、
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
好
評
だ
。

サ
ロ
ン
の
行
事
に
は
、
市
内
の
他
地
域
や
七

飯
町
な
ど
か
ら
訪
れ
る
人
も
多
い
と
い
う
。

高
齢
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

　

函
館
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
平
成
３

年
に
65
歳
以
上
の
単
身
ま
た
は
夫
婦
世
帯
、

障
が
い
者
世
帯
を
対
象
と
し
て
、
週
１
回

の
安
否
確
認
や
家
事
援
助
な
ど
を
行
う

「
在
宅
福
祉
ふ
れ
あ
い
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
活
動
を
担
う
の
が
、
主
に
町
会
を

単
位
に
組
織
化
し
た
「
在
宅
福
祉
委
員
会
」

だ
。
現
在
は
市
内
１
２
4
地
区
に
あ
る
。

　

だ
が
、
子
や
孫
と
同
居
す
る
高
齢
者
は
、

支
援
の
対
象
外
だ
。
万
代
町
会
長
と
在
宅

実
 

そ
の

例

１

﹇
函
館
市
﹈

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

●在宅高齢者の自立と生活の向上

●高齢者の生きがいと健康づくり

●地域ニーズに応じた活動の展開

●サロンを拠点とする多世代交流

●対象を限定せずに高齢者を支援

●住民主体の地域福祉活動を促進

●自宅に閉じこもる高齢者の増加

●支援対象外となる高齢者の存在

●在宅高齢者が社会的に孤立する

|
交
流
サ
ロ
ン
に
広
が
る
笑
顔
|

に
は
「
墓
じ
ま
い
」
も
関
心
事
で
、
僧
侶
に

よ
る
「
仏
事
の
悩
み
相
談
会
」
も
好
評
だ
。

　

最
近
、
万
代
町
周
辺
の
銭
湯
が
相
次
い

で
廃
業
し
た
。
風
呂
が
無
い
古
い
住
宅
も

多
い
た
め
、
地
域
に
住
む
多
く
の
高
齢
者
が

〝
入
浴
難
民
〞
と
な
っ
た
。
休
業
中
の
高
齢

者
下
宿
を
活
用
し
た
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
模

索
し
て
い
る
永
澤
さ
ん
は
「
元
気
な
在
宅

高
齢
者
で
も
、
社
会
や
環
境
の
変
化
で
日

常
生
活
を
続
け
る
上
で
大
き
な
困
難
を
抱

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
公
的
な
支
援
に
は

限
界
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し

ま
っ
た
高
齢
者
を
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
く

の
か
。
地
域
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
、

幅
広
い
受
け
皿
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
力
を
込
め
て
語
る
。　
　

会員が持ち寄った商品で開催するバザーでは考える会の活動を
支えている

万代町の交流サロンは若者や高齢者など多くの参加者で賑わう
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そ
の

例

２

釧
路
地
区
障
が
い
老
人
を
支
え
る
会
〈
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
〉
は
昭
和
60
年
、
認
知
症
患
者
を

介
護
す
る
家
族
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
。
平
成
6
年
に
は
行
政
や
住
民
と
連
携
し
て
、
徘
徊

に
よ
り
行
方
が
分
か
ら
な
い
認
知
症
患
者
を
捜
索
す
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
全
国

で
初
め
て
立
ち
上
げ
る
な
ど
、当
事
者
の
経
験
や
悩
み
に
向
き
合
っ
た
取
組
を
進
め
て
き
た
。

足
が
折
れ
て
く
れ
た
ら
…

　

平
成
２
年
４
月
―
。
会
員
の
母
親
（
当

時
79
）
が
、
朝
の
ゴ
ミ
出
し
に
行
っ
た
ま
ま

行
方
不
明
に
な
っ
た
。
４
日
後
、
自
宅
か
ら

約
３
㌔
離
れ
た
資
材
置
き
場
で
母
親
は
遺

体
で
発
見
さ
れ
た
。
発
見
時
、
地
面
に
敷

い
た
段
ボ
ー
ル
の
上
で
亡
く
な
っ
て
い
た
。

　

周
辺
住
民
は
、
母
親
が
近
く
の
会
社
で

ト
イ
レ
を
借
り
た
り
、
バ
ス
停
に
座
り
込
む

姿
を
目
撃
し
て
い
た
が
、
警
察
な
ど
へ
の
通

報
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
家
族
は
釧
路
署
に

捜
索
願
を
提
出
し
た
が
、
親
族
間
の
話
し

合
い
に
よ
り
、
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
伏
せ

た
。
警
察
は
一
般
の
家
出
人
と
し
て
扱
い
、

本
格
的
な
捜
索
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。　

　

自
動
車
で
徘
徊
を
繰
り
返
し
た
り
、
旭

川
で
発
見
さ
れ
た
り
し
た
会
員
の
家
族
も

い
た
。
前
会
長
の
岩
渕
雅
子
さ
ん
は
「
足
の

１
本
で
も
折
れ
て
く
れ
た
ら
…
」
と
い
う
会

員
の
言
葉
に
問
題
の
深
刻
さ
を
実
感
し
た
。

　

同
会
は
平
成
15
年
、
徘
徊
に
関
す
る
実

態
調
査
を
全
国
で
初
め
て
行
っ
た
。
佐
々
木

幸
子
会
長
は
「
家
族
が
発
症
に
気
付
か
な

い
初
期
段
階
の
徘
徊
で
命
を
落
と
し
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的
に
多
く
、
専
門
家

の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
末
期
の
段

階
が
大
多
数
で
し
た
」
と
述
懐
す
る
。

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
足

　

平
成
６
年
４
月
―
。
徘
徊
で
行
方
が
分

か
ら
な
く
な
っ
た
人
を
地
域
ぐ
る
み
で
捜

索
・
保
護
す
る
「
釧
路
地
域
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
発
足
し
た
。
現
在
は
、
釧

路
・
厚
岸
・
弟
子
屈
の
３
警
察
署
、
釧
路

管
内
の
１
市
６
町
１
村
、
捜
索
に
協
力
す

る
企
業
な
ど
４
６
０
団
体
で
構
成
す
る
。

　

認
知
症
の
人
の
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ

た
家
族
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や
交
番
な

ど
に
通
報
。
警
察
は
家
族
の
同
意
を
得
て
、

服
装
や
外
見
的
特
徴
な
ど
の
基
礎
的
な
情

報
を
市
町
村
、
ハ
イ
ヤ
ー
協
会
、
ト
ラ
ッ
ク

協
会
、
漁
業
協
同
組
合
な
ど
の
協
力
機
関

に
フ
ァ
ク
ス
で
一
斉
送
信
。
市
町
村
の
情
報

提
供
を
受
け
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
な
ど
の
捜
索
協

力
機
関
も
必
要
に
応
じ
て
協
力
す
る
。
市

内
の
ラ
ジ
オ
局
「
Ｆ
Ｍ
く
し
ろ
」
は
、
30
分

間
隔
で
行
方
不
明
者
の
情
報
を
放
送
し
、

協
力
を
呼
び
掛
け
る
。

認
知
症
へ
の
理
解
を
広
げ
る

　

父
さ
ん
殺
し
て
私
も
死
に
た
い
―
。
夫
を

介
護
す
る
妻
の
悲
痛
な
声
が
〈
た
ん
ぽ
ぽ
の

会
〉
を
結
成
す
る
発
端
と
な
っ
た
。
認
知
症

の
解
明
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
支
援
制
度
も
無

い
当
時
は
高
齢
の
患
者
が
「
呆ぼ

け
老
人
」
と

差
別
的
に
呼
ば
れ
、
介
護
は
も
っ
ぱ
ら
女
性

の
役
割
だ
っ
た
。「
気
が
狂
っ
た
人
が
い
る
」

「
あ
の
家
の
娘
は
嫁
に
も
ら
わ
な
い
」
―
心
な

い
中
傷
や
偏
見
に
耐
え
、
患
者
の
存
在
を
隠

し
通
す
―
。
そ
ん
な
時
代
だ
っ
た
。

　

岩
渕
さ
ん
は
「
最
初
の
月
例
会
は
苦
し
い

境
遇
を
泣
き
な
が
ら
語
り
、
励
ま
し
合
い
ま

し
た
」
と
振
り
返
る
。
昭
和
62
年
に
は
介
護

者
の
悩
み
を
聞
く
「
電
話
相
談
」、
そ
の
後

　

初
年
度
は
38
人
を
保
護
し
た
が
、
中
に

は
８
回
も
繰
り
返
し
保
護
さ
れ
た
高
齢
者

が
い
た
。
同
会
は
釧
路
保
健
所
と
連
携
し

て
家
庭
訪
問
な
ど
を
行
い
、
支
援
策
を
話

し
合
う
フ
ォ
ロ
ー
体
制
も
整
え
、
再
発
を
防

い
で
い
る
。
平
成
６
年
〜
27
年
の
情
報
提
供

件
数
は
７
８
９
件
。
こ
の
う
ち
７
５
０
件
が

保
護
に
結
び
付
い
た
。
近
年
は
年
間
40
〜

50
件
前
後
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。　

　

一
方
、
警
察
に
届
け
出
た
が
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
捜
索
に
は
至
ら
な
い
ケ

ー
ス
も
多
数
あ
る
。
佐
々
木
会
長
は
「
家

族
が
認
知
症
だ
と
知
ら
れ
た
く
な
い
、
迷

惑
を
か
け
た
く
な
い
と
の
思
い
か
ら
、
届
け

出
が
遅
れ
る
ケ
ー
ス
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

夜
に
な
り
捜
索
の
着
手
が
遅
れ
る
と
、
生

命
に
関
わ
る
事
態
に
な
り
ま
す
。
行
方
が

分
か
ら
な
く
な
っ
た
時
点
で
一
刻
も
早
く

届
け
出
る
こ
と
が
必
要
で
す
」
と
語
る
。　

　

認
知
症
を
め
ぐ
る
問
題
が
深
刻
さ
を
増

す
一
方
、
情
報
提
供
の
件
数
は
乱
高
下
し

て
き
た
。
特
に
個
人
情
報
保
護
法
施
行
後

の
平
成
16
年
は
５
件
に
落
ち
込
ん
だ
。佐
々

木
会
長
は
「
警
察
な
ど
が
情
報
提
供
に
慎

重
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
個
人
情
報
に
対

す
る
意
識
の
高
ま
り
が
影
響
し
た
」と
み
る
。

　

釧
路
保
健
所
は
平
成
24
年
、
人
命
優
先

の
観
点
か
ら
①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
②
年

齢
を
問
わ
ず
認
知
症
の
疑
い
の
あ
る
人
―

が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
、
同
法
の
適
用

を
除
外
し
、
関
係
機
関
に
情
報
提
供
を
行

う
こ
と
と
し
た
。
釧
路
市
は
迅
速
な
捜
索

と
保
護
に
向
け
て
、
市
東
部
北
、
音
別
、

阿
寒
の
7
エ
リ
ア
で
、
徘
徊
高
齢
者
等
捜

索
模
擬
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　

認
知
症
高
齢
者
の
事
故
や
行
方
不
明
事

案
の
多
発
を
重
く
み
た
警
察
庁
は
、
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
の
取
組
を
「
釧
路
モ
デ
ル
」
と
し

て
各
都
道
府
県
警
に
紹
介
。
全
国
で
組
織

化
を
促
し
た
。
道
内
で
も
36
の
エ
リ
ア
で
組

織
さ
れ
た
が
、
活
動
が
形
骸
化
し
て
い
る

地
域
も
多
い
。
佐
々
木
会
長
は
「
年
数
が

経
つ
と
、
関
係
機
関
で
は
人
事
異
動
も
あ

り
、
継
続
性
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま

す
。
当
事
者
で
あ
る
家
族
の
会
を
中
心
に

認
知
症
へ
の
理
解
の
輪
を
広
げ
て
い
く
取
組

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
力
説
す
る
。

﹇
釧
路
市
﹈

不
幸
な
徘
徊
事
故
を
無
く
せ
！

|
老
い
や
介
護
に
向
き
合
う
家
族
会
|

釧路市で実施している徘徊高齢者の捜索模擬訓練

●早期発見による死亡事故の減少

●徘徊の防止と介護者支援の充実

●認知症に対する理解が深まる

●ＳＯＳネットによる情報の共有

●住民参加型の見守りや捜索体制

●関係機関の連携によるフォロー

●認知症による行方不明者が増加

●情報が共有できず発見が遅れる

●時間が経過すると生存率は低下

「
お
元
気
で
す
か
コ
ー
ル
」
を
開
始
。
平
成
元

年
に
は
、
患
者
と
介
護
者
が
一
緒
に
食
事
な

ど
を
楽
し
む
「
託
老
」
も
始
め
た
。
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
の
結
成
に
向
け
て
は
、
関
係
機
関
の

所
管
や
担
当
者
も
定
か
で
な
い
中
、
4
年
以

上
に
わ
た
り
粘
り
強
く
折
衝
に
当
た
っ
た
。

　

現
在
は
、
ほ
か
に
も
認
知
症
カ
フ
ェ
や
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
小
中
学
校

で
の
絵
本
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
認
知
症
へ
の

理
解
と
支
援
を
広
げ
る
取
組
も
進
め
て
い

る
。
佐
々
木
さ
ん
は
「
介
護
保
険
制
度
で

は
対
応
で
き
な
い
高
齢
者
の
問
題
は
数
多

く
あ
り
ま
す
。
国
は
在
宅
福
祉
を
強
化
す

る
方
向
に
あ
り
ま
す
が
、
今
こ
そ
地
域
全

体
で
認
知
症
の
人
や
介
護
者
を
支
え
る
取

組
が
必
要
で
す
」
と
訴
え
る
。

たんぽぽの会は認知症患者と介護者が集う「託老」も運営
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そ
の

例

３

高
齢
者
が
心
身
の
健
康
を
保
ち
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
暮
ら
し
を
続
け
る
に
は
、

衣
食
住
を
基
本
と
す
る
生
活
の
質
を
維
持
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
北
竜
町
で
は
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、
食
事
や
洗
濯
な
ど
の
家
事
、
入
浴
な
ど
、
生
活
の
実
態
に
即
し
た

き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
在
宅
生
活
の
維
持
・
継
続
を
支
援
し
て
い
る
。

家
事
が
困
難
な
高
齢
者
を
支
援

　

北
竜
町
で
は
平
成
28
年
12
月
現
在
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
が
人
口
の
43
・
１
％
を

占
め
、
75
歳
以
上
の
割
合
も
25
・
６
％
に

上
る
。
高
齢
化
率
は
昭
和
60
年
と
比
べ
て

２
・
８
倍
、平
成
12
年
と
の
比
較
で
も
１
・

５
倍
に
達
し
て
い
る
。
超
高
齢
化
の
時
代
を

迎
え
、
心
身
の
衰
え
か
ら
在
宅
生
活
が
困

難
な
高
齢
者
も
増
え
て
い
る
。

　

町
は
昨
年
９
月
、
新
た
に
在
宅
高
齢
者

を
対
象
と
す
る
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

た
。
発
端
は
10
年
以
上
も
前
に
妻
を
亡
く

し
た
男
性
の
ケ
ー
ス
。
い
つ
も
同
じ
服
装
で
、

身
体
か
ら
異
臭
が
漂
っ
て
い
た
が
、
訪
問
し

た
町
社
協
の
職
員
に
は
「
大
丈
夫
だ
」
と

応
じ
て
い
た
。
町
住
民
課
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
永
楽
園
」、
町
社
協
な
ど
の
職

員
に
よ
る
地
域
ケ
ア
会
議
で
は
、
男
性
が

認
知
症
を
発
症
し
、
洗
濯
や
入
浴
、
食
事

に
も
支
障
を
来
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。　

　

病
気
な
ど
が
原
因
で
洗
濯
が
困
難
に
な

る
ケ
ー
ス
は
他
に
も
あ
る
。
町
内
に
は
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
店
や
洗
濯
な
ど
の
家
事
を
代
行

す
る
事
業
所
が
無
い
た
め
、
町
は
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
洗
濯
機
を
導
入
。
町
社
協

や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
。
福
祉
バ
ス
に
よ
る

送
迎
も
行
っ
て
お
り
、
取
材
当
日
に
は
10
人

の
会
員
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
ゴ
ル
フ
を
組
み

合
わ
せ
た
「
ゲ
ー
ゴ
ル
ゲ
ー
ム
」
を
楽
し
ん

で
い
た
。
会
員
数
は
54
人
。
平
均
年
齢
は

85
歳
に
達
し
て
い
る
が
、
は
つ
ら
つ
と
し
た

表
情
が
印
象
的
だ
っ
た
。　
　

在
宅
生
活
の
継
続
を
支
援

　

町
は
早
く
か
ら
高
齢
化
への
備
え
を
進
め

て
き
た
。
昭
和
62
年
に
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
永
楽
園
（
定
員
80
人
）
と
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
町
立
診
療
所
を
開
設
。
民
間

の
福
祉
事
業
所
が
無
い
た
め
、
永
楽
園
に

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
短
期
入
所
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
の
機
能
を
持
た
せ
た
。　

　

平
成
16
年
1
月
、
一
関
開
治
町
長
（
平

成
22
年
死
去
）
が
、
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
病
で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
、
53
歳
の
若
さ

で
辞
職
し
た
。
町
内
で
は
認
知
症
へ
の
理
解

と
支
援
の
輪
が
広
が
っ
た
。
平
成
24
年
に
就

任
し
た
佐
野
豊
町
長
も
、
独
居
高
齢
者
や

認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
を
重
視
し
た
取

組
を
重
点
的
に
進
め
て
き
た
。　
　

　

町
と
町
社
協
が
両
輪
と
な
り
、
在
宅
高

齢
者
の
生
活
を
支
援
す
る
背
景
に
は
、
広

い
町
域
に
住
宅
が
分
散
し
て
お
り
、
２
０

０
０
人
を
下
回
る
人
口
規
模
で
は
経
営
効

率
が
悪
く
、
民
間
事
業
者
が
参
入
で
き
な

い
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
町
の
中
村
道
人
住

民
課
長
は
「
認
知
症
や
高
齢
者
支
援
に
対

す
る
住
民
の
理
解
が
深
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
限
ら
れ
た
財
源
と
人
材
を
活
か
し
な

が
ら
、
町
の
責
任
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
高

齢
者
が
在
宅
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

　

町
は
在
宅
高
齢
者
の
在
宅
で
の
生
活
を

支
援
す
る
た
め
、
高
齢
者
用
の
公
営
住
宅

整
備
と
と
も
に
、
住
環
境
整
備
助
成
事
業

と
し
て
、
50
万
円
を
上
限
に
住
宅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
費
用
助
成
も
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
高
齢
化
率
の
上
昇
と
と
も
に
介
護
が
必

要
な
高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
介
護

予
防
の
取
組
も
強
化
し
て
い
る
。
本
年
度
ス

タ
ー
ト
し
た
「
地
域
ま
る
ご
と
元
気
ア
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ま
る
元
）」
は
、
北
翔
大
学
や

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
と
の
産
学
官
連
携
に
よ
る

高
齢
者
の
運
動
教
室
で
、
拠
点
施
設
と
な
る

「
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
」
を
和や

わ
ら
と
碧へ

き
す
い水

の
２
地
区
に
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。　

道
内
初
の
町
営
ス
ー
パ
ー
も

　

在
宅
高
齢
者
を
め
ぐ
る
新
た
な
課
題
も

あ
る
。
老
朽
化
な
ど
を
理
由
に
町
内
唯
一

の
ス
ー
パ
ー
が
今
年
中
に
閉
店
す
る
。
住
民

の
約
７
割
は
、
自
動
車
で
深
川
市
な
ど
の

商
業
施
設
を
利
用
し
て
い
る
が
、
加
齢
に

よ
り
運
転
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
不
安
に

感
じ
る
住
民
も
多
い
。
町
が
実
施
し
た
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
約
8
割
の
世
帯
が

代
替
店
舗
の
確
保
を
希
望
し
て
い
る
。　

に
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
を
委
託
す
る
こ
と
と
し

た
。
町
社
協
の
介
護
福
祉
士
・
中
島
雅
子

さ
ん
は
「
家
庭
の
事
情
に
深
く
立
ち
入
る
こ

と
に
な
る
洗
濯
や
掃
除
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

は
、
高
齢
者
の
側
か
ら
言
い
出
し
に
く
い
状

況
が
あ
り
ま
す
」
と
語
り
、
高
齢
者
と
信

頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
生
活
上
の
悩
み

を
把
握
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
る
。　

　

町
は
介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
た
平

成
12
年
に
「
生
活
支
援
・
生
き
が
い
対
策

事
業
条
例
」を
施
行
。介
護
認
定
で「
自
立
」

と
さ
れ
た
在
宅
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
独

自
事
業
と
し
て
、
町
社
協
に
委
託
し
て
家

事
援
助
や
配
食
、
町
内
で
の
移
送
、
除
雪
、

電
話
に
よ
る
安
否
確
認
や
生
活
相
談
な
ど

の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。
高
齢
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
内
容
を

見
直
し
、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
き
た
。
週
１
回
が
基
本
の
配
食
サ
ー
ビ
ス

も
、
家
族
構
成
や
生
活
の
実
態
に
応
じ
て

毎
日
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

介
護
保
険
導
入
前
か
ら
続
く
「
ひ
ま
わ

り
ク
ラ
ブ
」
は
週
３
回
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
食
事
や
入
浴
、
健
康
チ
ェッ
ク

の
ほ
か
、
介
護
予
防
を
目
的
に
し
た
ゲ
ー
ム

●生活支援サービスの質を高める

●在宅高齢者の安全・安心を確保

●高齢者に優しい地域を実現する

●きめ細かい生活支援事業を展開

●独自事業で介護保険制度を補う

●高齢者のニーズに即した支援策

●過疎・高齢化が急速に進行する

●民間の介護事業者が参入しない

●高齢者の在宅生活が困難になる

「ひまわりクラブ」でゲーゴルゲームを楽しむ在宅高齢者　

漢字を組み合わせる脳トレーニングで認知症の予防も

﹇
北
竜
町
﹈

在
宅
生
活
の
質
を
高
め
る

|
生
活
実
態
に
即
し
た
高
齢
者
支
援
|

　

町
は
企
業
な
ど
に
新
規
出
店
を
打
診
し

た
が
交
渉
は
頓
挫
。
苦
肉
の
策
と
し
て
第

三
セ
ク
タ
ー
の
北
竜
振
興
公
社
に
代
替
店

舗
の
運
営
を
委
託
す
る
方
針
を
決
め
、
今

年
12
月
に
も
新
店
舗
を
併
設
す
る
計
画
を

立
て
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
26
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
、
住
民
も
混
乗
で
き
る
ス
ク
ー
ル
バ

ス
、
自
宅
送
迎
を
行
う
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

な
ど
、
地
域
の
公
共
交
通
と
リ
ン
ク
す
る
こ

と
で
、
買
い
物
の
足
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

　

中
村
課
長
は「
在
宅
高
齢
者
への
支
援
は

『
衣
食
住
』
が
基
本
で
す
が
、
在
宅
生
活
を

続
け
る
上
で
何
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
を

常
に
把
握
し
な
が
ら
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
語
る
。
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そ
の

例

４

人
口
減
少
に
伴
う
鉄
道
や
バ
ス
路
線
の
縮
小
・
廃
止
が
相
次
ぐ
中
、
交
通
空
白
地
域
の
増

加
が
全
道
各
地
で
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。社
会
資
源
の
共
有
や
住
民
の
共
助
に
よ
り
、

過
疎
・
高
齢
化
に
伴
う
地
域
課
題
の
克
服
を
目
指
す
中
頓
別
町
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
自

家
用
車
の
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
（
相
乗
り
）」
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
〝
生
活
の
足
〞

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

地
域
の
社
会
資
源
を
共
有
す
る

　

町
内
面
積
の
84
％
を
森
林
が
占
め
る
中

頓
別
町
―
。
林
業
は
町
の
基
幹
産
業
だ
が
、

木
材
需
要
の
減
少
や
資
源
枯
渇
、
安
価
な

外
国
産
材
の
流
入
に
よ
り
低
迷
が
続
い
て
い

る
。
昭
和
25
年
に
７
５
９
２
人
だ
っ
た
人
口

は
、
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
減
少
の
一
途

を
た
ど
っ
た
。
昨
年
12
月
の
人
口
は
ピ
ー
ク

時
の
４
分
の
１
に
当
た
る
１
７
７
３
人
で
、

高
齢
化
率
は
38
％
に
達
し
た
。
過
疎
・
高

齢
化
に
伴
う
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る

が
、
厳
し
い
財
政
事
情
か
ら
ハ
ー
ド
事
業

を
含
め
て
、
解
決
困
難
な
問
題
も
多
い
。

　

町
が
置
か
れ
た
厳
し
い
状
況
や
閉
塞
感

を
克
服
し
よ
う
と
、
町
は
昨
年
６
月
に
「
シ

ェ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
事
業
」
を
開
始
し

た
。
町
、
企
業
、
住
民
な
ど
が
所
有
す
る

建
物
や
自
動
車
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

資
源
を
共
有
し
、
有
効
に
利
活
用
す
る
こ

と
で
、
地
域
課
題
の
解
決
に
結
び
付
け
る

新
た
な
取
組
だ
。
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に

詳
し
い
秋
山
哲
男
中
央
大
学
教
授
を
会
長

と
し
、町
、自
治
会
連
合
会
、老
人
ク
ラ
ブ
、

を
自
動
的
に
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
機
能
が
あ

り
、
最
も
近
く
に
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
を
表
示
。

自
動
で
配
車
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
送
信
さ
れ
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
受
信
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
依

頼
者
を
迎
え
に
行
く
。
依
頼
は
ア
プ
リ
を

オ
ン
ラ
イ
ン
の
状
態
に
し
た
時
に
だ
け
届
く

た
め
、
仕
事
や
家
事
の
合
間
な
ど
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
。　

　

実
験
期
間
中
の
利
用
料
金
は
無
料
。
利

用
時
間
は
原
則
、
午
前
８
時
〜
午
前
零
時

と
し
て
い
る
。
通
院
や
買
い
物
な
ど
、
自
由

な
利
用
が
可
能
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
了
承
す

れ
ば
町
外
に
出
る
こ
と
も
で
き
る
。
町
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
機
器
操
作
が
苦
手
な

高
齢
者
に
配
慮
し
て
、
配
車
受
付
の
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
も
開
設
し
た
。　
　

　

ス
タ
ー
ト
か
ら
11
月
23
日
ま
で
に
75
件

の
利
用
が
あ
っ
た
。
実
験
は
本
年
度
末
ま
で

実
施
す
る
予
定
で
、
新
年
度
以
降
の
事
業

継
続
に
向
け
た
課
題
を
検
証
す
る
。　

公
共
交
通
を
め
ぐ
る
厳
し
い
環
境

　

Ｊ
Ｒ
天
北
線
が
平
成
元
年
に
廃
線
に
な

っ
て
以
降
、
町
内
で
運
行
す
る
公
共
交
通

機
関
は
、
１
日
４
往
復
す
る
代
替
路
線
バ

ス
だ
け
だ
。
町
は
廃
線
時
の
特
定
地
方
交

通
線
転
換
交
付
金
を
積
み
立
て
た
基
金
を

取
り
崩
し
、
沿
線
自
治
体
と
と
も
に
路
線

バ
ス
の
運
行
を
維
持
し
て
き
た
が
、
基
金
残

高
は
残
り
少
な
く
、
一
般
財
源
で
路
線
バ

ス
の
赤
字
を
補
て
ん
し
て
い
る
。
沿
線
自
治

体
は
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
運
行
を
含

め
て
広
域
的
な
公
共
交
通
の
在
り
方
を
議

論
し
て
き
た
が
、
結
論
は
出
て
い
な
い
。
一

方
、
国
道
か
ら
離
れ
た
地
域
に
住
み
、
車

を
運
転
し
な
い
高
齢
者
は
、
町
内
に
あ
る

２
台
の
タ
ク
シ
ー
だ
け
が
頼
み
の
綱
だ
。　

　
「
今
回
の
取
組
に
交
通
手
段
を
持
た
な
い

高
齢
者
は
、
高
い
関
心
を
示
し
て
い
ま
す
。

高
齢
で
車
の
運
転
に
不
安
が
あ
る
夫
婦
が
、

こ
の
機
会
に
運
転
を
自
粛
す
る
動
き
も
あ

り
ま
し
た
」
と
町
総
務
課
の
長
尾
享
政
策

経
営
室
長
が
語
る
。
シ
ェ
ア
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
構

築
事
業
は
交
通
以
外
の
分
野
へ
の
展
開
も

視
野
に
入
れ
る
長
尾
室
長
は
「
住
民
同
士

の
共
助
で
解
決
で
き
る
課
題
を
見
出
し
、

空
き
家
や
公
共
施
設
を
含
む
シ
ェ
ア
を
検

討
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

浴
場
を
再
建
し
コ
ミ
レ
ス
も
運
営

　

町
内
に
は
遊
休
施
設
を
高
齢
者
の
居
場

所
づ
く
り
に
取
り
組
む
女
性
が
い
る
―
。

　

看
護
師
や
保
健
師
の
資
格
を
持
ち
、
札

幌
の
病
院
や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
勤
務

し
て
い
た
渡
辺
由
起
子
さ
ん
は
平
成
22
年
、

中
頓
別
町
に
移
住
し
て
、
閉
鎖
中
だ
っ
た

町
営
浴
場
・
黄
金
湯
を
借
り
受
け
、
銭
湯

と
し
て
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。　

　

黄
金
湯
は
、
町
内
に
あ
る
唯
一
の
公
衆

浴
場
で
、
地
場
産
の
食
材
を
活
用
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
も
併
設
し
て
お
り
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
で
組
織
す
る
シェ
ア

リ
ン
グ
研
究
協
議
会
が
、
住
民
ニ
ー
ズ
や

具
体
的
な
取
組
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

　

第
一
弾
の
取
組
は
、
地
域
に
住
む
高
齢

者
な
ど
の
生
活
を
維
持
す
る
上
で
欠
か
せ

な
い
交
通
問
題
に
関
す
る
取
組
だ
。
昨
年

８
月
24
日
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
転
す

る
自
家
用
車
で
、
移
動
手
段
を
持
た
な
い

住
民
や
旅
客
な
ど
を
運
ぶ
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

（
相
乗
り
）」
実
証
実
験
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

米
国
発
の
配
車
ア
プ
リ
を
活
用

　

移
送
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ド
ラ
イ
バ

ー
は
、
自
家
用
車
を
持
つ
75
歳
以
下
の
住

民
か
ら
公
募
。
会
社
員
や
主
婦
、
退
職
後

の
シ
ニ
ア
世
代
な
ど
16
人
が
応
じ
た
。
配
車

に
は
米
国
の
ウ
ー
バ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
が

開
発
し
、
世
界
約
70
カ
国
で
使
わ
れ
て
い

る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
ウ
ー

バ
ー
）」
を
活
用
し
て
い
る
。
利
用
者
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
配
車
ア
プ
リ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
画
面
上
に
表
示
さ
れ

る
町
内
の
地
図
で
希
望
す
る
場
所
を
指
定

す
る
。
ア
プ
リ
に
は
依
頼
者
と
ド
ラ
イ
バ
ー

﹇
中
頓
別
町
﹈

生
活
の
足
を
確
保
す
る

| 

共
助
と
共
有
に
よ
る
地
域
の
再
生
|

●過疎地の交通モデルを提案する

●限られた社会資源の共有を図る

●住民の共助で地域の課題を克服

●自家用車の相乗りで交通を確保

●住民ドライバーが運行を支える

●ＩＣＴを活用した配車システム

●過疎化で交通網を維持できない

●公共交通の空白地域が拡大する

●交通弱者の移動手段が失われる

地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
住
民
か
ら
提
供
さ

れ
た
廃
屋
の
古
材
を
燃
料
に
使
い
、
経
費

を
安
く
抑
え
て
採
算
を
維
持
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
銭
湯
で
は
２
人
の
地
域

住
民
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
て
い
る
。　

　

渡
辺
さ
ん
は
「
独
り
住
ま
い
の
お
年
寄

り
は
丸
一
日
、
誰
と
も
会
話
を
し
な
い
日

も
あ
り
ま
す
。
銭
湯
に
出
掛
け
る
こ
と
で
顔

見
知
り
や
地
域
の
お
客
さ
ん
と
の
会
話
や

交
流
が
生
ま
れ
ま
す
。
浴
場
は
大
き
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
宅
の
お
風
呂
よ
り
も

広
く
て
の
び
の
び
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
こ
と
が
地
域
で
生
活
を
続
け
る
高

齢
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

黄金湯を運営する渡辺由起子さんと、薪の調達・ボイラー作業を
手伝う町民

配車依頼を受けて利用者を迎えに来たボランティア・ドライバー
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高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
―
を
掲
げ
る
福
岡
県
大
牟
田
市
。
県
内
他
市
町
村
よ

り
も
速
い
ペ
ー
ス
で
進
む
高
齢
化
に
対
応
し
て
、
早
く
か
ら
認
知
症
対
策
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
基
本
理
念
は
、
認
知
症
の
当
事
者
や
家
族
に
寄
り
添
い
、
市
民
が
心
を
一
つ
に
し
た

支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
だ
。
高
齢
者
対
策
を
通
じ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や

空
き
家
対
策
な
ど
の
新
た
な
課
題
に
も
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。

認
知
症
へ
の
総
合
的
な
対
策

　

大
牟
田
市
は
、
三
井
三
池
炭
鉱
（
平
成

９
年
閉
山
）
に
代
表
さ
れ
る
炭
鉱
や
石
炭

化
学
工
業
で
栄
え
た
マ
チ
だ
。
石
炭
産
業
の

斜
陽
化
と
と
も
に
、
昭
和
30
年
代
後
半
か

ら
人
口
の
減
少
が
始
ま
り
、
昭
和
55
年
に

12
・
３
％
だ
っ
た
高
齢
化
率
は
、
平
成
７

年
に
21
・
３
％
、
28
年
に
は
34
・
６
％
と

右
肩
上
が
り
で
上
昇
し
、
人
口
10
万
人
以

上
の
都
市
で
は
全
国
で
２
番
目
に
高
い
。

　

こ
の
た
め
市
は
、
本
格
的
な
高
齢
化
を

先
取
り
し
た
認
知
症
対
策
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
平
成
15
年
に
は
、
高
齢
者
福
祉
の

先
進
国
・
デ
ン
マ
ー
ク
の
取
組
を
参
考
に
、

認
知
症
対
策
の
け
ん
引
役
と
な
る
「
認
知

症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
養
成
研
修
を
開

始
。
年
間
４
０
６
時
間
の
座
学
と
実
習
を

受
講
し
た
修
了
者
は
、
事
業
所
な
ど
で
患

者
や
家
族
へ
の
ケ
ア
と
と
も
に
、
認
知
症
へ

の
理
解
を
深
め
る
活
動
を
行
う
。
現
在
ま

で
に
１
１
５
人
が
修
了
し
て
い
る
。　

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
で
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
が
市
町
村
の
管
轄
と
な
っ
た
平

る
」
の
一
節
だ
。
認
知
症
患
者
を
介
護
す

る
市
民
の
体
験
談
を
基
に
し
て
い
る
。

　

市
は
平
成
16
年
、
小
中
学
生
を
対
象
に

「
絵
本
教
室
」
を
始
め
た
。
現
在
は
小
中
学

校
の
半
数
に
当
た
る
16
校
で
開
講
し
て
い

る
。
講
師
は
市
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
職
員
。「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
な

る
？
」
と
い
う
問
い
掛
け
に
子
ど
も
た
ち
は

「
何
も
分
か
ら
な
く
な
って
辛
い
」「
死
ん
だ
方

が
ま
し
」
と
声
を
上
げ
る
。
だ
が
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
認
知
症
を
知
り
、
自
ら
考
え
る

こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
変
わ
る
。
市
内

で
は
、
家
族
と
認
知
症
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
り
、
高
齢
者
へ
の
声
掛
け
な
ど
を
実
践
し

た
り
す
る
子
ど
も
が
増
え
、
街
頭
で
認
知
症

の
高
齢
者
を
保
護
し
た
中
学
生
も
い
る
。　

　

地
域
レ
ベ
ル
の
取
組
も
活
発
だ
。
平
成

16
年
に
駛は

や
め馬
南
小
学
校
区
で
〈
は
や
め
南

人
情
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉
が
発
足
。
年
６
回
の

日
曜
茶
話
会
と
と
も
に
、
行
方
が
分
か
ら

な
い
認
知
症
高
齢
者
を
捜
索
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
織
し
、
捜
索
訓
練
も

始
め
た
。
同
校
区
を
モ
デ
ル
と
す
る
訓
練

は
現
在
、
市
内
の
全
域
で
実
施
し
て
お
り
、

毎
年
約
３
０
０
０
人
の
住
民
が
参
加
す
る
。

　

大
牟
田
市
は
平
成
27
年
、
市
が
率
先
し

て
「
徘
徊
」
の
表
現
を
使
わ
な
い
こ
と
を
宣

言
し
た
。
梅
本
主
査
は
「
認
知
症
の
当
事

者
の
声
を
制
度
や
施
策
に
反
映
す
る
挑
戦

で
す
。徘
徊
に
は『
目
的
も
無
く
歩
き
回
る
』

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、
当
事
者
の

多
く
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
に
抵
抗
を

感
じ
て
い
ま
す
。
住
民
が
認
知
症
の
当
事

者
や
介
護
者
に
寄
り
添
い
、
心
を
一
つ
に
し

た
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
決
意
表
明

で
す
」
と
力
を
込
め
る
。　

高
齢
化
と
空
き
家
対
策

　

高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
空
き
家
の
増

加
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。市
は
平
成
25
年
、

市
社
協
や
司
法
書
士
、
不
動
産
・
福
祉
関

連
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
「
大
牟
田
市
居

住
支
援
協
議
会
」
を
設
立
。
所
有
者
と
在

宅
高
齢
者
な
ど
の
住
宅
困
窮
者
と
の
マッ
チ

ン
グ
に
よ
り
、
空
き
家
解
消
や
管
理
の
適

正
化
を
進
め
る
狙
い
が
あ
る
。
ま
た
、
削
減

を
進
め
て
い
る
市
営
住
宅
に
代
わ
る
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
も
空
き
家
の
利

活
用
に
注
目
し
て
い
る
。　

　

市
が
平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し
た
調
査

は
、
戸
建
て
を
中
心
に
空
き
家
の
状
態
に
あ

る
と
み
ら
れ
る
２
８
５
３
戸
を
抽
出
。
Ａ

（
利
用
可
能
）、
Ｂ
（
若
干
の
修
繕
工
事
が
必

要
）、
Ｃ
（
か
な
り
の
改
修
工
事
が
必
要
）、

Ｄ
（
損
傷
が
著
し
い
）
の
４
ラ
ン
ク
に
区
分

し
、
利
用
状
況
や
管
理
状
況
を
確
認
し
た

結
果
、
７
割
弱
の
物
件
は
、
所
有
者
が
売
却

や
賃
貸
に
応
じ
る
意
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
対
象
物
件
の
情
報
は
家
主
の
了
解
が

あ
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
。
平
成

27
年
は
マッ
チ
ン
グ
で
8
戸
の
賃
貸
が
成
立

し
た
。
協
議
会
が
事
務
局
を
置
く
市
社
協

成
18
年
に
は
通
所
、
訪
問
介
護
、
宿
泊
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
管
理
者
ク
ラ
ス

に
受
講
を
義
務
付
け
た
。
市
長
寿
社
会
推

進
課
の
梅
本
政
隆
主
査
は
「
事
業
者
の
自

主
性
に
委
ね
る
だ
け
で
な
く
、
高
い
専
門
性

を
持
つ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
市
の
独
自
の

取
組
と
し
て
養
成
し
て
い
く
狙
い
が
あ
り
ま

す
」
と
語
る
。
一
方
、
平
成
19
年
に
は
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
介
護

予
防
や
住
民
交
流
の
拠
点
を
併
設
す
る
こ

と
を
義
務
付
け
、
25
の
事
業
所
が
、
在
宅

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
、
地
域
住
民
の

交
流
施
設
と
し
て
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
。

　
　
　
　

認
知
症
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る

　

毎
日
、
た
く
さ
ん
の
ご
飯
を
炊
き
、
お

握
り
を
作
る
認
知
症
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
家

族
は
困
り
果
て
て
い
た
。
あ
る
日
、
息
子
が

母
の
思
い
を
悟
っ
た
。「
母
は
今
も
戦
時
中

を
生
き
て
い
る
。
家
族
を
空
襲
か
ら
守
る
た

め
に
お
に
ぎ
り
を
作
り
続
け
て
い
る
」―
と
。

　

市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
協
議
会
が
作

成
し
た
絵
本
「
い
つ
だ
っ
て
心
は
生
き
て
い

実
 

そ
の

例

５

●認知症患者を地域全体で支える

●高齢者の尊厳と安心を確保する

●民間の空き家を高齢者にも提供

●認知症社会を支える人材の育成

●認知症コーディネーターの養成

●協議会が住宅賃貸をマッチング

●人口減少と高齢化で地域が衰退

●増加する認知症患者の安全確保

●空き家の増加と賃貸物件の不足

﹇
福
岡
県
大
牟
田
市
﹈

地
域
で
取
り
組
む
認
知
症
対
策

|
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
|

認知症を406時間かけて学ぶ認知症コーディネーター養成研修

市民の認知症介護体験を元に作成された絵本。挿絵は市内24人の
子どもたちが認知症を学んで描いた

は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
対
象
に
入
居
後

の
フ
ォロ
ー
体
制
も
整
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
伴
う
住

宅
需
要
の
減
少
に
対
応
し
て
、
住
宅
以
外

の
用
途
に
空
き
家
を
活
用
す
る
取
組
も
進

め
て
い
る
。
亡
く
な
っ
た
所
有
者
の
意
向
を

受
け
た
市
社
協
が
住
宅
を
借
り
受
け
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
運
営
す
る
高
齢
者
サ
ロ
ン
を
開
設

し
た
事
例
も
あ
る
。
市
建
築
住
宅
課
の
三

浦
雅
善
主
査
は
「
維
持
費
や
管
理
が
重
荷

で
も
、
利
活
用
に
踏
み
切
れ
な
い
所
有
者

も
多
い
よ
う
で
す
。
空
き
家
の
流
通
促
進
と

と
も
に
、
高
齢
者
住
宅
や
交
流
サ
ロ
ン
に
活

用
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。



      17 PRACTICE   2017.1 PRACTICE   2017.1     16

日時：平成28年11月28日（月）京王プラザホテル札幌

在
宅
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守
る  

―
超
高
齢
化
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
―

地
域
で
考
え
る
在
宅
高
齢
者
の
暮
ら
し

上
原　

私
は
札
幌
の
老
人
保
健
施
設
で
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
勤
務
し
た
後
、

蘭
越
町
の
病
院
で
働
き
、
地
方
の
福
祉
現

場
の
厳
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
福
祉
を

支
え
る
施
設
は
、
病
院
と
特
養
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
各
１
カ
所
だ
け
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
る
の
は
週
１
回
。
要
介
護
５
の

人
は
自
宅
に
帰
れ
な
い
状
況
で
し
た
。

　

そ
の
後
に
大
学
教
員
に
な
り
、
社
会
福

祉
士
や
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
を
目
指
す

学
生
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
北
広
島
市
の

団
地
で
、
学
生
を
主
体
と
す
る
認
知
症
カ

フ
ェ「
カ
フ
ェい
こ
ー
よ
」
を
運
営
し
、
地
域

の
福
祉
を
自
ら
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
人

材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
日
の
座
談
会
で
は
、
多
く
の
高
齢
者

と
地
域
住
民
に
と
っ
て
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
実
現
す
る
方
策
に
つ
い
て
議
論
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　
　
　

大
関　

平
成
６
年
に
「
美
幌
町
介
護
者
と

共
に
歩
む
サ
フ
ラ
ン
の
会
」
を
立
ち
上
げ
て

22
年
に
な
り
ま
す
。
認
知
症
の
義
母
、
前

立
腺
が
ん
を
患
っ
た
義
父
と
の
同
居
が
き
っ

か
け
で
す
。
認
知
症
介
護
の
苦
労
を
知
る

仲
間
で
会
を
立
ち
上
げ
、
今
は
1
1
6
人

の
会
員
が
い
ま
す
。
サ
フ
ラ
ン
の
会
で
は
２

カ
月
に
１
回
、会
員
が
集
ま
り
ま
す
。ま
た
、

家
族
か
ら
認
知
症
の
人
を
預
か
る
託
老
所

「
サ
フ
ラ
ン
ク
ラ
ブ
」
を
平
成
10
年
に
始
め
、

現
在
は
月
に
４
回
ほ
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

星　

白
老
町
の
職
員
と
し
て
31
年
勤
務
し

ま
し
た
。
福
祉
部
門
の
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
平
成
12
年
に
介
護
保
険
制

度
が
施
行
さ
れ
た
時
、
町
か
ら
北
海
道
町

村
会
に
派
遣
さ
れ
、
自
治
体
の
福
祉
担
当

者
、
大
学
の
先
生
、
道
社
協
の
方
と
連
携

し
た
研
究
会
の
事
務
局
を
担
当
し
、「
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
で
高
齢
者
の
生
活
は
守
れ

る
の
か
」
と
い
う
問
題
意
識
で
政
策
提
言
を

行
い
ま
し
た
。

　

建
設
課
長
を
し
て
い
た
頃
は
、
住
宅
計
画

の
見
直
し
に
向
け
て
公
営
住
宅
の
入
居
者

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
高
齢
者
が

抱
え
る
課
題
は
、
ハ
ー
ド
整
備
だ
け
で
は
到

底
解
決
で
き
な
い
深
い
現
実
も
知
り
ま
し

た
。
54
歳
で
町
を
退
職
し
て
福
祉
現
場
に

飛
び
込
み
ま
し
た
。
平
成
24
年
に
仲
間
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
御
用
聞
き
わ
ら
び
」
を
立

ち
上
げ
、
家
事
や
除
雪
、
福
祉
有
償
運
送

な
ど
、
高
齢
者
を
支
え
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
利
用
会
員
は
約
３
５
０
人
で
、

平
均
年
齢
は
80
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。

大
久
保　

高
齢
者
同
士
の
助
け
合
い
を
目

的
に
平
成
８
年
、
札
幌
微
助
人
倶
楽
部
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
福
祉
に
関
心
を
持
つ

企
業
経
営
者
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
設
立

し
た
草
の
根
の
団
体
で
す
。
入
会
金
は
５
０

０
０
円
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
受
給
会
員
は
１
時
間
当
た
り
７
０

０
円
を
支
払
い
、
家
事
、
洗
濯
、
買
い
物
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
会
員
は

５
０
０
円
を
受
け
取
る
仕
組
み
で
す
。
約

１
５
０
０
人
の
会
員
が
い
ま
す
が
、
そ
の
数

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

吉
川　

砂
川
市
は
平
成
25
年
４
月
に
「
砂

川
市
高
齢
者
い
き
い
き
支
え
合
い
条
例
」

を
施
行
し
、
地
域
と
共
働
で
高
齢
者
を
見

守
る
・
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
取
組
を
通
じ
て
行
政

だ
け
、
地
域
だ
け
、
事
業
者
だ
け
で
は
、

高
齢
者
を
見
守
る
の
は
困
難
な
時
代
に
な
っ

た
こ
と
を
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。　
　

上
原　

私
は
介
護
保
険
制
度
な
ど
の

間

で
多
く
の
高
齢
者
が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
活
動
を
通
じ
て

感
じ
た
課
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
久
保　

平
成
12
年
に
介
護
保
険
制
度
が

始
ま
り
、
高
齢
者
や
家
族
、
高
齢
者
支
援

に
携
わ
る
人
た
ち
の
期
待
が
高
ま
り
ま
し

た
。
私
た
ち
の
会
で
も
「
利
用
者
が
減
る
の

か
な
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
減

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
に
な

ら
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
る
ん
で
す
ね
。

大
関　

美
幌
町
で
は
、
制
度
の

間
を
埋

め
る
た
め
に
１
５
０
人
の
有
志
が
「
生
活
た

　本格的な超高齢化社会を迎え、在宅高齢者をめぐる現

状は、将来の地域づくりや市町村の行財政運営にも大き

な議論を投げ掛けている。在宅生活の継続に欠かせない

食事や家事、住環境の維持とともに、疾病の予防や健康

増進の取組、高齢者の生活に配慮した交通の確保など、

多様なニーズに対応するため、自治体や住民団体、ＮＰ

Ｏ法人など、多様な担い手による支援の在り方が模索さ

れている。座談会では、高齢者支援の現場で実践的な活

動に取り組む有識者の視点を通じて、高齢者の生活実態

に即した支援の在り方、多くの高齢者にとって住みよい

地域づくりを実現する方策について議論した。

PROFILE

平成19年：
平成23年：
平成24年：
平成25年：
平成28年：

コーディネーター　道都大学社会福祉学部社会福祉学科准教授

上原　正希 （うえはら・まさき）

ＮＰＯ法人「御用聞きわらび」理事長
星　　　貢 （ほし・みつぐ）

ＮＰＯ法人札幌微
びすけっと

助人倶楽部 事務局長

大久保節子 （おおくぼ・せつこ）

砂川市市民部介護福祉課長
吉川　美幸 （よしかわ・みゆき）

美幌町介護者と共に歩むサフランの会 会長
大関　和子 （おおぜき・かずこ）

（敬称略）

砂川市市民部介護福祉課長

吉
よし

川
かわ

　美
み

幸
ゆき

条例で高齢者の見守り強化
高齢者宅1100戸を訪問

砂川市市民生活課係長
議会事務局係長
議会事務局主幹
介護福祉課課長補佐
介護福祉課課長

砂川市

医療と介護の専門職が認知症対策を進める認知症初期集中チー
ム員会議

市民が認知症を学ぶ認知症サポーター養成講座

座
談
会

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る

介
護
保
険
制
度
の
隙
間
で
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す
け
あ
い
サ
ー
ビ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
」
を
立
ち

上
げ
、１
時
間
８
０
０
円
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。
私
も
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
会
員
と
し
て
付
き
添
い
や
見
守
り
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

星　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
が
訪
問
介
護
を
行
う
時
、
窓
ふ
き
は
で

き
ま
せ
ん
。
移
送
サ
ー
ビ
ス
も
要
介
護
の

人
し
か
利
用
で
き
な
い
。
し
か
も
、
病
院
の

行
き
帰
り
に
し
か
使
え
な
い
。
帰
り
に
ス
ー

パ
ー
や
銀
行
に
立
ち
寄
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
要
支
援
の
人
が
病
院
に
行
き
た
く
て

も
駄
目
な
ん
で
す
ね
。
こ
う
し
た

間
は

別
の
誰
か
が
埋
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

す
が
、
利
用
者
に
と
っ
て
便
利
な
こ
と
を
す

る
と
、
介
護
保
険
で
は
措
置
さ
れ
な
い
と
い

う
矛
盾
が
あ
り
ま
す
ね
。

転
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
で
す
が
、

移
住
者
が
中
心
の
地
域
な
の
で
支
え
て
く
れ

る
人
が
少
な
い
ん
で
す
ね
。　
　
　
　

大
関　

病
院
で
余
命
わ
ず
か
な
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
「
一
晩
だ
け
で
も
家
に
帰
り
た
い
」

と
希
望
し
て
い
て
も
、
今
の
制
度
で
は
対
応

で
き
ま
せ
ん
。
私
が
自
宅
に
連
れ
帰
り
、
夜

通
し
話
を
聞
き
ま
し
た
。
翌
朝
に
は
病
院
に

戻
り
ま
し
た
が
、
数
日
後
に
は
亡
く
な
り
ま

し
た
。
最
期
の
願
い
を
か
な
え
て
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
って
い
ま
す
。　

吉
川　

砂
川
市
で
は
バ
ス
路
線
の
廃
線
か

ら
、
公
共
交
通
を
利
用
で
き
な
い
地
域
も

あ
る
た
め
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
予
約
型

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

星　

高
齢
者
は
何
を
必
要
と
し
て
い
る
か

を
考
え
れ
ば
、
第
一
に
移
送
は
欠
か
せ
ま

同
居
し
て
い
た
ら
制
度
が
使
え
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。　
　
　
　
　

星　

掃
除
や
引
っ
越
し
の
悩
み
も
大
き
い
で

す
ね
。
特
に
最
近
は
〈
終
活
〉
と
し
て
、
ご

主
人
が
遺
し
た
釣
り
道
具
な
ど
を
片
付
け

た
い
、
大
き
な
タ
ン
ス
や
息
子
の
学
習
机
を

処
分
し
た
い
と
い
う
依
頼
も
増
え
て
い
ま
す
。

体
力
的
に
大
型
ご
み
を
出
せ
な
い
人
も
増
え

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
一
般
貨
物
運
送
や

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
の
許
可
を
取
り
、

引
っ
越
し
や
家
の
片
付
け
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
屋
敷
の
後
片
付
け

を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
認
知

症
や
精
神
障
が
い
が
原
因
で
セ
ル
フ
ネ
グ
レ

ク
ト
状
態
に
あ
る
方
の
住
宅
を
町
の
保
健
師

さ
ん
と
連
携
し
て
片
付
け
て
い
ま
す
。

上
原　

高
齢
者
の
悩
み
や
要
望
に
応
え
る

に
は
、
ま
ず
、
地
域
の
高
齢
者
一
人
ひ
と

り
の
生
活
状
況
や
悩
み
を
把
握
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。　
　
　
　
　

星　

地
域
の
高
齢
者
が
抱
え
る
悩
み
は
、

市
町
村
の
保
健
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
町

内
会
長
・
役
員
、
民
生
委
員
が
一
番
知
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
彼
ら
が
一
緒
の
テ
ー

ブ
ル
に
着
き
、
解
決
策
を
探
る
場
が
無
い
ん

せ
ん
。
交
流
サ
ロ
ン
を
作
っ
て
も
移
動
手
段

は
必
要
で
す
。
Ｊ
Ｒ
駅
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
無
い
所
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
介
助
が
必
要
で
す
。
自
宅
か
ら
の

「
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
」、
そ
し
て
介
助
や
荷
物
の

持
ち
運
び
が
な
け
れ
ば
困
る
高
齢
者
が
大

勢
い
ま
す
。
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
は
、

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
こ
れ
か
ら
さ
ら

に
高
ま
り
ま
す
。
札
幌
の
よ
う
に
公
共
交

通
機
関
が
発
達
し
て
い
る
所
で
も
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
移
送
サ
ー
ビ
ス
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
作
ら
な
く
て
も
、
商
工
会
や
農
協
で

も
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま

り
、
ど
の
地
域
で
も
で
き
る
は
ず
で
す
。

大
久
保　

全
国
で
「
ゴ
ミ
屋
敷
」
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
在
宅
高
齢
者
が
ゴ
ミ

を
処
理
し
よ
う
と
し
て
も
、
息
子
さ
ん
と

大
久
保　

私
た
ち
が
行
う
移
送
サ
ー
ビ
ス

は
、
介
護
保
険
を
使
わ
な
い
の
で
買
い
物
や

レ
ジ
ャ
ー
に
も
使
え
ま
す
。
昨
年
の
実
績
は
、

移
送
５
８
０
０
件
、
家
事
援
助
１
５
０
０

件
、
介
護
８
０
０
件
で
し
た
。
移
送
サ
ー

ビ
ス
は
需
要
が
多
い
の
で
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

が
悩
み
の
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

星　

地
方
で
は
高
齢
に
な
っ
て
車
を
手
放
す

と
、
生
活
の
質
が
格
段
に
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
。
か
つ
て
は
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
が
高
齢

者
を
支
え
て
い
ま
し
た
が
、
過
疎
化
や
核

家
族
化
で
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
40

年
代
に
白
老
町
で
は
、
市
街
地
か
ら
離
れ

た
地
域
に
温
泉
付
き
分
譲
地
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
定
年
退
職
か
ら
間
も
な
い
夫
婦

が
道
内
外
か
ら
移
住
し
て
き
ま
し
た
が
、こ

の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
り
、
車
の
運

個
別
訪
問
し
て
、
現
状
を
把
握
し
た
上
で

対
策
を
講
じ
て
い
る
の
は
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
、

条
例
制
定
ま
で
し
て
、
し
っ
か
り
と
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
、
後
で
必
ず
個
人
情
報
を
め

ぐ
る
問
題
が
起
こ
る
と
思
い
ま
す
。

大
関　

私
が
住
む
地
区
を
担
当
し
て
い
た

保
健
師
さ
ん
は
月
１
回
、
介
護
中
の
人
た

ち
に
声
を
掛
け
て
交
流
す
る
場
を
設
け
て
く

れ
ま
し
た
。
私
も
義
母
を
連
れ
て
参
加
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
出
会
っ
た
人
た
ち
と
一
緒
に

サ
フ
ラ
ン
の
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
時

の
保
健
師
さ
ん
は
、地
域
に
深
く
入
り
込
み
、

つ
な
ぎ
役
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
最
近
は
個

人
情
報
保
護
が
壁
に
な
り
、
民
生
委
員
が

高
齢
者
の
悩
み
を
他
の
人
に
教
え
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

吉
川　

砂
川
市
が
「
高
齢
者
い
き
い
き
支

え
合
い
条
例
」
を
制
定
し
た
の
は
、
市
民
と

一
緒
に
高
齢
者
の
見
守
り
に
取
り
組
む
と

い
う
姿
勢
を
明
確
に
示
す
と
い
う
意
味
も

あ
り
ま
し
た
。
平
成
25
年
5
月
に
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
氏
名
と
住
所
、
年
齢
、
性

別
の
４
情
報
を
名
簿
化
し
、
市
社
協
に
提

供
し
ま
し
た
。
町
内
会
が
福
祉
活
動
な
ど

に
使
う
場
合
は
、
市
社
協
と
の
共
同
利
用

で
渡
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。　
　

　

さ
ら
に
、
同
年
秋
か
ら
市
の
担
当
と
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
手
分
け

し
て
、
高
齢
者
宅
を
１
軒
ず
つ
訪
問
し
て
、

緊
急
連
絡
先
や
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
、

定
期
的
な
訪
問
者
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど
の

情
報
を
聞
き
取
り
、
本
人
の
同
意
を
得
て
、

町
内
会
や
民
生
委
員
に
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
が
ど
れ
位

の
頻
度
で
見
守
ら
れ
て
い
る
の
か
を
把
握
し

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

星　

自
治
体
職
員
は
個
人
情
報
保
護
法
や

個
人
情
報
保
護
条
例
に
精
通
し
て
い
る
人

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
個
人
情
報
保
護

法
を
理
解
し
て
い
な
い
と
、
さ
し
た
る
根
拠

も
な
し
に
情
報
提
供
を
拒
否
す
る
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
個
人
情
報
保
護
の
方

法
は
、
最
低
限
の
こ
と
は
守
ら
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
が
、
情
報
を
提
供
し
て
も
構
わ

な
い
と
い
う
本
人
の
同
意
を
得
る
「
手
挙
げ

方
式
」
な
ど
の
工
夫
を
す
れ
ば
、
情
報
の
共

有
は
で
き
る
は
ず
で
す
ね
。　
　
　

吉
川　

砂
川
市
の
人
口
は
約
１
万
７
０
０

０
人
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
６
０
０
０

人
を
超
え
て
い
ま
す
。
高
齢
者
宅
の
訪
問

は
、
独
居
者
は
全
員
、
高
齢
者
だ
け
の
世

帯
や
若
い
人
と
同
居
し
て
い
る
高
齢
者
で

も
、
見
守
り
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
世
帯

は
訪
問
し
ま
し
た
。
約
１
１
０
０
世
帯
を

高齢者同士の助け合い
気持ちがあれば誰でも貢献

で
す
ね
。
町
内
会
も
現
実
問
題
と
し
て
、

高
齢
者
宅
の
草
刈
り
や
除
雪
な
ど
の
悩
み

に
対
処
し
切
れ
て
い
な
い
状
態
で
す
。
高
齢

者
の
悩
み
を
地
域
が
共
有
し
て
行
政
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
民
間
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

が
役
割
分
担
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

吉
川　

砂
川
市
の
課
題
と
し
て
は
、
高
齢

者
が
ど
の
よ
う
に
見
守
ら
れ
、
ま
た
、
必
要

な
支
援
を
受
け
ら
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と

い
う
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
情
報
を
把
握
す
る
上
で
欠
か

せ
な
い
町
内
会
や
民
生
委
員
が
担
い
手
不

足
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
市
や
市
社
協
、
町
内

会
、
民
生
委
員
が
協
力
し
合
い
、
高
齢
者

の
情
報
を
共
有
す
る
た
め
、
平
成
25
年
に

「
砂
川
市
高
齢
者
い
き
い
き
支
え
合
い
条

例
」
を
施
行
し
て
、
高
齢
者
の
情
報
収
集

と
共
有
、
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。

上
原　

地
域
に
住
む
高
齢
者
の
事
情
を
知

っ
て
い
る
人
が
、
自
分
だ
け
で
情
報
を
抱
え

込
ん
で
い
て
も
、
一
人
で
は
高
齢
者
を
支

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
最
低
限
の
情
報
は
共
有

し
な
け
れ
ば
、
見
守
り
も
難
し
い
で
す
ね
。

星　

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る

市
町
村
は
急
速
に
増
え
ま
し
た
が
、
そ
の

多
く
は
見
守
り
組
織
が
形
式
的
な
も
の
に

止
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
現
場
で
し
っ

か
り
と
情
報
収
集
を
行
い
、
見
守
り
を
実

践
し
て
い
る
市
町
村
は
少
な
い
で
す
ね
。
砂

川
市
の
よ
う
に
市
の
職
員
が
高
齢
者
宅
を

ＮＰＯ法人札幌微
びすけっと

助人倶楽部 事務局長

札幌市 大
おお

久
く

保
ぼ

　節
せつ

子
こ

高
齢
者
の
情
報
を
共
有
す
る

仕
組
み

砂
川
市
の
高
齢
者
い
き
い
き

支
え
合
い
条
例
と
は

PROFILE

平成 ８ 年：
平成 ９ 年：
平成10年：
平成11年：
平成20年：
平成28年：

札幌微助人倶楽部設立
ホームヘルパー資格取得
札幌微助人倶楽部事務局長
NPO法人化
移送事業開始
会員が１５００人を突破

高齢者や障がい者からの移送ニーズは多い

平成８年の設立当初から家事援助は続けている
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きっかけは義母の介護体験
介護の悩みを分かち合い22年

美幌町介護者と共に歩むサフランの会 会長

大
おお

関
ぜき

　和
かず

子
こ

訪
問
し
て
、
９
０
０
人
以
上
の
情
報
を
集

め
ま
し
た
が
、
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た

民
生
委
員
や
町
内
会
に
は
戸
惑
い
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
条
例
の
趣
旨
を
き
ち
ん
と
伝

え
る
こ
と
で
、
で
き
る
限
り
情
報
を
教
え
て

欲
し
い
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
思
っ
た
以

上
に
情
報
が
集
ま
り
、
市
職
員
が
得
た
情

報
も
合
わ
せ
て
、
高
齢
者
が
地
域
の
中
で

ど
の
よ
う
に
見
守
ら
れ
て
い
る
の
か
を
具
体

的
に
把
握
で
き
ま
し
た
。　
　

　

こ
こ
ま
で
を
終
え
る
の
に
１
年
半
か
か
り

ま
し
た
が
、
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
、
困
り
事

が
あ
れ
ば
遠
慮
無
く
相
談
し
て
も
ら
え
る

関
係
づ
く
り
も
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

大
久
保　

市
の
担
当
者
が
異
動
に
な
っ
た

途
端
、
対
応
が
１
８
０
度
変
わ
っ
た
り
、
制

度
改
正
で
支
援
が
打
ち
切
ら
れ
た
り
す
る

療
セ
ン
タ
ー
を
備
え
、
高
齢
者
医
療
と
福

祉
を
進
め
る
上
で
は
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ

り
ま
す
。
市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

は
認
知
症
地
域
支
援
推
進
委
員
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
市
立
病
院
の
内
海
久
美
子
先

生
は
「
中
空
知
・
地
域
で
認
知
症
を
支
え

る
会
」
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
、

福
祉
の
専
門
職
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
啓
発
活
動
や
認

知
症
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。
講
座
の
修
了
者
で
つ
く
る
「
認
知

症
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ぽ
っ
け
」
も
有
償

で
通
院
の
介
助
や
安
否
確
認
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

大
関　

最
近
は
〈
老
老
介
護
〉
と
い
う
言

葉
も
あ
り
ま
す
が
、
介
護
者
自
身
の
高
齢

化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
介
護
者
の
ス
ト
レ
ス

情
報
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
と
て
も

重
要
に
な
り
ま
す
。　
　
　

大
久
保　

要
介
護
認
定
を
受
け
た
ら
、
必

ず
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
誤
解
し
て
い
る
高
齢
者
も
多
い
で
す

ね
。
介
護
保
険
な
ど
の
制
度
に
つ
い
て
説
明

が
不
足
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

星　

３
年
前
に
道
の
助
成
を
受
け
て
調
査

研
究
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
高
齢
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
高
齢
者
の
介
護
や
生

活
相
談
の
窓
口
は
『
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
』
と
い
い
ま
す
が
ご
存
知
で
す
か
」
と

質
問
し
ま
し
た
が
、
47
％
は
「
知
ら
な
い
」

と
い
う
回
答
で
し
た
。
市
町
村
で
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
10
年
以
上

も
経
っ
て
い
る
の
で
当
然
の
よ
う
に
、「
住
民

は
み
ん
な
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い

対
策
が
必
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
誰
も
が
行
け
る
居
場
所
作
り

が
必
要
で
す
。
私
は
認
知
症
の
義
母
の
徘

徊
と
失
禁
に
悩
み
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
が
限

界
に
達
し
て
「
絞
め
殺
し
て
し
ま
え
ば
楽
に

な
る
」
と
何
度
も
思
い
ま
し
た
。
サ
フ
ラ
ン

の
会
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
、
介
護
か
ら
離

れ
る
時
間
を
作
り
、
薬
局
で
働
く
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

吉
川　

夫
婦
二
人
で
暮
ら
し
て
い
る
場
合
、

ど
ち
ら
か
が
認
知
症
を
隠
し
た
が
る
方
が

い
ま
す
。
80
歳
を
境
に
し
て
認
知
症
の
人

が
増
え
て
く
る
中
で
、
80
歳
以
上
の
高
齢

者
夫
婦
を
対
象
に
し
た
情
報
の
聞
き
取
り

も
始
め
て
い
ま
す
。
今
は
認
知
症
で
な
く
て

も
、
将
来
何
ら
か
の
問
題
が
出
て
く
る
と

す
れ
ば
、
連
絡
先
を
含
め
て
あ
ら
か
じ
め

の
も
高
齢
者
や
支
援
者
の
悩
み
で
す
が
。

星　

砂
川
市
の
よ
う
に
条
例
化
す
る
こ
と

で
継
続
性
は
担
保
で
き
ま
す
。
条
例
だ
か

ら
担
当
者
が
異
動
に
な
っ
て
も
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

上
原　

や
は
り
、
住
民
の
た
め
に
必
要
な
情

報
を
集
め
て
い
る
こ
と
、
必
要
な
取
組
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
る
努
力
は
不
可
欠
で
す
ね
。

上
原　

砂
川
市
は
認
知
症
対
策
で
も
先
進

的
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
ね
。

吉
川　

中
空
知
地
域
の
セ
ン
タ
ー
病
院
で

あ
る
砂
川
市
立
病
院
は
、
認
知
症
疾
患
医

こ
と
が
で
き
な
く
て
、
対
処
で
き
な
い
高
齢

者
も
多
く
い
ま
す
。
必
要
な
記
載
を
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
う
い
う
人
へ
の
サ
ポ

ー
ト
は
市
町
村
で
は
難
し
い
。
こ
れ
も
あ
る

意
味
で
は
高
齢
者
福
祉
の

間
な
ん
だ
と

思
い
ま
す
ね
。

吉
川　

私
た
ち
も
〈
包
括
〉
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
中
で
、
職
員
が
直
接

地
域
に
入
っ
て
い
く
仕
組
み
を
作
り
ま
し

た
。老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
に
お
邪
魔
し
て
、〈
包

括
〉
の
職
員
が
認
知
症
に
関
す
る
講
演
な

ど
を
行
い
、
そ
の
際
に
P
R
を
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
浸
透
し
て
い
る
か
と
言
え
ば

ま
だ
ま
だ
で
す
。
専
門
職
が
い
て
、
必
要
に

応
じ
て
他
の
機
関
や
団
体
に
も
つ
な
い
で
く

れ
ま
す
。
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
ど
ん
ど
ん

利
用
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
す
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
〈
包
括
〉
と
高
齢
者
の
つ
な
ぎ
役

に
な
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
関　

私
も
高
齢
者
を
訪
問
す
る
と
「
包

括
に
電
話
し
た
ら
す
ぐ
来
て
く
れ
る
か
ら
。

困
っ
た
こ
と
を
言
え
ば
、
ち
ゃ
ん
と
手
配
し

て
く
れ
る
よ
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

上
原　

特
に
過
疎
地
域
に
な
る
ほ
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
で
す
ね
。
私
が
旭
川
市
で
行
っ

た
調
査
で
も
〈
包
括
〉
の
名
前
は
知
っ
て
い

る
け
ど
、
何
を
や
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い

と
い
う
人
が
非
常
に
多
か
っ
た
。
確
か
に
分

か
り
に
く
い
名
前
で
す
ね
。　

星　

例
え
ば
で
す
が
、
市
町
村
か
ら
臨
時

福
祉
給
付
金
な
ど
の
通
知
文
書
が
届
い
た

り
す
る
と
、
認
知
症
で
は
な
く
、
非
常
に

元
気
だ
け
れ
ど
も
、
き
ち
ん
と
理
解
す
る

上
原　

地
方
で
は
、
福
祉
の
分
野
で
民
間

事
業
者
が
参
入
し
て
も
利
益
が
上
が
ら
な

い
の
で
経
営
が
難
し
い
で
す
ね
。
最
近
は
福

祉
分
野
の
人
気
が
無
く
な
り
、
大
学
に
も

学
生
が
集
ま
ら
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
学

生
た
ち
は
地
方
か
ら
札
幌
に
出
て
来
て
い
ま

す
が
、
卒
業
後
も
地
元
に
帰
ら
な
い
。
そ
う

な
る
と
、
将
来
的
に
は
福
祉
を
担
う
人
た

ち
が
減
っ
て
し
ま
う
。
札
幌
で
は
、
医
療
や

福
祉
の
水
準
を
あ
る
程
度
は
、
維
持
で
き
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
地
方
で
は
施
設
が
あ

っ
て
も
職
員
が
い
な
い
。
そ
し
て
施
設
が
無

く
な
り
、
高
齢
者
も
札
幌
に
集
ま
っ
て
来
る

誰
が
高
齢
者
を

支
え
て
い
く
の
か
？

町職員から福祉NPO起業へ
介護保険制度の隙間に挑戦

ＮＰＯ法人「御用聞き わらび」理事長

星
ほし

 　　貢
みつぐ

PROFILE

平成 6 年：
平成 6 年：
平成10年：
平成17年：

義父・義母の介護が始まる
介護者４７人が「サフランの会」結成
託老「サフランクラブ」開始
町委託の認知症高齢者の居宅訪問「やすらぎ支援
事業」開始

PROFILE

昭和54年：
平成12年：
平成22年：
平成23年：
平成24年：
平成26年：

白老町採用
北海道町村会に出向
白老町早期退職
星地域活性化プランニング設立
NPO法人御用聞きわらび事務局長
同理事長

包
括
の
知
名
度
は
低
い
！

白老町美幌町

高齢者の引っ越しや片付けのニーズは多い

在宅高齢者の支援に「移送」は欠かせない

介護者同士が助け合うサフランの会のメンバー

年5回、会の活動を発信するサフラン通信
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こ
と
に
な
り
ま
す
。
人
口
減
少
の
問
題
は
若

者
の
流
出
だ
け
で
は
無
い
ん
で
す
ね
。

大
関　
「
あ
ん
た
が
辞
め
た
ら
誰
が
や
る
の
」

と
い
つ
も
言
わ
れ
ま
す
。
確
か
に
80
歳
に
な

っ
た
ら
、
誰
が
見
て
く
れ
る
の
か
な
、
サ
フ

ラ
ン
も
い
つ
ま
で
持
つ
の
か
な
…
と
思
い
ま

す
ね
。
私
た
ち
よ
り
若
い
世
代
は
、
親
が

認
知
症
に
な
る
と
、
す
ぐ
に
施
設
に
入
所

さ
せ
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。
昔
と
比
べ
て
、

介
護
に
悩
む
こ
と
自
体
が
減
っ
た
と
い
う
時

代
の
変
化
も
感
じ
ま
す
。

上
原　

元
気
な
高
齢
者
が
地
域
の
高
齢
者

を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
が
、

大
関
さ
ん
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
人
の

後
継
者
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
と
い

う
こ
と
も
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

大
久
保　

私
は
一
代
限
り
の
仕
事
だ
と
考

え
て
い
る
ん
で
す
。
後
に
続
く
世
代
は
、
自

分
た
ち
の
こ
と
を
自
分
た
ち
で
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
立
ち
上
げ
の

頃
か
ら
活
動
に
参
加
し
て
く
れ
て
い
る
若
い

人
は
、
自
分
で
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
取
っ
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
世
代
が
こ
れ

か
ら
中
心
に
な
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

吉
川　

砂
川
市
は
事
業
者
に
も
高
齢
者
の

見
守
り
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ガ
ス
会
社

の
人
が
検
針
に
行
く
と
、
１
カ
月
も
全
く

ガ
ス
を
使
っ
て
い
な
い
家
が
あ
り
ま
し
た
。

結
果
的
に
は
ス
ト
ー
ブ
で
煮
炊
き
を
し
て
い

た
ん
で
す
が
、
こ
の
方
も
認
知
症
が
か
な
り

最
寄
り
の
エ
リ
ア
に
住
む
提
供
会
員
に
お
願

い
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
得
意
分
野

に
配
慮
し
た
り
し
て
手
配
を
し
ま
す
。

　

提
供
会
員
自
身
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
福
祉
の
資
格
を
持
っ

て
い
な
い
人
で
も
、
気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば
貢

献
で
き
ま
す
。
提
供
会
員
の
う
ち
、
多
い
人

で
は
月
５
万
円
近
く
稼
ぐ
人
も
い
ま
す
。

お
金
と
い
う
よ
り
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

願
い
に
応
え
た
く
て
活
動
し
て
い
る
人
も
た

く
さ
ん
い
ま
す
。　
　
　

吉
川　

町
内
会
は
ど
こ
の
地
域
で
も
そ
う

だ
と
思
い
ま
す
が
、
新
し
い
担
い
手
が
い
な

い
た
め
、
役
員
も
ど
ん
ど
ん
高
齢
化
し
て
い

ま
す
。
何
と
か
地
域
で
高
齢
者
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
け
れ
ど
、
そ
の
部
分
が
追
い
付
か

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。　

星　

私
た
ち
の
所
で
は
、
草
刈
り
や
除
雪
の

依
頼
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
支
援
す
る
協
力

会
員
は
不
足
し
て
い
ま
す
。
75
歳
未
満
の
前

期
高
齢
者
で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は

１
割
に
満
た
ず
、
残
る
９
割
は
元
気
な
高
齢

者
で
す
。
そ
の
う
ち
福
祉
マ
イ
ン
ド
を
持
つ

人
が
10
％
い
れ
ば
、
地
域
で
高
齢
者
同
士
の

助
け
合
い
が
成
り
立
つ
と
思
い
ま
す
。

を
中
心
に
き
ち
ん
と
地
域
で
育
成
し
て
い
く

よ
う
な
取
組
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
行
政
に
し
か
で
き
な
い
低
所
得

者
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

行
政
は
公
平
性
を
担
保
し
な
け
れ
ば
―
と

考
え
が
ち
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
福
祉
灯
油

は
、
石
油
価
格
が
高
騰
し
た
時
な
ど
に
、

低
所
得
の
方
に
だ
け
灯
油
を
配
り
ま
す
が
、

同
様
に
福
祉
除
雪
、
福
祉
交
通
な
ど
の
制

度
化
を
考
え
て
欲
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

対
象
者
が
増
え
れ
ば
、
民
間
の
事
業
と
し

て
も
経
営
が
成
り
立
つ
は
ず
で
す
。　
　
　

上
原　

市
町
村
は
対
象
と
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
高
齢
者
が
多
く
、
ど
う
し
て
も
施

策
は
広
く
浅
く
な
り
ま
す
。
一
方
で
民
間

事
業
者
は
、
目
の
前
に
い
る
高
齢
者
の
か

ゆ
い
所
だ
け
で
な
く
、
か
ゆ
み
の
周
辺
に

　

し
か
し
、
高
齢
者
は
時
間
の
制
約
を
受

け
な
い
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
働
き
方
を
希
望
し

て
い
ま
す
。
農
村
で
は
70
歳
を
過
ぎ
て
も
現

役
の
農
業
者
が
多
い
の
で
活
動
へ
の
参
加
は

難
し
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
人
材
確
保

は
頭
が
痛
い
問
題
で
す
ね
。

大
関　

美
幌
町
で
は
平
成
13
年
に
「
美
幌

町
保
健
・
医
療
・
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推

進
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ

を
契
機
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
高
齢
者
を
支
援

す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。
町
社
協
が
主
催
す
る
年
１
回
の

「
ふ
れ
あ
い
広
場
び
ほ
ろ
」
に
は
36
の
団
体

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
団
体
が
高

齢
者
福
祉
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
町

村
が
住
民
活
動
の
き
っ
か
け
作
り
を
促
す
こ

と
も
大
切
で
す
。　
　
　
　

上
原　

美
幌
町
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

盛
ん
な
土
壌
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

大
関　

多
く
の
団
体
が
あ
り
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
同
じ
よ
う
な
顔
ぶ
れ
で
活
動
し
て
い

る
よ
う
な
状
態
で
す
。
み
ん
な
80
代
で
も

元
気
に
や
っ
て
い
ま
す
。
サ
フ
ラ
ン
の
会
の

会
員
で
、
看
護
師
だ
っ
た
女
性
が
「
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
に
な
っ
ち
ゃっ
た
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
会
員
と
し
て
可
能
な

範
囲
で
活
動
を
続
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

星　

例
え
ば
、
高
齢
者
宅
の
清
掃
な
ら
地

元
の
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
な
ど
も
社

会
福
祉
の
資
源
と
し
て
広
く
捉
え
、
行
政

進
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
人

が
加
わ
り
、
見
守
り
の
目
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
で
、
多
く
の
情
報
が
集
ま
り
、
す
ぐ
に

対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。　

星　

私
た
ち
は
高
齢
者
と
障
が
い
者
の
生

活
支
援
を
第
一
の
目
的
に
掲
げ
て
い
ま
す

が
、
元
気
な
高
齢
者
の
働
く
場
を
つ
く
る
こ

と
も
大
き
な
柱
に
し
て
い
ま
す
。
地
域
貢
献

を
し
な
が
ら
、
年
金
プ
ラ
ス
年
間
30
万
円

位
を
得
て
、
地
域
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し

ま
せ
ん
か
―
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
社
会

的
な
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
で
解
決
す
る

〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
〉
は
、
資
金
調
達
が

大
き
な
課
題
で
す
。
距
離
と
待
ち
時
間
が

短
い
移
送
サ
ー
ビ
ス
は
、
１
件
の
報
酬
が
１

０
０
円
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
民
間
の

経
営
感
覚
で
は
、
や
る
べ
き
で
は
な
い
仕
事

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
担
い
手
と
し
て
使
命
感
を
持
っ
て
や
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

大
久
保　

有
償
運
送
事
業
で
も
利
益
は
出

ま
せ
ん
ね
。
そ
れ
で
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る

か
ら
続
け
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
が
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
と
寄
付
を
し
て
く
れ
る

方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動

は
、
札
幌
市
内
全
域
を
対
象
に
し
て
い
ま

す
が
、
各
区
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
い
る
の

で
、
家
事
援
助
や
移
送
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、

し
て
い
く
に
は
、
人
口
減
少
対
策
や
集
落

支
援
、
障
が
い
者
対
策
な
ど
幅
広
い
視
点

か
ら
捉
え
、
国
や
道
の
施
策
や
補
助
制
度

に
も
注
目
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

吉
川　

高
齢
者
対
策
の
取
組
は
、
ま
さ
に

ま
ち
づ
く
り
な
ん
で
す
ね
。
高
齢
者
の
見

守
り
を
通
じ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
町

内
会
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。
全
て
の
市

民
が
高
齢
期
を
迎
え
て
も
い
き
い
き
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
地
域
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
大
き
な
テ
ー
マ
だ

と
思
い
ま
す
。　

上
原　

地
方
で
は
若
者
が
都
会
に
流
出
し

て
し
ま
い
、
介
護
・
福
祉
施
設
の
人
材
は

大
幅
に
不
足
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
高
齢

者
を
支
え
ら
れ
な
い
、
さ
ら
に
は
高
齢
者

が
住
み
続
け
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
は
、
ど

ま
で
気
を
配
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
地
域
に
住
む
全
て
の

高
齢
者
を
網
羅
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

お
互
い
に
得
意
分
野
、
苦
手
な
分
野
が
あ

り
、
両
者
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者

支
援
の

間
を
埋
め
る
こ
と
は
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

星　

国
は
地
方
創
生
の
流
れ
の
中
で
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
が
、
小
さ
な
市
町
村
で
は
〈
仕
事
づ
く

り
〉
が
最
重
要
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

市
町
村
が
高
齢
者
福
祉
施
策
を
う
ま
く
回

の
よ
う
な
事
態
を
招
く
の
で
し
ょ
う
か
。
若

者
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
が
次
々
と
都
会

に
流
出
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
今
後
も
高

齢
化
率
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
市
町
村
は
、

マ
チ
そ
の
も
の
が
消
滅
し
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
住
民
が
居
な
け
れ
ば
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
市
町
村
も
職
員
も
い

り
ま
せ
ん
。
若
者
の
婚
活
や
子
育
て
支
援

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
で
暮
ら

す
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
こ
と
も
、
マ
チ

を
守
る
上
で
重
要
な
取
組
で
す
。
在
宅
高

齢
者
の
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
テ
ー
マ
は
、

地
域
の
存
亡
を
賭
け
た
課
題
と
し
て
、
各

市
町
村
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

道都大学社会福祉学部社会福祉学科准教授

コーディネーター 上
うえ

原
はら

　正
まさ

希
き

福祉は地方存亡を賭けた課題
学生と認知症カフェを運営

PROFILE

平成 9 年：
平成12年：
平成17年：
平成20年：
平成21年：
平成24年：
平成28年：

医療法人社団弘恵会介護老人保健施設生きがい
医療法人社団静和会昆布温泉病院
新潟青陵大学看護福祉心理学部福祉心理学科助手
同助教
道都大学社会福祉学部社会福祉学科専任講師
同准教授
同准教授兼通信教育事務センターセンター長

シ
ニ
ア
層
や
高
齢
者
の

社
会
参
画
を
考
え
る

高
齢
者
対
策
は
ま
ち
づ
く
り

北広島市で認知症カフェを運営

福祉の魅力を学生たちとアピール
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「うちの町は内陸だから津波の心
配は無いですね。大きな河川も無
いので洪水の経験もありません。災
害の心配がいらない安全な町です」
このような話を耳にすることも少な

くない。災害が少ないことを移住者

「テレビやラジオなどで市町村の
避難準備情報が流れていました。こ
れは避難命令と違うんですか？」
市町村長は人的被害が生じる

危険性に応じて①避難準備情報
（可能性が高まった状況）②避難
勧告（可能性が明らかに高まった
状況）③避難指示（危険性が非

昨年８月31日～９月１日に本道
を襲った台風10号災害では、南
富良野町幾寅で１日の降水量が、
昭和52年の統計開始以来最大の
１６８㍉に達した。８～９月に相次
いだ台風や大雨で、気象庁が道内
２２５地点に設置しているアメダス
観測点のうち89地点の降水量が、
統計開始以来の最高記録を更新し
たほか、道東を中心とする５水系６
河川では、観測史上最高となる水
位を記録し、氾濫が続発した。
近年は局所的な集中豪雨や相

次ぐ台風の上陸など、気象現象の
極端化と、それに伴う災害の激甚
化が全国的に顕著となり、本道でも
過去に経験したことが無いレベルの

「災害時は気象や避難に関するた
くさんの速報がテレビで流れてきま
す。何が重要なんですか？」
　災害時には、市町村長が発令
する避難勧告や避難指示とともに、
気象・防災に関する多種多様な
情報が発表される。大雨災害だけ
でも、気象庁は気象警報・注意報
や台風情報をはじめ、土砂災害
警戒情報、記録的短時間大雨情
報、さらに都道府県レベル（北海
道は７地域）で、重大な災害が
発生する可能性が高まった場合に
は、特別警報を発表する。指定河
川洪水予報は、気象庁が国土交
通省や都道府県と共同で「はん濫
注意」「はん濫警戒」「はん濫危険」
「はん濫発生」の情報を発表する。
　テレビやラジオ、さらにインター
ネットや携帯電話で速報される気
象警報や土砂災害警戒情報は、
住民に防災行動を促すトリガーと
なるが、情報の受け手が内容を正

獲得のセールスポイントに掲げる地
域もある。道内では内陸を中心とし
て、数十年単位で大規模な自然災
害を経験していない地域も多い。
しかし、歴史時代あるいは地質時
代までさかのぼると、安全とされる地

常に高いと判断された状況または
人的被害が発生した状況）を発令
する。避難勧告・指示は災害対策
基本法で規定されている。法令上
は「避難命令」は存在しない。　
避難準備情報は平成17年に国

のガイドラインに盛り込まれた。移
動に時間を要する要援護者は自主

ゲリラ豪雨や土砂災害が頻発して
おり、従来の気象災害に対応してき
た市町村などの経験則が通用しな

しく理解していなければ、適切な
防災行動を阻害しかねない。　
　国の調査では、住民の大多数
は各種の警報ではなく、避難勧
告・指示を避難行動の目安として
いることが明らかになっている。さ
まざまな情報が発信される状況
で、避難勧告・指示が的確に発
信されなければ、住民は「逃げる
べきか？」「まだ大丈夫か？」という
ジレンマに陥り、適確な避難のタ
イミングを逃してしまう恐れもある。

　　
　道の調査では、昨年８～９月の
大雨に伴い、道内の延べ約13万
3000人に避難勧告・指示が発令
されたが、実際の避難者は約１万
1000 人（8.4％）に止まった。こ
の数字をどう捉えるべきだろうか。
　一方、避難勧告・指示の発令
をめぐっては、過去の災害でも〈空

域であっても、災害の記憶や痕跡が
数多く埋もれている。いつの間にか
地域に定着した〈安全神話〉の死
角に極めて深刻な危機が潜んでい
ることは、東日本大震災が突き付け
た冷徹な現実ではないだろうか。　

的に避難を開始し、自力避難でき
る人も避難準備を始めることを周
知するために発表する。要援護者
に対する〈事実上の避難勧告〉と
して運用されることが期待された。
　だが、住民の認知度は低い。岩
手県岩泉町では、台風10号に伴
う大雨でグループホームの入居者
９人が死亡した。施設管理者は情
報を認知しておらず、適切な避難
行動を取ることができなかった。　
平成22年に国が実施した調査

では、大雨災害で避難準備情報を
発令した経験がある市町村は３割
に止まった。昨夏の大雨でも、道内
83の市町村が避難勧告を発令し
たが、避難準備情報から移行した
のは17市町村だった。避難準備
情報が住民避難に活かされない
現状を踏まえ、国は昨年12月、避
難準備情報の各称を〈避難準備・
高齢者等避難開始〉に改めた。

　昨年８～９月に相次いで本道を襲った台風や大雨は、道東を中心に記録的な豪雨をもたらした。人的被害
は死者４人、行方不明者２人、重軽傷者15名に上った。住家の被害は床上浸水273棟、床下浸水989棟を数
え、道路や河川などのインフラ、農業被害などを加えた被害総額は約2800億円に達した。一連の災害を通
して見えてきた災害時の情報伝達や状況判断、意思決定をめぐる諸課題について考えてみたい。　

激甚化する気象災害

災害時の判断と意志決定を考える

振り〉への懸念から、発令のタイミ
ングを逃したり、避難所の開設準
備が整わない中での発令を躊躇
したりした事例も多い。既に広範
囲に浸水が生じ、住民の避難が
困難な段階で、後追い的な発令
を余儀なくされたケースもある。　
　降雨量の急変や想定を超える
被害の拡大、夜間あるいは通信
の途絶による情報的な孤立など、
受動的かつ流動的な状況下で
適確な判断を下しながら、さま
ざまな防災行動を実行する必要
がある。いわゆる「ＩＤＡサイクル」
（Information＝情報、Decision＝
決心、Action＝行動）に基づく思
考過程や防災対応に関する諸手続
きなどをロールプレイング方式の図
上訓練などを活用して、実行動に
準じた動作の習熟や、振り返りの検
証を繰り返すことで、大規模災害に
対処する組織力や判断力を高める
不断の努力が求められている。

い状況を迎えている。中長期的な
気候変動を念頭に置いた防災体
制の再構築が急務となっている。

昨年の台風10号で大きな被害を受けた南富良野町。災害の教訓を分析し、防災対応に活かすことが重要だ

平成26年９月の道央を中心とする大雨で道内初の特別警報が発表された。記録的な豪雨で土砂災害が頻発して
各地で被害をもたらした（恵庭岳山麓を走る国道453号線の被災状況）

激激甚
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町民体育祭は町内会単位で競い合う。回し手２人、飛び手８人で行う「みんなでジャンプ」（左上）、50歳以上が参加するポールでボールを
運ぶ「あせらずゆっくりいこう」（右上）。平成28年に47回を迎えた今金町総合文化祭（左下）、今金狩場太鼓の演奏などの発表も人気だ（右下）

自
治
体
の

重
点
政
策

1

　

今
金
町
は
、
渡
島
半
島
最
高
峰
の
狩
場

山
（
１
５
２
０
㍍
）
や
遊
楽
部
山
系
に
挟

ま
れ
、
一
大
ブ
ラ
ン
ド
の
今
金
男
爵
や
今

金
米
、
軟
白
長
ネ
ギ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
の

生
産
が
盛
ん
な
農
業
地
帯
だ
。
明
治
中
期

に
東
北
地
方
や
福
井
、
岐
阜
、
愛
媛
な
ど

の
各
県
出
身
の
入
植
者
が
開
拓
の
ク
ワ
を

入
れ
た
。
町
内
の
各
町
内
会
・
自
治
会
は
、

先
祖
の
出
身
地
ご
と
の
地
縁
が
息
づ
き
、

女
性
部
や
青
年
団
を
中
心
と
す
る
お
祭
り

や
運
動
会
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
地
域
を
支

え
る
活
力
の
源
泉
と
な
っ
て
き
た
。

　

昨
年
７
月
に
開
か
れ
た
第
61
回
町
民
体

育
祭
―
。
町
立
今
金
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
は
４
０
０
人
を
超
え
る
住
民
が
集
ま

り
、
小
中
学
生
に
よ
る
徒
競
走
や
、
就
学

前
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
競
技
に
大

人
た
ち
が
大
き
な
声
援
を
送
る
。
地
区
対

抗
の
玉
入
れ
や
ム
カ
デ
競
争
、
男
女
混
合

の
年
齢
別
リ
レ
ー
も
盛
り
上
が
っ
た
。

　

町
民
体
育
祭
は
、
昭
和
29
年
に
始
ま
っ

た
、
道
内
で
は
数
少
な
く
な
っ
た
市
町
村
単

位
の
体
育
祭
だ
。
町
体
育
協
会
の
発
足
と

と
も
に
、
各
地
区
の
青
年
団
が
催
し
て
い
た

運
動
会
を
一
つ
に
ま
と
め
、
町
を
挙
げ
て
の

体
育
祭
と
な
っ
た
。
町
教
委
の
宮
本
雅
通

社
会
教
育
係
長
は
「
祖
父
母
、
両
親
、
孫

の
三
世
代
が
楽
し
め
る
、
今
金
町
で
は
大

切
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
特
に
地
区
対
抗
競
技

は
自
然
に
熱
が
入
り
、
住
民
の
結
束
も
強

ま
り
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。　
　

　

過
疎
・
高
齢
化
が
進
む
道
内
で
は
、
多

く
の
地
域
で
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
継
続

が
難
し
く
な
っ
て
き
た
。
今
金
町
で
も
住
民

の
減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
、
体
育
祭
に
参

加
で
き
な
い
地
区
も
あ
る
が
、
有
志
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
参
加
を
続
け
る
住
民

も
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
か
け
る
住
民
の

情
熱
は
衰
え
る
こ
と
が
な
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
中
心
と
な
る
町
体
育

協
会
を
支
え
て
い
る
の
は
、
全
国
的
に
珍
し

い
全
戸
加
入
制
度
だ
。
年
会
費
は
１
世
帯

50
円
。
昭
和
30
年
代
か
ら
据
え
置
き
の
ま

ま
だ
。
各
町
内
会
・
自
治
会
は
体
育
振
興

会
を
組
織
し
、
地
域
ご
と
に
町
体
育
協
会

に
加
盟
し
て
い
る
。
町
体
育
協
会
に
は
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、
剣
道
、
ス
キ
ー
な
ど

21
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
加
盟
し
、
年
間
約

４
万
人
が
利
用
す
る
町
立
体
育
館
は
い
つ

も
盛
況
だ
。「
金
額
の
多
寡
で
は
な
く
、
多

く
の
住
民
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

に
汗
を
流
し
、
健
康
づ
く
り
や
住
民
同
士

の
交
流
を
深
め
、
町
の
活
力
を
高
め
て
い
く

こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
」
と
宮
本
係
長

が
語
る
。
体
育
協
会
は
、
住
民
が
新
た
に

結
成
し
た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
立
ち
上

げ
支
援
を
重
視
し
、
先
進
地
視
察
や
用
具

の
購
入
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
募
る
初
心
者

講
習
会
の
開
催
、
各
種
大
会
への
遠
征
な
ど

の
活
動
に
補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
財

政
面
で
の
支
援
も
充
実
し
て
い
る
。　

　

町
内
で
平
成
22
年
に
「
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
い
ま
か
ね
」
が
設
立
さ
れ
た
。

住
民
の
運
動
習
慣
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が

目
的
だ
。
事
務
局
を
担
う
町
教
委
で
は
、

誰
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
を
進
め
て
き
た
。

　

人
気
を
集
め
て
い
る
の
が
、
新
得
町
生
ま

れ
の
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
だ
。
屋
内
で
、
高

齢
者
も
身
体
に
負
担
を
掛
け
ず
に
気
軽
に

プ
レ
イ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
町
教
委
は
審

判
講
習
会
の
開
催
や
用
具
の
整
備
を
進
め

て
き
た
。
町
内
で
10
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、

互
い
に
競
い
合
い
な
が
ら
腕
を
磨
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
カ
ナ
ダ
発
祥
で
直
径
１
㍍
超
の

ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
打
っ
た
り
、
レ
シ
ー
ブ
し
た

り
す
る
キ
ン
ボ
ー
ル
も
競
技
人
口
が
増
え
、

町
民
大
会
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

旧
大
滝
村
（
現
・
伊
達
市
大
滝
区
）
が
国

内
で
初
め
て
導
入
し
た
、
２
本
の
ポ
ー
ル
を

繰
り
出
し
な
が
ら
歩
く
〈
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
〉
も
、
住
民
の
介
護
予
防
を
目

的
に
普
及
を
進
め
て
き
た
。
地
域
連
携
事

業
協
定
を
結
ん
で
い
る
札
幌
国
際
大
学
の

協
力
を
得
て
、
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
の
整
備

を
進
め
る
な
ど
、
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
愛

好
者
が
増
加
。
現
在
は
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
が
活
動
を
担
っ
て
い
る
。　

　

町
内
に
は
８
校
の
中
学
校
が
あ
っ
た
が
、

少
子
化
に
伴
う
生
徒
減
少
に
よ
り
、
中
心

部
の
今
金
中
学
校
１
校
に
統
合
し
た
。
生

徒
数
は
１
３
６
人
（
平
成
28
年
５
月
現
在
）

だ
が
、
９
つ
の
運
動
部
が
あ
り
、
う
ち
３
部

が
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加
盟
し
て
い
る
。

　

学
校
教
育
と
少
年
団
活
動
を
リ
ン
ク
す

る
こ
と
で
、
生
徒
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
教
職

員
・
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が

目
的
だ
。
放
課
後
は
学
校
の
部
活
動
、
午

後
６
時
か
ら
は
少
年
団
の
活
動
に
移
行
す

る
。
７
つ
の
部
は
高
い
指
導
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

持
つ
民
間
コ
ー
チ
を
外
部
指
導
者
と
し
て

招
き
、
専
門
的
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。　

　
こ
う
し
た
取
組
が
奏
功
し
、
同
校
で
運

動
部
に
所
属
す
る
生
徒
は
約
７
割
に
達
し

て
い
る
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
励

み
、
大
人
に
な
る
と
指
導
者
と
し
て
後
進

の
育
成
に
携
わ
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
確
立

し
て
い
る
。町
が
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た

〈
今
金
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
〉
は
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た

経
済
の
好
循
環
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
地

方
創
生
戦
略
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

今
金
町

障
が
い
者
は
ま
ち
の
戦
力

全
員
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
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スポーツ・文化の大切さを強調する今金町の森朋彦総務財政課長

北陽画会（油彩）会長と今金町文化協会会長を兼ねる近藤弘毅さん

構
想
〉
を
掲
げ
、
障
が
い
者
の
雇
用
創
出

や
支
援
体
制
の
整
備
に
乗
り
出
し
た
。　

　

翌
年
に
は
雇
用
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
と
し
て
、
高
等
養
護
学
校
の
生
徒
を
対

象
に
し
て
、
学
校
生
活
か
ら
通
年
雇
用
に

よ
る
社
会
生
活
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
目

指
し
、
農
家
や
商
工
業
者
の
下
で
就
労
の

経
験
を
積
む
職
場
実
習
の
実
証
実
験
に
着

手
し
た
。
本
年
度
は
２
人
の
卒
業
生
が
町

内
企
業
で
一
般
就
労
を
果
た
し
た
。
ま
た
、

作
物
の
栽
培
時
期
な
ど
の
季
節
的
要
因
や

労
働
力
の
需
給
状
況
に
応
じ
て
、
農
業
者

や
商
工
業
者
の
間
で
雇
用
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

を
行
う
実
証
試
験
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

農
業
者
や
事
業
者
が
受
け
入
れ
の
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
独
自
に
「
障
が
い
者

雇
用
の
た
め
の
マ
ニュ
ア
ル
・
ブ
ッ
ク
」
を
作

成
・
配
布
し
て
い
る
。　
　
　

　

一
方
、
町
商
工
会
は
年
度
内
を
目
途
に

新
た
な
〈
ま
ち
づ
く
り
会
社
〉
の
起
業
を

目
指
し
て
い
る
。
在
宅
高
齢
者
な
ど
を
対

象
に
し
た
買
い
物
や
除
雪
な
ど
の
生
活
支

援
、
６
次
産
業
化
の
推
進
に
向
け
た
商
品

開
発
な
ど
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
も

ら
う
構
想
も
あ
る
。
ま
た
、
町
・
町
商
工

会
と
連
携
協
定
を
結
ん
だ
、
大
手
畳
メ
ー

カ
ー
・
Ｔ
Ｔ
Ｎ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
兵
庫

県
伊
丹
市
）
が
、
町
内
で
イ
チ
ゴ
栽
培
の

拠
点
と
な
る
〝
植
物
工
場
〞
の
建
設
を
計

画
し
て
お
り
、
卒
業
生
の
新
た
な
雇
用
の

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
高
等
養

護
学
校
への
入
学
希
望
者
が
増
え
る
と
い
う

好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
町
の
大
き
な
希
望

に
な
る
は
ず
で
す
」
と
語
る
。　

　

今
金
町
で
は
、
文
化
活
動
の
中
心
と
な

る
公
民
館
は
昭
和
30
年
代
に
老
朽
化
で
閉

鎖
さ
れ
、
演
劇
や
作
品
展
な
ど
の
大
き
な

文
化
イ
ベ
ン
ト
は
、
農
業
者
の
研
修
施
設
と

し
て
整
備
さ
れ
た
町
民
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
て
い
る
。
逆
境
を
逆
手
に
取
っ
て
ス
タ
ー

ト
し
た
の
が
〈
動
く
公
民
館
〉
の
取
組
だ
。

　

ま
た
、
町
外
で
開
催
さ
れ
る
演
劇
な
ど
の

鑑
賞
、
札
幌
な
ど
に
あ
る
博
物
館
見
学
な

ど
の
ツ
ア
ー
も
人
気
が
あ
る
。
町
外
の
イ
ベ

ン
ト
に
相
乗
り
す
る
こ
と
で
、
質
の
高
い
芸

術
を
鑑
賞
し
た
り
、
町
外
の
歴
史
や
文
化

に
も
触
れ
る
機
会
を
数
多
く
提
供
し
て
い

る
。
荒
川
さ
ん
は
「
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
を
通

じ
て
、
同
じ
分
野
に
興
味
や
関
心
が
あ
っ
て

も
、
こ
れ
ま
で
は
面
識
が
無
か
っ
た
住
民
同

士
が
仲
良
く
な
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を

始
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
」
と
語
る
。

　

一
方
、
昭
和
44
年
に
始
ま
っ
た
町
総
合

文
化
祭
は
、
本
年
度
で
47
回
目
。
昨
年
10

月
29
日
〜
31
日
の
３
日
間
、
住
民
が
丹
精

し
た
美
術
作
品
の
展
示
、
童
謡
や
バ
レ
エ
、

大
正
琴
な
ど
の
舞
台
発
表
、
今
金
高
等
養

　

町
内
に
は
檜
山
管
内
で
唯
一
の
特
別
支

援
学
校
で
あ
る
道
立
今
金
高
等
養
護
学
校

が
あ
る
。
平
成
９
年
の
開
校
か
ら
、
本
年

度
で
20
周
年
を
迎
え
た
。
３
学
年
合
わ
せ

て
77
人
の
生
徒
が
寄
宿
舎
で
生
活
し
な
が

ら
、
陶
器
制
作
な
ど
を
学
ぶ
産
業
科
、
農

産
物
の
生
産
や
販
売
を
学
ぶ
農
業
科
、
縫

工
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
紙
す
き
な
ど
の
技
術
習

得
を
通
じ
て
、
社
会
参
加
や
自
立
に
向
け

た
能
力
を
養
う
家
庭
総
合
科
の
３
学
科
で

学
ん
で
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
学
習
や
生
活

を
支
え
る
教
職
員
の
数
は
65
人
を
超
え
て

お
り
、
町
内
で
の
存
在
感
は
大
き
い
。　
　

　

開
校
に
先
立
ち
、
住
民
を
中
心
と
す
る

後
援
会
が
立
ち
上
が
り
、
全
世
帯
が
１
０

０
円
ず
つ
を
拠
出
し
、
町
を
挙
げ
た
誘
致

活
動
を
展
開
し
た
。
今
で
も
後
援
会
に
は

全
世
帯
が
参
加
し
て
、
同
校
の
教
育
活
動

を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
支
援
し
て
い
る
。

　

昭
和
48
年
に
町
内
に
開
設
さ
れ
た
障
が

い
者
支
援
施
設
・
光
の
里
（
今
金
町
字
神

丘
）
は
、
地
域
住
民
と
合
同
で
夏
祭
り
や

運
動
会
を
開
い
た
り
、
青
年
団
が
施
設
内

の
畑
お
こ
し
を
支
援
し
た
り
す
る
な
ど
、
地

域
と
密
着
し
た
施
設
運
営
を
行
っ
て
き
た
こ

と
を
下
地
に
、
障
が
い
者
教
育
へ
の
意
識
や

理
解
が
深
く
浸
透
し
て
き
た
。　
　

受
け
皿
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。　

　

高
等
養
護
学
校
の
生
徒
を
対
象
と
す
る

雇
用
促
進
支
援
は
〈
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
〉
の
柱
の
一
つ
に
位
置
付

け
た
。
卒
業
で
地
域
を
旅
立
つ
生
徒
を
温

か
く
見
送
る
だ
け
で
は
な
く
、
福
祉
と
産

業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
障
が
い
者
の
雇

用
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
高
等
養
護
学
校

は
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
を
迎
え
る
入
口

と
な
る
―
そ
ん
な
青
写
真
を
描
い
て
い
る
。

　

町
の
森
朋
彦
総
務
財
政
課
長
は
「
生
徒

本
人
に
と
っ
て
も
就
労
に
よ
る
自
立
は
大
き

な
目
標
で
す
。
在
学
中
の
３
年
間
を
過
ご

し
た
今
金
町
に
雇
用
の
受
け
皿
を
整
え
る

こ
と
は
、
町
全
体
の
人
口
減
少
対
策
と
な

り
、
企
業
誘
致
を
後
押
し
す
る
力
と
な
る

　

同
校
の
生
徒
は
、
約
半
数
が
卒
業
後
に

働
き
た
い
地
域
と
し
て
、
障
が
い
者
雇
用
の

受
け
皿
に
恵
ま
れ
て
い
る
函
館
市
や
江
差

町
を
希
望
し
て
い
る
。
今
金
町
に
も
産
業
の

担
い
手
と
し
て
活
躍
で
き
る
場
が
あ
れ
ば
、

過
疎
・
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
町
の
定
住

人
口
を
維
持
で
き
る
の
で
は
な
い
か
―
。

　

町
は
平
成
22
年
11
月
に
〈
特
別
支
援
学

校
卒
業
生
に
対
す
る
今
金
町
就
労
支
援
事

業
実
施
要
綱
〉
を
定
め
、
平
成
24
年
度
か

ら
、
非
常
勤
特
別
職
の
臨
時
事
務
嘱
託
員

と
し
て
採
用
、
２
年
間
の
実
務
経
験
を
通

じ
て
一
般
就
労
を
支
援
す
る
取
組
を
ス
タ

ー
ト
し
た
。
在
学
中
の
２
年
生
を
対
象
に

短
期
就
労
体
験
、
３
年
生
に
な
る
と
２
週

間
程
度
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
本
人
が
希

望
す
れ
ば
卒
業
後
、
町
役
場
で
臨
時
事
務

嘱
託
員
と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
。
平
成

27
年
度
ま
で
に
２
年
間
の
実
務
経
験
を
終

え
た
3
人
が
一
般
企
業
な
ど
に
就
職
し
、

う
ち
２
人
が
町
内
の
福
祉
施
設
や
介
護
老

人
施
設
で
働
い
て
い
る
。

　

今
金
町
商
工
会
は
平
成
26
年
、
障
が
い

者
が
地
域
の
農
業
や
福
祉
分
野
の
担
い
手

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
タ
ウ
ン
今
金

　

ア
イ
デ
ア
を
発
案
し
た
の
は
、
町
教
委
社

会
教
育
グ
ル
ー
プ
の
荒
川
典
彦
さ
ん
だ
。

社
会
教
育
主
事
と
自
動
車
運
転
技
術
員
を

兼
ね
て
い
る
。
町
教
委
が
管
理
す
る
40
人

乗
り
の
大
型
バ
ス
を
活
用
し
、
町
外
で
行
わ

れ
る
演
劇
鑑
賞
会
への
参
加
や
、
歴
史
研
究

な
ど
の
文
化
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

荒
川
さ
ん
は
自
ら
企
画
の
運
営
と
バ
ス
の

運
転
を
担
当
。
本
年
度
は
学
校
の
教
職
員

な
ど
転
勤
族
を
対
象
に
し
て
、
町
の
歴
史

文
化
を
学
ぶ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー

を
開
催
し
た
。
特
産
の
大
豆
を
使
っ
た
豆
腐

の
試
食
、
地
酒
の
試
飲
、
江
戸
時
代
か
ら

行
わ
れ
て
い
た
砂
金
掘
り
、
商
工
会
女
性

部
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
多

彩
な
企
画
が
好
評
だ
っ
た
。　

護
学
校
の
生
徒
に
よ
る
演
奏
な
ど
、
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

町
内
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
と
並
び
、
書
道

や
陶
芸
な
ど
５
つ
の
文
化
系
少
年
団
が
活

発
に
活
動
し
て
お
り
、
文
化
祭
は
貴
重
な

発
表
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

文
化
祭
を
主
催
す
る
町
文
化
協
会
の
近

藤
弘
毅
会
長
は
「
昭
和
54
年
に
大
手
乳
業

メ
ー
カ
ー
の
工
場
が
撤
退
し
、
人
口
が
数
百

人
規
模
で
減
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
町
を
盛

り
上
げ
る
た
め
、
住
民
や
行
政
が
協
力
し

な
が
ら
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
え
て

き
ま
し
た
。
過
疎
・
高
齢
化
の
影
響
も
あ

り
、
文
化
祭
の
参
加
団
体
数
も
減
っ
て
い
ま

す
が
、
発
表
の
場
が
欲
し
い
と
い
う
個
人
は

多
く
、
文
化
活
動
に
か
け
る
住
民
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。　

　

町
は
新
年
度
、
老
朽
化
し
た
町
立
体
育

館
に
代
わ
り
、
総
合
体
育
館
と
図
書
館
を

併
設
し
た
新
し
い
複
合
施
設
の
建
設
に
着

手
す
る
。
森
課
長
は
「
市
町
村
で
は
教
育
や

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
に
関
す
る
予
算
は
、
財
政

が
厳
し
く
な
る
と
真
っ
先
に
カ
ッ
ト
さ
れ
る

分
野
で
す
が
、
今
金
町
は
古
く
か
ら
盛
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
が
、
地
域
や
住
民
の

活
力
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
支
援
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、
地

域
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
意
識
を

大
切
に
し
て
お
り
、
そ
れ
が
町
の
活
気
に
つ

な
が
って
い
ま
す
」
と
力
を
込
め
る
。
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平
成
21
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
制
度
―
。
市
町
村
は
、
都
市
部

か
ら
住
民
票
と
生
活
拠
点
を
移
し
た
隊
員

を
非
常
勤
特
別
職
な
ど
の
身
分
で
委
嘱
す

る
。
任
期
は
概
ね
１
年
以
上
〜
３
年
以
下

と
さ
れ
、
隊
員
は
地
域
で
地
場
産
品
の
開

発
、
地
域
お
こ
し
や
住
民
活
動
の
支
援
、

農
林
水
産
業
の
振
興
な
ど
に
当
た
る
。

　

隊
員
１
人
当
た
り
４
０
０
万
円
を
上
限

と
す
る
活
動
経
費
と
と
も
に
、
１
０
０
万

円
を
上
限
に
任
期
終
了
後
の
起
業
に
要
す

る
経
費
な
ど
が
特
別
交
付
税
で
措
置
さ
れ

る
。
平
成
27
年
度
に
は
全
国
６
７
３
の
地

方
自
治
体
（
９
都
道
府
県
含
む
）
が
制
度

を
活
用
。
全
国
で
２
６
２
５
人
が
隊
員
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。
北
海
道
は
全
国
で
最

も
多
い
１
０
４
市
町
村
（
３
４
８
人
）
が

制
度
を
利
用
し
て
い
る
。
道
内
で
は
制
度

導
入
直
後
の
平
成
22
年
、
喜
茂
別
町
が
20

〜
30
代
の
隊
員
10
人
を
一
挙
に
採
用
し
た

こ
と
が
話
題
を
呼
ん
だ
。　
　
　
　

　

隊
員
は
任
期
終
了
ま
で
に
地
域
で
仕
事

や
役
割
を
見
出
し
、
地
域
活
性
化
の
担
い

手
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
が
、
定
着
率
は
全
国
平
均
で
約
６
割
に

止
ま
っ
て
い
る
。
任
期
の
途
中
や
終
了
後
に

地
域
を
去
る
人
も
少
な
く
な
い
。
背
景
に

は
、
雇
用
の
受
け
皿
が
少
な
い
地
方
で
は
、

地
元
出
身
者
で
も
３
年
間
の
任
期
中
に
自

立
可
能
な
仕
事
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
と

い
う
事
情
も
あ
る
。
一
方
で
受
け
入
れ
側

の
市
町
村
と
、
隊
員
に
応
募
す
る
人
た
ち

の
ミ
ス
マッ
チ
を
指
摘
す
る
声
も
あ
る
。

　

明
確
な
目
的
を
持
た
な
い
市
町
村
が

「
財
源
措
置
が
あ
る
の
だ
か
ら
取
り
敢
え
ず

募
集
し
て
お
こ
う
」「
安
く
使
え
る
人
材
が

欲
し
い
」
と
隊
員
を
募
集
し
、
採
用
後
に

は
一
般
的
な
事
務
補
助
な
ど
、
地
域
活
性

化
と
は
無
関
係
な
仕
事
を
与
え
続
け
、
任

期
終
了
後
の
定
着
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
も
全

く
無
い
こ
と
に
不
満
を
感
じ
る
隊
員
も
少

な
く
な
い
。
一
方
で
最
初
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト

感
覚
で
応
募
し
た
り
、
失
業
保
険
の
つ
な
ぎ

と
し
て
協
力
隊
員
に
応
募
し
た
り
す
る
人

も
い
る
。
双
方
に
制
度
の
趣
旨
を
浸
透
さ

せ
、
こ
う
し
た
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
こ

と
が
課
題
で
も
あ
る
。　

　

遠
別
町
で
は
過
疎
・
高
齢
化
に
伴
う
人

材
不
足
が
続
き
、
基
幹
産
業
の
酪
農
や
漁

業
、
商
工
業
な
ど
の
存
続
が
厳
し
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
同
時
に
地
域
活
性

化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
な
ど
、
地
域
力

の
低
下
に
直
面
し
て
い
る
。
町
は
平
成
23
年

４
月
、
地
域
課
題
の
解
決
を
担
う
人
材
の

確
保
を
目
指
し
、
４
人
の
地
域
お
こ
し
隊

員
を
採
用
し
た
。
町
が
重
視
し
た
の
は
過

大
な
目
標
や
行
政
の
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
を
押

し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
住
民
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
隊
員
自
身
が
問
題
意
識
を
持
ち
、

得
意
分
野
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
活
動

内
容
を
見
出
す
こ
と
だ
っ
た
。　
　

　

町
総
務
課
の
佐
藤
克
久
企
画
振
興
係
長

は
「
自
ら
活
動
し
や
す
い
環
境
を
作
り
出

す
こ
と
が
大
切
。
活
動
が
住
民
の
プ
ラ
ス
に

な
り
『
助
か
っ
て
い
る
』『
居
な
く
な
っ
た
ら

困
る
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
隊
員
に
な
っ
て

欲
し
い
」
と
、
彼
ら
の
背
中
を
押
し
た
。

　

隊
員
の
事
務
所
は
町
役
場
か
ら
独
立
し

た
、
旧
留
萌
振
興
局
農
村
振
興
課
遠
別
詰

所
の
建
物
に
設
け
た
。
過
度
な
干
渉
を
避

け
、
自
主
的
な
活
動
を
促
す
た
め
の
配
慮

だ
。
一
方
、
地
域
住
民
の
意
見
や
要
望
を

活
動
に
反
映
す
る
た
め
、
各
自
治
会
に
隊

員
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
「
地
域
マ
ネ
ジ
ャ

ー
」
を
置
き
、
隊
員
の
活
動
を
支
え
る
こ
と

に
し
た
。　

　

佐
藤
係
長
は
語
る
。「
協
力
隊
員
は
『
地

域
で
必
ず
何
か
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

何
で
も
解
決
で
き
る
ス
ー
パ
ー
マ
ン
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
見
ず
知
ら
ず
の
土
地
に
や
っ
て

来
た
隊
員
に
、
行
政
や
住
民
が
解
決
で
き

な
か
っ
た
難
問
を
丸
投
げ
す
る
な
ど
、
過
度

の
期
待
は
禁
物
で
す
。
最
初
の
段
階
で
は
、

住
民
に
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
行
政
が
活
動
を
制
約
し
て

も
い
け
ま
せ
ん
。
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
与
え
、

自
主
性
を
持
っ
て
、
自
分
自
身
で
考
え
る
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」　　
　

　　

第
１
期
の
隊
員
と
な
っ
た
塩
見
記
正
さ
ん

（
40
）
は
、
岡
山
県
出
身
で
東
京
の
Ｉ
Ｔ
関

連
会
社
で
働
い
て
い
た
。「
自
分
の
ス
キ
ル
を

活
か
し
て
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
し

て
欲
し
い
」
と
い
う
、
町
の
方
針
に
魅
力
を

感
じ
た
。
最
初
は
地
域
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
相
談

し
な
が
ら
、
高
齢
者
宅
の
草
刈
り
や
除
雪

と
い
っ
た
生
活
支
援
や
イ
ベ
ン
ト
運
営
の
サ

ポ
ー
ト
を
担
っ
た
。
地
域
に
浸
透
し
て
い
っ

た
塩
見
さ
ん
は
、
町
内
に
あ
る
道
の
駅
・
富

士
見
や
農
業
生
産
法
人
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
引
き
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
の
よ
う
な
企

業
や
生
産
団
体
への
支
援
活
動
や
、
各
地
の

物
産
フ
ェ
ア
に
も
参
加
す
る
中
で
「
魅
力
的

な
特
産
品
の
開
発
や
販
路
開
拓
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
の
思
い
を
強
く
し
た

と
い
う
。

　

札
幌
で
事
務
職
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
、

遠
別
町

え
ん
お
こ
の
挑
戦
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
定
着
を
目
指
す

自
治
体
の

重
点
政
策

2
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を
対
象
に
し
た
農
作
業
支
援
や
、
規
格
外

の
農
産
物
を
活
用
し
た
加
工
品
の
開
発
な

ど
、
農
業
分
野
に
特
化
し
た
取
組
を
展
開

し
て
い
る
。
町
は
新
年
度
に
は
第
３
期
の
隊

員
募
集
を
予
定
し
て
い
る
。

　

町
は
平
成
24
年
度
に
〈
ち
ょっ
と
暮
ら
し

生
活
体
験
〉
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
移
住
者

の
獲
得
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
取

組
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
主
要
な

戦
力
と
し
て
活
躍
し
た
。
隊
員
の
事
務
所

を
改
装
し
て
〈
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

を
開
設
。
建
物
の
半
分
は
、
和
室
や
台
所
、

浴
室
場
な
ど
を
備
え
た
「
ち
ょっ
と
暮
ら
し

生
活
体
験
」
の
拠
点
施
設
と
し
た
。
隊
員

は
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
体
験
の
受
け
入
れ
や
、

移
住
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
を
担
当
し

な
が
ら
、
東
京
や
大
阪
で
開
か
れ
る
移
住
フ

ェ
ア
に
も
足
を
運
ん
だ
。

　

第
１
期
隊
員
の
任
期
終
了
が
近
付
い
た

頃
、
住
民
の
間
で
は
「
活
動
を
続
け
て
欲
し

い
」
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
い
た
。
積
み
重

ね
て
き
た
信
頼
を
活
か
し
、
地
域
に
貢
献

す
る
活
動
を
ど
の
よ
う
に
続
け
て
い
く
の

か
。
町
と
も
協
議
し
た
結
果
、
塩
見
さ
ん
、

山
下
さ
ん
、
原
田
さ
ん
の
３
人
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
意
。
平
成
26

発
信
す
る
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
遠
農
物

語
」
を
公
開
。
農
産
品
の
加
工
実
習
や
農

業
分
野
で
の
ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人
機
）
活

用
を
学
ぶ
プ
ロ
ジェ
ク
ト
の
取
組
を
は
じ
め
、

生
徒
た
ち
の
い
き
い
き
と
し
た
学
校
生
活
の

様
子
を
紹
介
し
て
い
る
。　
　

　

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
す
る
〈
え
ん

お
こ
〉
の
ス
タ
ッ
フ
だ
が
、
協
力
隊
員
の
頃

か
ら
取
組
を
続
け
て
い
る
高
齢
者
支
援
な

ど
、
地
域
貢
献
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
多

忙
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。
３
年
目
を

迎
え
た
活
動
に
つ
い
て
、
代
表
の
塩
見
さ
ん

は
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
な
ど
の
支
援
か
ら

始
ま
っ
た
関
係
が
、
新
た
に
特
産
品
の
開
発

に
つ
な
が
る
な
ど
、
企
業
や
団
体
と
の
連
携

を
き
っ
か
け
と
し
た
事
業
展
開
が
少
し
づ
つ

力
や
き
め
細
か
い
対
応
に
期
待
す
る
と
と

も
に
〈
え
ん
お
こ
〉
の
自
立
を
支
援
す
る
目

的
も
あ
る
。
佐
藤
係
長
は
「
イ
メ
ー
ジ
し
た

の
は
中
間
事
業
者
の
姿
で
す
。
町
が
事
業

を
生
み
出
し
、
そ
の
解
決
を
民
間
に
委
ね
る

手
法
に
重
ね
合
わ
せ
ま
し
た
。
自
主
的
な

経
営
努
力
を
発
揮
し
な
が
ら
、
地
域
の
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
語
る
。　
　

　
〈
え
ん
お
こ
〉
の
提
案
か
ら
事
業
化
し
た

取
組
も
あ
る
。
町
が
平
成
26
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
婚
活
支
援
事
業
だ
。
町
内
在
住
の

独
身
男
性
と
、
札
幌
に
住
む
女
性
た
ち
に

出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
取
組
だ
。
町
の

委
託
を
受
け
た
〈
え
ん
お
こ
〉
の
メ
ン
バ
ー

が
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
司
会
な
ど
を
担
当
。

町
内
出
身
の
山
下
悟
さ
ん
（
33
）
は
、
以

前
か
ら
転
職
を
希
望
し
て
お
り
、
協
力
隊

員
に
応
募
し
た
。
町
は
地
上
波
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
難
視
聴
対
策
と
し
て
実
施
し
た
光

フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
の
整
備
に
合
わ
せ
、
行
政

情
報
や
防
災
情
報
を
告
知
す
る
テ
レ
ビ
電

話
を
全
世
帯
に
設
置
。
山
下
さ
ん
は
利
用

方
法
の
相
談
対
応
や
、
端
末
を
活
用
し
て

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
閲
覧
で
き
る

「
え
ん
べつ
ひ
か
り
タ
ウ
ン
」
の
運
営
に
携
わ

っ
た
。
平
成
25
年
に
は
全
小
中
学
校
に
導

入
し
た
電
子
黒
板
と
、
児
童
生
徒
全
員
に

貸
し
出
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た

授
業
が
ス
タ
ー
ト
。
山
下
さ
ん
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
と
し
て
小
中
学
校
へ
の
技
術
的
な

サ
ポ
ー
ト
を
担
当
し
た
。　
　

年
４
月
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
ん
べつ
地
域
お

こ
し
協
力
隊
〈
え
ん
お
こ
〉」
と
し
て
独
立

を
果
た
し
、
塩
見
さ
ん
が
代
表
に
就
任
。

町
の
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
だ
っ
た
、
町

内
出
身
の
長
谷
川
光
子
さ
ん
も
加
わ
り
、

今
は
４
人
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
る
。

　

現
在
、
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
町
内
で

販
売
す
る
特
産
品
や
道
内
外
の
物
産
フェ
ア

の
目
玉
と
な
る
商
品
の
開
発
だ
。
遠
別
町

は
日
本
最
北
の
水
稲
栽
培
地
域
と
し
て
知

ら
れ
、
良
質
な
も
ち
米
を
生
産
し
て
い
る
。

道
立
遠
別
農
業
高
校
の
生
徒
が
育
て
た
も

ち
米
を
活
か
し
、
特
産
の
タ
コ
を
具
材
に
し

た
お
こ
わ
な
ど
の
新
商
品
を
発
売
し
た
。
町

は
こ
う
し
た
新
商
品
や
遠
別
農
業
高
校
の

生
徒
が
作
っ
た
農
産
加
工
品
な
ど
を
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も
活
用
し
て
お
り
、

昨
年
12
月
現
在
で
寄
付
額
は
１
億
円
を
超

え
る
と
い
う
。　

　

平
成
27
年
４
月
に
は
、
町
内
の
「
道
の

駅
富
士
見
」
で
、
も
ち
米
や
地
場
産
の
野

菜
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
「
コ
メ
ド
コ

ロ
」
を
出
店
し
た
。
も
ち
米
粉
の
生
地
で
地

元
産
の
野
菜
を
巻
い
た
「
え
ん
べつ
ロ
ー
ル
」

や
、
も
ち
米
を
使
っ
た
パ
ス
タ
が
好
評
で
、

日
中
は
町
内
の
女
性
た
ち
が
集
い
、
食
事

と
交
流
を
楽
し
む
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
人
気
を

集
め
て
い
る
。　
　
　

　

ま
た
、
入
学
者
の
減
少
が
続
く
遠
別
農

業
高
の
Ｐ
Ｒ
に
向
け
て
、
高
校
の
魅
力
を

　

同
じ
く
町
内
出
身
の
原
田
啓
介
さ
ん

（
31
）
は
、
第
１
期
の
隊
員
１
人
が
地
元
漁

協
に
就
職
し
た
た
め
、
欠
員
補
充
に
応
じ

て
協
力
隊
員
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
隊
員

と
し
て
活
動
し
た
期
間
は
１
年
間
と
短
い

が
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
や
イ
ベ
ン
ト
の
運

営
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
仕
事
に
や
り
甲
斐
を

感
じ
「
任
期
終
了
後
も
遠
別
で
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
思
っ
た
。

　

平
成
25
年
か
ら
写
真
撮
影
や
デ
ザ
イ
ン

の
特
技
を
活
か
し
、
自
然
や
住
民
の
暮
ら

し
を
写
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
し
て
い

る
。
写
真
や
文
章
で
町
の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
が
、
仕
事
と
し
て
成
立
す
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
―
と
感
じ
て
い
た
。

　

高
校
卒
業
後
は
札
幌
で
進
学
し
、
東
京

や
札
幌
で
働
い
て
い
た
。
地
元
に
残
っ
た
同

級
生
は
少
な
く
、
同
窓
会
で
も
「
遠
別
に

戻
り
た
い
」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
は
無
か

っ
た
。
だ
が
、
原
田
さ
ん
は
「
ふ
と
し
た
瞬

間
に
田
舎
暮
ら
し
を
懐
か
し
く
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

佐
々
木
伸
宏
さ
ん
は
、
隊
員
と
し
て
活

動
し
な
が
ら
、
猟
銃
所
持
や
狩
猟
の
免
許

を
取
得
し
、
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
駆

除
に
も
従
事
。
平
成
26
年
か
ら
は
集
落
支

援
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
地
域
に
精
通

し
て
お
り
、
平
成
26
年
採
用
の
第
２
期
隊

員
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
だ
。

　

第
２
期
の
協
力
隊
員
は
、
高
齢
農
業
者

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
町
内
の
各
団

体
の
青
年
部
が
連
携
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行

お
う
と
い
う
機
運
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
」
と

手
応
え
を
実
感
す
る
。

　

原
田
さ
ん
も
「
挑
戦
は
ま
だ
第
一
ス
テ

ー
ジ
で
す
。
私
た
ち
に
は
地
域
が
ま
だ
取
り

組
ん
で
い
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向
か

っ
て
先
陣
を
切
っ
て
挑
戦
す
る
役
割
が
あ
り

ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

　

町
は
現
在
、
地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
懸
案
を
事
業
化
し
て
〈
え
ん
お
こ
〉
に
委

託
す
る
手
法
を
取
っ
て
い
る
。
民
間
の
機
動

札
幌
の
運
営
会
社
か
ら
女
性
講
師
を
招
き
、

会
話
や
マ
ナ
ー
に
関
す
る
事
前
レ
ク
チ
ャ
ー

を
行
う
工
夫
も
凝
ら
し
た
。

　

町
は
総
務
省
を
中
心
に
来
年
１
月
に
ス

タ
ー
ト
す
る
「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
」
に
も
参
加
す
る
。
都
市
部
に
住
む

長
期
休
暇
中
の
大
学
生
を
地
方
で
受
け
入

れ
、
滞
在
中
の
消
費
を
押
し
上
げ
る
ほ
か
、

若
者
の
地
方
回
帰
を
促
進
す
る
狙
い
も
あ

る
。
町
は
今
年
１
〜
２
月
に
２
週
間
の
期

間
で
実
施
を
計
画
し
て
お
り
〈
え
ん
お
こ
〉

が
受
け
入
れ
を
担
当
す
る
。　
　

　

塩
見
さ
ん
は
「
準
公
務
員
的
な
立
場
の

協
力
隊
員
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
職
員
に
な

り
、
自
ら
収
益
と
い
う
も
の
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
立
場
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
で

活
動
を
続
け
る
に
は
、
全
て
の
活
動
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
現

在
は
ま
だ
町
の
委
託
事
業
が
大
き
な
ウ
エ

イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
自
立
に
向
け
た

独
自
事
業
を
し
っ
か
り
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
」
と
表
情
を
引
き
締
め
る
。

　

佐
藤
係
長
も
「
経
済
振
興
の
た
め
、
非

営
利
を
前
提
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
か
ら

踏
み
出
し
、
特
産
品
開
発
や
販
路
の
開
拓

と
と
も
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し
て
い

る
道
の
駅
の
運
営
に
参
画
す
る
な
ど
、
地
域

商
社
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
欲
し
い
」

と
期
待
を
込
め
て
語
る
。

地域おこし協力隊やえんおこの活動をサポートする佐藤克久係長
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〈
限
界
集
落
〉
と
い
う
言
葉
が
一
般
化
し

て
久
し
い
。
社
会
学
者
で
高
知
大
学
名
誉

教
授
の
大
野
晃
氏
（
現
・
旭
川
大
学
大
学

院
教
授
）
が
提
唱
し
た
概
念
で
、
65
歳
以

上
の
人
口
比
率
が
50
％
を
超
え
た
集
落
は
、

そ
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な

り
、
こ
の
ま
ま
手
を
打
た
な
け
れ
ば
消
滅
が

避
け
ら
れ
な
い
―
。
大
野
氏
が
研
究
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
い
た
の
が
、
大
豊
町
を
含
む
高

知
県
の
中
山
間
地
域
だ
。　
　

　

大
豊
町
は
平
成
17
年
国
勢
調
査
で
高
齢

化
率
が
50
％
を
超
え
、
人
口
５
０
０
０
人

以
上
（
当
時
）
の
市
町
村
で
最
も
高
齢
化

が
進
ん
で
い
た
。
大
野
氏
の
定
義
で
は
、
町

内
85
集
落
の
う
ち
、
限
界
集
落
が
55
、
平

均
年
齢
が
55
歳
超
の
準
限
界
集
落
が
27
を

数
え
、
全
国
で
初
め
て
市
町
村
そ
の
も
の
が

消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
〈
限
界
自
治
体
〉

と
さ
れ
た
。
大
豊
町
は
〈
限
界
集
落
発
祥

の
地
〉
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

大
豊
町
は
県
庁
所
在
地
の
高
知
市
か
ら

北
東
に
約
30
㌔
、
車
で
約
30
分
の
位
置
に

あ
る
。昭
和
30
年
に
天
秤
、大
杉
、西
豊
永
、

東
豊
永
の
４
村
の
合
併
で
生
ま
れ
た
。
当

時
の
人
口
は
２
万
２
３
８
６
人
。
平
成
28

年
12
月
の
人
口
は
、
当
時
の
約
５
分
の
１
に

当
た
る
４
０
５
８
人
だ
。

　

高
齢
化
率
は
54
％
で
、
住
民
の
平
均
年

齢
は
62
・
８
歳
に
達
す
る
。
現
在
は
町
営

住
宅
の
整
備
や
宅
地
造
成
を
進
め
た
川
口

南
地
区
を
除
き
、
全
て
の
集
落
が
限
界
集

落
ま
た
は
準
限
界
集
落
の
状
態
に
あ
り
、

定
住
人
口
の
維
持
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

存
続
が
大
き
な
課
題
だ
。　
　
　

　

大
豊
町
を
含
む
県
北
部
は
嶺
北
地
域
と

呼
ば
れ
る
標
高
２
０
０
〜
８
５
０
㍍
の
険

し
い
山
間
地
域
に
あ
る
。
ま
と
ま
っ
た
平
地

は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
高
低
差
の
大
き
い
谷
あ

い
の
土
地
に
階
段
状
の
棚
田
が
ひ
し
め
き
合

う
よ
う
に
並
ぶ
。
町
面
積
の
88
％
を
森
林

が
占
め
、
約
７
割
が
戦
後
に
植
林
さ
れ
た

人
工
林
だ
。
終
戦
後
、
戦
禍
で
荒
廃
し
た

国
土
の
復
興
に
必
要
な
木
材
の
需
要
が
急

増
。
木
材
価
格
は
暴
騰
し
、
森
林
所
有
者

は
こ
ぞ
っ
て
樹
木
を
伐
採
し
、
人
跡
未
踏
の

山
奥
や
集
落
近
く
の
急
傾
斜
地
に
も
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
の
苗
を
植
え
た
。　

　

高
度
成
長
期
に
入
る
と
、こ
の
地
を
離
れ

て
都
会
に
移
り
住
む
人
た
ち
が
、
子
や
孫

に
財
産
を
残
そ
う
と
、
自
宅
周
辺
や
耕
作

放
棄
地
に
苗
木
を
植
え
た
。
だ
が
、
昭
和

30
年
代
後
半
に
は
、
外
国
産
材
の
輸
入
自

由
化
の
あ
お
り
を
受
け
、
木
材
市
場
は
長

い
低
迷
期
に
入
っ
た
。
昭
和
35
年
に
５
４
８

人
だ
っ
た
林
業
従
事
者
は
、
平
成
17
年
に

は
39
人
に
減
り
、
製
材
工
場
の
廃
業
も
相

次
い
だ
。
森
林
所
有
者
の
半
数
以
上
が
町

外
に
住
み
「
森
を
守
る
」
と
い
う
意
識
は
乏

し
い
。
森
林
に
投
資
を
し
て
も
収
入
は
得

ら
れ
ず
、
固
定
資
産
税
な
ど
が
重
荷
と
な

り
、
町
に
森
林
の
寄
付
を
申
し
出
る
所
有

者
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。　

　

林
産
業
の
低
迷
に
よ
り
、
町
は
治
山
工

事
を
中
心
と
す
る
公
共
事
業
へ
の
依
存
を

深
め
た
。
平
成
10
年
代
半
ば
か
ら
〈
聖
域

無
き
構
造
改
革
〉
に
伴
い
、
地
方
財
政
は

緊
縮
路
線
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
頼
み
の
綱

の
公
共
事
業
も
先
細
り
と
な
り
、
町
は
大

き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
。
徹
底
し
た
財

政
改
革
に
よ
り
、
町
は
深
刻
な
財
政
危
機

を
乗
り
越
え
た
が
、
地
域
の
産
業
や
経
済

は
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。　
　

　

町
は
豊
か
な
森
林
資
源
に
活
路
を
見
出

す
た
め
、
森
林
整
備
と
原
木
の
増
産
、
木

材
加
工
流
通
体
制
の
確
立
、
林
業
従
事
者

の
確
保
な
ど
、
林
産
業
の
振
興
を
重
点
プ
ロ

ジェ
ク
ト
に
掲
げ
て
動
き
始
め
た
。　

　
　
　
　
　

　

町
が
乗
り
出
し
た
の
は
製
材
工
場
の
誘

致
だ
。
高
知
県
は
全
国
の
都
道
府
県
の
中

で
、
面
積
に
占
め
る
森
林
の
割
合
が
最
も

高
い
。
工
場
隣
接
地
域
か
ら
の
原
木
の
安

定
供
給
は
、
製
材
メ
ー
カ
ー
へ
の
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
町
は
約
10
億
円
を
投

じ
て
総
面
積
約
４
㌶
の
工
場
用
地
も
造
成

し
た
。
誘
致
に
応
じ
た
の
は
、
集
成
材
の
製

造
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
加
工
な
ど
で

高
い
技
術
を
持
つ
銘
建
工
業
株
式
会
社

（
岡
山
県
真
庭
市
）
だ
。
同
社
は
新
建
材
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
ク
ロ
ス
・

ラ
ミ
ネ
イ
テ
ィ
ド
・
テ
ィ
ン
バ
ー
＝
直
交
集

成
板
）
の
技
術
開
発
や
普
及
に
も
い
ち
早

く
取
り
組
ん
で
い
た
。　
　
　

　

平
成
24
年
に
は
町
、
銘
建
工
業
、
県
森

林
組
合
連
合
会
（
県
森
連
）
な
ど
が
出
資

す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
〈
高
知
お
お
と
よ
製

材
株
式
会
社
〉
を
設
立
。
27
億
４
６
０
０

万
円
を
投
じ
て
、
製
材
工
場
や
ボ
イ
ラ
ー

発
電
設
備
、
木
材
を
集
積
す
る
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
や
倉
庫
、
加
工
棟
な
ど
を
整
備
。

平
成
25
年
８
月
に
稼
働
を
始
め
た
。　
　

　

四
国
４
県
で
は
最
大
級
の
生
産
能
力
を

誇
る
工
場
で
は
、
午
前
８
時
〜
翌
日
午
前

３
時
の
２
シ
フ
ト
制
で
67
人
が
働
い
て
い
る
。

年
間
で
約
10
万
立
方
㍍
の
原
木
を
加
工
し
、

約
５
万
立
方
㍍
の
製
材
を
出
荷
し
て
い
る

が
、
国
内
の
住
宅
需
要
が
好
調
で
受
注
に

追
い
付
か
ず
、
従
業
員
の
増
員
に
よ
る
３
シ

フ
ト
制
の
導
入
な
ど
、
フ
ル
生
産
に
向
け
た

検
討
も
進
め
て
い
る
。

高
知
県
大
豊
町

自
治
体
の

重
点
政
策

3

育
て
る
森
か
ら
使
え
る
森
へ

Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
拓
く
林
業
の
未
来

大豊町に建設された高知おおとよ製材社員寮（左上）と、CLTパネルを使った建設工事の様子（左下）　
大豊町は急傾斜地が多く、狭い平地に棚田が並ぶ（右）
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る
。
欧
米
で
は
集
合
住
宅
や
大
規
模
な
商

業
施
設
な
ど
、
中
高
層
の
建
築
物
に
も
採

用
さ
れ
て
い
る
。
国
産
の
ス
ギ
材
も
原
料
に

適
し
て
お
り
、
集
成
材
や
梱
包
材
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
た
〈
Ｂ
材
〉
も
利
用
で
き
る
。

　

国
の
動
向
を
先
取
り
し
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
持
つ

可
能
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
〈
高
知
お
お

と
よ
製
材
〉
は
平
成
25
年
、
国
土
交
通
大

臣
の
認
定
を
受
け
、
国
内
初
と
な
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ

造
３
階
建
て
の
社
員
寮
を
建
設
し
た
。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
と
違
い
、
建
物

の
型
枠
工
事
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
な
ど
の

必
要
が
な
く
、
壁
や
床
の
工
事
も
ビ
ス
や
金

具
で
接
合
す
る
だ
け
で
良
い
な
ど
、
工
期
の

短
縮
効
果
が
注
目
さ
れ
た
。
完
成
発
表
会

に
は
、
全
国
の
自
治
体
や
ゼ
ネ
コ
ン
、
住
宅

　
　

　
〈
高
知
お
お
と
よ
製
材
〉
が
仕
入
れ
る
原

木
の
約
９
割
は
県
内
産
だ
が
、
こ
の
う
ち

大
豊
、
土
佐
、
本
山
の
３
町
と
大
川
村
が

あ
る
嶺れ

い
ほ
く北
地
域
か
ら
出
荷
さ
れ
る
木
材
は

約
２
割
に
過
ぎ
な
い
。
地
場
産
材
の
安
定

的
な
確
保
は
、
価
格
競
争
を
生
き
残
る
上

で
不
可
欠
だ
が
、
大
豊
町
を
含
む
嶺
北
地

域
は
、
伐
採
作
業
や
林
道
の
取
り
付
け
が

困
難
な
急
傾
斜
地
が
多
く
、
原
木
の
供
給

を
支
え
る
林
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
人
材

不
足
も
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
。　
　

　

林
業
従
事
者
の
育
成
や
就
労
環
境
の
改

善
に
取
り
組
む
目
的
で
、
平
成
３
年
に
県
、

が
無
い
た
め
、
伐
期
に
達
し
た
樹
木
を
伐

採
で
き
な
い
山
奥
の
エ
リ
ア
か
ら
、
製
材
に

適
し
た
原
木
を
供
給
す
る
た
め
、
国
土
地

理
院
の
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
や
、
県
の
森

林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
の
デ
ー

タ
を
活
用
し
、
森
林
資
源
量
や
費
用
対
効

果
な
ど
を
検
証
。
原
木
を
効
率
的
に
搬
出

で
き
る
57
路
線
・
総
延
長
約
１
５
５
㌔
の

路
網
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

　

林
道
や
搬
出
路
の
整
備
が
困
難
な
場
所

で
は
、
人
工
支
柱
を
装
備
し
た
車
両
を
使

い
、
高
低
差
の
あ
る
森
林
に
張
っ
た
ワ
イ
ヤ

ー
ロ
ー
プ
で
原
木
を
吊
り
上
げ
、
平
地
ま
で

運
ぶ
「
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
ー
」
の
実
証
実
験
を

行
う
な
ど
、
未
利
用
の
森
林
資
源
を
積
極

的
に
活
用
す
る
取
組
を
進
め
て
い
る
。
路

網
整
備
や
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
、
町
内
で

活
用
可
能
な
森
林
の
面
積
は
、
現
在
の
１

０
６
３
4
㌶
か
ら
１
７
５
７
6
㌶
に
増
加

す
る
見
込
み
だ
。

　

町
は
、
嶺
北
地
域
と
県
西
部
の
仁
淀
川

流
域
の
町
村
、
森
林
組
合
、
林
業
者
、
製

材
工
場
な
ど
で
組
織
す
る
「
嶺
北
仁
淀
広

域
原
木
安
定
協
議
会
」
の
設
立
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。
各
地
の
製
材
工
場
や
チ
ッ
プ
工

場
な
ど
が
、
原
木
を
融
通
し
合
う
こ
と
で
、

原
木
の
安
定
的
な
確
保
を
目
指
す
ほ
か
、

素
材
生
産
か
ら
商
流
の
一
括
管
理
、
製
品

規
格
や
品
質
の
統
一
な
ど
を
通
じ
て
、
競

争
力
の
強
化
を
目
指
す
考
え
だ
。　
　
　

　

丸
太
の
皮
む
き
、
板
や
角
材
な
ど
、
製
品

の
規
格
に
応
じ
た
カ
ッ
ト
、
仕
分
け
、
木
材

乾
燥
機
へ
の
搬
入
な
ど
、
工
程
の
大
半
を
機

械
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
製
材
工
程
で
生
じ

る
樹
皮
や
お
が
く
ず
を
加
工
し
て
、
木
材
の

乾
燥
に
使
う
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の

燃
料
に
活
用
し
て
い
る
。
県
産
の
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
な
ど
を
原
料
と
し
て
、
柱
、
平
角
、
土

台
、
間
柱
、
ラ
ミ
ナ
（
ひ
き
板
）
な
ど
の
住

宅
用
材
を
大
量
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
、
価

格
競
争
力
の
面
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。
製
品
の
多
く
は
、
住
宅
会
社
の
プ
レ
カ

ッ
ト
工
場
や
、
真
庭
市
に
あ
る
銘
建
工
業
の

Ｃ
Ｌ
Ｔ
加
工
工
場
な
ど
に
出
荷
し
て
い
る
。

　

一
方
、
平
成
26
年
に
は
工
場
の
廃
材
や

未
利
用
材
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
高
知

市
の
林
業
会
社
が
経
営
す
る
チ
ッ
プ
工
場
を

新
た
に
誘
致
。
月
産
３
０
０
０
㌧
の
チ
ッ
プ

を
製
紙
用
に
出
荷
で
き
る
体
制
も
整
っ
た
。

　

町
内
で
は
以
前
、
割
れ
や
曲
が
り
が
少

な
い
、
住
宅
建
材
な
ど
に
適
し
た
Ａ
材
の
大

半
を
県
外
に
出
荷
し
て
い
た
。
工
場
の
稼
働

に
よ
り
、
輸
送
コ
ス
ト
の
負
担
が
軽
く
な
り

競
争
力
が
生
ま
れ
た
。
同
社
の
岡
田
繁
工

場
長
は
「
工
場
建
設
に
当
た
っ
て
は
県
や
町

な
ど
の
支
援
、
県
森
連
な
ど
に
よ
る
安
定

的
な
原
木
供
給
に
よ
り
、
フ
ル
稼
働
目
前

の
状
況
ま
で
生
産
量
を
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
増
産
を
図
り
な
が

ら
、
地
場
産
材
の
活
用
や
雇
用
拡
大
な
ど

会
社
な
ど
が
参
加
し
、
建
物
安
定
性
や
構

造
物
の
軽
さ
、
施
工
性
の
良
さ
な
ど
に
関
心

が
集
ま
っ
た
。
岡
田
工
場
長
は
「
宿
泊
施
設

や
事
務
所
、
福
祉
施
設
な
ど
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を

利
用
し
た
施
工
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
後

２
年
ほ
ど
は
公
共
建
築
を
中
心
に
施
工
実

績
が
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
大
量
生
産
で

コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
れ
ば
、
住
宅
建
築
な
ど

に
も
普
及
が
期
待
さ
れ
ま
す
」
と
語
る
。　

　

平
成
32
年
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
視
野
に
入
れ
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
利
用
促
進

に
向
け
て
、
昨
年
８
月
に
は
「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
で
地

方
創
生
を
目
指
す
首
長
連
合
」
が
発
足
し

た
。
北
海
道
を
は
じ
め
福
島
、
岡
山
な
ど

の
10
道
県
と
と
も
に
、
市
町
村
で
は
大
豊

町
と
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
場
が
あ
る
岡
山
県
真
庭
市

の
ほ
か
、
林
業
が
盛
ん
な
北
見
市
と
福
島

県
湯
川
村
が
参
加
し
て
い
る
。

　

大
豊
町
は
現
在
、
増
産
に
向
け
た
原
木

の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
４
㌶
）
を
造
成
中
の

ほ
か
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
場
誘
致
の
た
め
の
造
成

（
3
㌶
）
を
計
画
し
、
企
業
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
る
。
町
プ
ロ
ジェ
ク
ト
推
進
室
の
平
石

稔
班
長
は
「
大
量
生
産
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減

を
実
現
す
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
全
国
的
に

普
及
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

や
石
破
茂
前
地
方
創
生
担
当
相
な
ど
国
会

議
員
も
積
極
的
で
、
供
給
体
制
を
整
え
る

た
め
、
県
単
位
で
製
造
拠
点
が
整
備
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
」
と
期
待
を
込
め
る
。

の
地
域
貢
献
を
第
一
に
事
業
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。　
　
　
　

　

順
調
な
滑
り
出
し
を
み
せ
る
〈
高
知
お

お
と
よ
製
材
〉
だ
が
、
国
産
材
の
市
場
動

向
に
は
神
経
を
と
が
ら
せ
る
。「
当
社
の
よ

う
に
、
木
材
の
産
地
に
立
地
す
る
製
材
工

場
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
原
木
の
奪
い
合
い

が
生
じ
、
原
木
の
価
格
上
昇
に
つ
な
が
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
」
と
岡
田
工
場
長
が

語
る
。
生
き
残
り
を
図
る
に
は
、
製
品
の
高

付
加
価
値
化
や
新
た
な
分
野
で
の
需
要
開

拓
は
不
可
欠
だ
。
こ
う
し
た
中
で
同
社
が

注
目
し
て
い
る
の
が
〈
Ｃ
Ｌ
Ｔ
〉
だ
。

　

国
は
、
過
疎
・
高
齢
化
が
著
し
い
中
山

間
地
域
を
再
生
す
る
切
り
札
と
し
て
Ｃ
Ｌ

Ｔ
の
普
及
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
国
内

の
導
入
事
例
が
少
な
い
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
建
材
と

し
て
使
用
す
る
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
の

特
別
な
認
可
が
必
要
だ
っ
た
が
、
昨
年
４

月
か
ら
高
さ
60
㍍
以
下
の
建
築
物
に
つ
い
て

は
、
一
般
的
な
方
法
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
用
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
木
板

の
繊
維
の
方
向
が
直
交
す
る
よ
う
、
積
み

重
ね
て
接
着
し
た
大
断
面
の
集
成
パ
ネ
ル

材
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
よ
り
も
軽
量

で
、
耐
熱
・
耐
火
性
や
耐
震
性
に
優
れ
て
い

大
豊
町
な
ど
３
町
１
村
、
県
森
連
、
各
地

域
の
森
林
組
合
な
ど
の
出
資
で
設
立
さ
れ

た
第
３
セ
ク
タ
ー
〈
株
式
会
社
と
さ
れ
い
ほ

く
〉
で
は
、
17
人
の
現
場
技
術
者
を
含
む

21
人
が
働
き
な
が
ら
、
林
業
の
技
術
を
学

ん
で
い
る
。
大
豊
町
も
林
業
後
継
者
を
目

指
す
若
者
な
ど
を
対
象
に
独
自
の
補
助
制

度
を
設
け
、
林
野
庁
の
「
緑
の
青
年
就
業

準
備
給
付
金
」
と
合
わ
せ
て
、
定
着
を
支

援
。
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
町
内
の
林
業

従
事
者
は
55
人
に
増
加
し
て
い
る
。　

　

一
方
、
樹
木
の
伐
採
な
ど
に
不
利
な
地

形
的
条
件
を
克
服
す
る
た
め
、
林
道
や
作

業
道
の
整
備
や
新
た
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の

検
証
に
よ
り
、
効
率
的
な
林
業
経
営
の
在

り
方
を
模
索
し
て
い
る
。
林
道
や
作
業
道

　

平
成
27
年
に
林
野
庁
か
ら
大
豊
町
に
出

向
し
て
い
る
田
坂
仁
志
副
町
長
は
「
町
内

の
７
割
が
人
工
林
で
す
が
、
除
間
伐
の
遅
れ

も
あ
り
、
真
っ
暗
な
森
に
な
っ
て
い
ま
す
。

下
草
が
育
た
ず
、
雨
が
降
れ
ば
土
砂
が
流

出
し
て
森
全
体
が
荒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
今

あ
る
森
を
資
源
と
し
て
、
ど
こ
ま
で
使
う
こ

と
が
で
き
る
の
か
を
把
握
し
、
ど
う
し
て
も

使
え
な
い
所
は
天
然
林
に
戻
し
て
い
く
と
い

う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。
使
う
こ
と
が
で

き
る
森
を
う
ま
く
活
か
し
、
森
づ
く
り
の
サ

イ
ク
ル
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
雇
用

を
生
み
出
し
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
力

説
す
る
。

高知おおとよ製材の工場内部。右は岡田繁工場長

林野庁から大豊町に出向中の田坂仁志副町長
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日
本
海
に
浮
か
ぶ
東
西
７
・
９
㌔
、
南
北

25
・
８
㌔
の
礼
文
島
は
、
海
辺
か
ら
標
高
４

９
０
㍍
の
礼
文
岳
に
至
る
ま
で
、
島
の
随
所
で

可
憐
な
花
々
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

島
が
〈
花
の
浮
島
〉
と
呼
ば
れ
る
由
縁
だ
。　

　

海
上
か
ら
眺
め
た
こ
の
島
は
平
坦
に
見
え
る

が
、
高
山
帯
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
厳
し
い
気

象
条
件
が
あ
り
、
特
に
島
の
西
側
斜
面
に
は

多
く
の
高
山
植
物
が
生
育
し
て
い
る
。

　

礼
文
島
だ
け
に
自
生
す
る
ラ
ン
科
の
レ
ブ
ン

ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
が
咲
く
５
月
下
旬
―
。
最
北
の

島
は
ま
だ
肌
寒
い
が
、
全
国
か
ら
大
勢
の
観

光
客
が
花
を
目
当
て
に
や
っ
て
来
る
。
６
月
に

な
る
と
鮮
や
か
な
黄
色
が
目
を
引
く
レ
ブ
ン
キ

ン
バ
イ
ソ
ウ
、
７
月
に
は
、
純
白
の
気
高
さ
が

際
立
つ
レ
ブ
ン
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ
が
開
花
す
る
。

　

平
成
24
年
に
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
礼

文
島
自
然
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
外
来
植
物
の

除
去
や
高
山
植
物
を
守
る
盗
掘
防
止
パ
ト
ロ

ー
ル
と
と
も
に
、
自
然
の
魅
力
を
伝
え
、
人
々

が
交
流
す
る
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
礼
文
」
の
管
理
運

営
や
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
島
で
暮
ら
す
鳥

や
花
を
写
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
の
制
作
な
ど
、
活

動
は
多
彩
だ
。
こ
の
島
の
自
然
を
こ
よ
な
く
愛

す
る
人
た
ち
の
情
熱
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。　

　

杣
田
美
野
里
理
事
長
は
「
礼
文
島
の
自
然

を
学
び
、
大
切
に
思
う
こ
と
が
で
き
る
住
民
や

お
客
さ
ん
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
人

た
ち
に
も
っ
と
島
の
魅
力
を
知
っ
て
欲
し
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
を
温
め
な
が
ら
春

を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
静
か
に
語
る
。

第7回

　

数
年
ぶ
り
に
上
士
幌
町
の
中
村
屋
に
宿
泊

し
ま
し
た
。
古
い
外
観
で
す
が
、
私
が
宿
泊
施

設
に
「
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
感
じ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
の
ほ
と
ん
ど
を
実
現
し
て
い
る
道
内
で
も

数
少
な
い
宿
で
す
。
そ
れ
は
接
遇
に
お
け
る
人

的
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

木
の
温
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
モ
ダ
ン
な
客
室

は
、
地
場
産
材
で
宿
主
自
ら
が
リ
フ
ォ
ー
ム
し

ま
し
た
。
ル
ー
ム
キ
ー
は
ひ
ね
る
と
「
キ
ュッ
キ

ュッ
」
と
音
が
鳴
る
バ
ー
ド
コ
ー
ル
。
エ
ゾ
シ
カ

も
訪
れ
る
源
泉
か
け
流
し
の
露
天
風
呂
は
、
星

空
が
見
や
す
い
よ
う
、
押
し
て
い
る
間
だ
け
照

明
が
消
え
る
「
星ほ

し
ぼ
た
ん釦
」
が
あ
り
ま
す
。

　

食
事
は
、
ほ
と
ん
ど
が
地
元
産
の
食
材
を

使
い
、
ど
こ
の
誰
が
生
産
し
た
の
か
を
表
示
し

て
い
ま
す
。
見
る
だ
け
で
も
食
欲
が
湧
き
、
味

が
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
に
感
じ
ま
す
ね
。
箸
は
改
装

時
に
出
た
端
材
を
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。
極

め
付
き
は
「
エ
ゾ
リ
ス
の
穴
」
と
い
う
部
屋
で

す
。
旅
先
で
「
あ
っ
た
ら
良
い
な
」
と
思
え
る

グ
ッ
ズ
を
、
こ
れ
で
も
か
と
集
め
て
い
ま
す
。
ア

メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
か
ら
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
や
星
座

早
見
盤
、
果
て
は
お
香
ま
で
用
意
し
て
お
り
、

自
由
に
利
用
で
き
る
の
で
す
。
宿
に
滞
在
中
、

何
を
し
よ
う
か
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
す
。

Jhma認定ホスピタリティコーディ
ネータ、JTCC認定観光士、一般社団
法人日本アンガーマネジメント協会認定ファシリテーター、
☆温泉ソムリエマスター

「北海道のホスピタリティ向上」をミッションに、自治体や企
業での研修・講演・コンサルタントと幅広く活動。
最近では住民協働型観光まちづくりのコーディネーターや、
観光マーケティング・ブランディングのアドバイザー・ファシ
リテータとしても活躍中。

Profile

濱野　正洋（はまの・まさひろ）
オフィスA

ア ズ ム

ZM代表

「中村屋」に学ぶ。低予算でも
できるホスピタリティ戦略

自治体職員のホスピタリティ向上戦略

お金が無くても知恵を出し、行動すればホスピタリティは実現できる―。
今回は上士幌町ぬかびら源泉郷の温泉宿・中村屋の取組から学びたいと思います。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
仕
掛
け
が
満
載

　

学
ぶ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、
い
ず
れ
も
自
分
た

ち
で
考
え
、
実
現
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
中
村

屋
は
、
観
光
の
ト
レ
ン
ド
が
個
人
客
に
推
移
す

る
中
で
経
営
が
悪
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
大
工

さ
ん
を
雇
う
た
め
の
お
金
が
無
く
、
最
初
は
仕

方
が
な
く
自
分
た
ち
で
改
装
を
始
め
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
そ
れ
が
お
客
様
と
真

に
向

き
合
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
す
。
お
客
様
の

た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
実
際
に
や
っ

て
み
て
、
反
応
を
見
て
、
本
当
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
が
分
か
っ
た
の
で
す
。
お
金
が
無
く
て
も

一
生
懸
命
に
知
恵
を
出
し
、
自
分
た
ち
で
行

動
し
、
実
現
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
、
自
治
体

の
仕
事
に
も
通
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

も
う
一
つ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
お
客
様

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
明
確
で
、
国
内
の
少
人
数
の

個
人
客
に
絞
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
誰
に
で

も
満
足
を
与
え
よ
う
と
す
る
と
、
誰
に
と
っ
て

も
中
途
半
端
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
私
も
ホ
テ

ル
勤
務
時
代
、
幅
広
い
お
客
様
を
満
足
さ
せ

よ
う
と
し
て
、
痛
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　
「
自
分
た
ち
の
お
客
様
は
誰
な
の
か
？
」
と
い

う
こ
と
を
最
初
に
考
え
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
は
、
交
流
人

口
の
増
加
を
目
指
す
市
町
村
の
施
策
も
全
く

同
じ
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
町
村
で
頻
繁

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に

に
行
わ
れ
て
い
る
「
自
分
た
ち
の
資
源
や
強
み

は
何
な
の
か
」
を
見
付
け
る
の
と
同
じ
く
「
見

付
け
た
資
源
や
強
み
は
誰
と
マッ
チ
ン
グ
す
る

の
か
」
を
考
え
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
国
内
客
か
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
か
？
」「
団
体
か

個
人
客
か
？
」「
メ
イ
ン
年
代
層
は
？
」
な
ど

な
る
べ
く
具
体
的
に
絞
り
込
む
こ
と
で
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
る
こ
と
で
、
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
対
策
、
開
発
す
べ
き
商
品
や
デ
ザ
イ
ン
、

情
報
発
信
の
方
法
も
変
わ
り
、
お
客
様
ニ
ー

ズ
と
の
ミ
ス
マッ
チ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
北
海
道
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
、
明
確
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
定
め
て
い
る

地
域
は
少
な
い
気
が
し
ま
す
。
ま
ず
は
「
お
客

様
は
誰
な
の
か
？
」
を
探
る
こ
と
。
そ
こ
か
ら

地
域
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
戦
略
が
始
ま
り
ま
す
。レブンキンバイソウが群落する6月の花園 礼文島に古くから自生する花を育てる「花いっぱい運動」

絶景が訪れる人を魅了するゴロタ岬

多くの花を観察できる桃岩展望台

ＮＰＯ法人 礼文島自然情報センター
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Profile

千石　涼太郎
（せんごく・りょうたろう）

小
樽
市
生
ま
れ
。大
学
卒
業
後
、東
京
の
出
版
社
勤
務
を
経

て
執
筆
活
動
に
入
る
。「
北
海
道
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」推

進
協
議
会
や
北
海
道
遺
産
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
応
援
隊
な
ど
、

地
域
振
興
に
関
わ
る
数
多
く
の
活
動
に
参
画
。テ
レ
ビ
や

新
聞
な
ど
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
や
道
内
各
地
で
の
講
演
活

動
も
行
っ
て
い
る
。小
樽
ふ
れ
あ
い
観
光
大
使
。近
著
に「
竹

鶴
と
リ
タ
の
夢
」（
双
葉
社
）が
あ
る
。J-T

R
IP
 S
m
a
rt 

M
agazine 

北
海
道
版
編
集
長
。

　

全
国
各
地
に
次
々
と
生
ま
れ
て
い
る
ご

当
地
グ
ル
メ
。
地
元
食
材
を
用
い
た
ご
当

地
グ
ル
メ
を
開
発
す
る
こ
と
で
町
を
活
性

化
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
の
試
み
は
、
い
ま
だ

と
ど
ま
る
気
配
な
く
、
熱
心
に
検
討
、
計

画
、
そ
し
て
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

若
者
か
ら
中
高
年
ま
で
、
本
業
を
放
り

出
し
て
ま
で
、
ご
当
地
グ
ル
メ
の
イ
ベ
ン
ト

に
出
張
し
、
大
声
を
出
し
て
販
売
し
て
い
る

彼
ら
を
見
て
い
る
と
頭
が
下
が
り
ま
す
。
そ

れ
ゆ
え
に
彼
ら
の
苦
労
や
努
力
が
大
き
な

成
果
と
な
っ
て
表
れ
て
ほ
し
い
と
思
う
の
で

す
が
、
実
際
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
？　

汗

を
か
い
た
彼
ら
や
お
金
を
出
し
た
自
治
体

や
団
体
は
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
も
の
を
得
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
わ
た
し
に
は
、
ど

う
し
て
も
割
に
合
わ
な
い
よ
う
に
見
え
て
し

ま
う
の
で
す
が
…
。

　

町
お
こ
し
の
た
め
に
予
算
を
得
よ
う
と

す
る
人
た
ち
や
評
論
家
た
ち
の
口
か
ら
、
よ

く
飛
び
出
し
て
く
る
言
葉
に
「
経
済
効
果
」

が
あ
り
ま
す
。「
○
○
焼
そ
ば
は
、
何
億
円

そ
れ
ま
で
は
中
山
峠
経
由
か
、
小
樽
・
余

市
経
由
の
ど
ち
ら
か
で
し
た
が
、
小
樽
か

ら
余
市
経
由
で
は
な
く
、
赤
井
川
経
由
と

い
う
新
た
な
道
が
開
け
た
わ
け
で
す
。

　

も
し
、
赤
井
川
に
魅
力
あ
る
新
し
い
ご

当
地
グ
ル
メ
が
生
ま
れ
た
ら
、
ど
う
で
し
ょ

う
？　

ル
ー
ト
を
変
え
て
寄
り
道
を
考
え

る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？　

赤
井
川
ル
ー
ト
で

食
事
を
す
る
人
が
増
え
た
ら
、
赤
井
川
村

に
と
っ
て
は
、
純
粋
な
利
益
と
な
り
ま
す
し
、

既
存
の
観
光
施
設
の
集
客
に
も
つ
な
が
る
は

ず
で
す
。
こ
う
い
う
町
な
ら
ば
、
乱
立
し
過

ぎ
た
ご
当
地
グ
ル
メ
で
も
可
能
性
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
「
ほ
か
の
町
が
や
っ
て
い
る
ん
だ
し
、
何
か

う
ち
も
や
ろ
う
や
」
と
い
う
思
い
つ
き
で
始

め
る
の
は
も
う
や
め
て
、
町
お
こ
し
を
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
自
分
の
町
の
置
か
れ
た
「
環

境
」「
条
件
」
を
熟
考
し
て
か
ら
、
そ
れ
に

見
合
っ
た
方
法
に
手
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

信
州
に
は
「
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
街
道
」
が
あ

り
ま
す
が
、
本
場
の
北
海
道
に
は
、「
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
街
道
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。
山
形
や

熊
本
に
は
、「
そ
ば
街
道
」
が
あ
り
ま
す
が
、

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
北
海
道
に
は
、

「
そ
ば
街
道
」
ら
し
い
「
そ
ば
街
道
」
は
ま

の
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
た
」
な
ど
と
、

大
き
な
数
字
を
示
し
な
が
ら
、
そ
の
効
果

を
説
明
す
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
ま
さ
に
常

套
句
と
い
え
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
庶
民
は
、
そ
の
金
額
の
大

き
さ
に
「
な
る
ほ
ど
、
大
き
な
利
益
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
だ
な
」
と
思
っ
て
し
ま
う
わ
け

で
す
が
、
実
は
こ
の
経
済
効
果
と
い
う
の
は

「
収
益
」
や
、「
増
収
」
の
こ
と
か
と
い
え
ば
、

ま
っ
た
く
も
っ
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
単
純
に
「
何
か
の
要
因
で
お
金
が
動
い

た
」
と
き
の
「
金
額
の
大
き
さ
」
に
過
ぎ
な

い
わ
け
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
Ａ
村
が
「
漁
師
の
海
鮮
焼

そ
ば
」
と
い
う
ご
当
地
グ
ル
メ
を
売
り
出
し

た
と
し
ま
し
ょ
う
。
Ａ
村
は
、
さ
し
て
有
名

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
も
な
く
、
夏
に
は
多
く

の
観
光
客
が
名
物
の
ウ
ニ
丼
を
食
べ
に
く
る

よ
う
な
村
。
Ａ
村
は
「
海
鮮
焼
そ
ば
を
人

気
の
ご
当
地
グ
ル
メ
に
し
て
通
年
、
観
光
客

を
呼
ん
で
活
性
化
を
！
」
と
考
え
た
と
仮

定
し
ま
す
。

　

村
の
予
算
を
使
っ
て
、
有
名
シ
ェ
フ
監
修

の
レ
シ
ピ
を
考
案
し
、
宣
伝
費
も
使
い
、
情

だ
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
で
い
て
、「
焼
き
そ
ば
」

や
「
カ
レ
ー
」「
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
」
な
ど
の
新

し
い
ご
当
地
グ
ル
メ
を
各
地
で
バ
ラ
バ
ラ
に

開
発
し
て
い
ま
す
。
な
ん
だ
か
、
と
っ
て
も

も
っ
た
い
な
い
気
が
し
ま
せ
ん
か
？　

　

数
年
前
、
熊
本
の
そ
ば
街
道
を
走
り
ま

し
た
。
黒
川
温
泉
と
い
う
、
い
ま
や
超
人
気

の
温
泉
郷
に
ほ
ど
近
い
地
域
に
店
が
点
在

し
、
一
帯
は
ま
さ
に
観
光
ル
ー
ト
。
南
小

国
町
が
そ
の
中
心
で
す
が
、
周
辺
の
町
に
も

そ
ば
屋
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
そ
ば
は
消
化

も
早
い
食
べ
物
で
す
か
ら
、
多
く
の
人
は
食

べ
歩
き
を
楽
し
む
わ
け
で
す
。

　

わ
た
し
は

立
温
泉
〜
そ
ば
街
道
〜
黒

川
温
泉
と
、「
そ
ば
と
温
泉
」
を
一
日
か
け

て
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
い
、「
熊
本
っ
て
い
い
な

報
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
Ｐ
Ｒ
。
大
通
公
園

の
イ
ベ
ン
ト
や
道
外
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
か
け

て
宣
伝
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ

っ
て
、
ま
ず
ま
ず
の
売
り
上
げ
。
経
済
効
果

的
に
も
、
メ
デ
ィ
ア
に
評
価
さ
れ
る
存
在
に

な
っ
た
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
町
の
飲
食
店

の
総
売
り
上
げ
は
相
変
わ
ら
ず
。
観
光
客

の
数
も
増
え
て
は
い
な
い
…
。
と
い
う
こ
と

が
起
き
る
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
の
理
由
は
「
単
価
の
安
い
ご
当
地
グ
ル

メ
が
、
単
価
の
高
い
ウ
ニ
丼
の
売
り
上
げ
を

喰
っ
て
し
ま
え
ば
、
全
体
の
売
り
上
げ
で
見

れ
ば
変
わ
ら
な
い
」
か
ら
。
要
す
る
に
ご
当

地
グ
ル
メ
が
売
れ
て
も
、
観
光
客
の
数
が
増

え
な
け
れ
ば
、
全
体
の
食
事
の
回
数
は
変

わ
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
当
然
の
結

果
で
す
。
経
済
効
果
は
プ
ラ
ス
も
あ
れ
ば
マ

イ
ナ
ス
も
あ
る
。
経
済
効
果
が
何
億
円
あ
っ

た
と
し
て
も
、
人
の
数
、
食
事
の
回
数
が
増

え
な
け
れ
ば
、
大
金
を
費
や
す
甲
斐
が
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

観
光
客
が
朝
食
後
や
昼
食
後
に
通
る
ル

ー
ト
上
で
あ
れ
ば
、
ご
当
地
グ
ル
メ
を
作
る

に
は
不
利
な
土
地
柄
で
す
。
食
事
を
し
た

ば
か
り
で
お
腹
い
っ
ぱ
い
の
状
況
で
す
か
ら
、

ご
飯
や
麺
類
と
い
っ
た
も
の
を
食
べ
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
な
い
の
は
当
然
で
す
。

　

し
か
し
、
北
海
道
ら
し
い
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
、
食
べ
歩

き
が
で
き
る
軽
い
も
の
な
ら
、
目
は
あ
り
ま

す
。
デ
ザ
ー
ト
感
覚
で
食
べ
ら
れ
ま
す
し
、

小
腹
が
空
い
て
い
る
の
を
満
た
し
て
く
れ
ま

す
か
ら
、
流
行
る
可
能
性
は
充
分
に
あ
る

わ
け
で
す
。
北
海
道
で
い
え
ば
「
す
な
が
わ

ス
イ
ー
ト
ロ
ー
ド
」
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
で

す
。
目
玉
に
な
る
商
品
が
い
く
つ
か
生
ま
れ

た
ら
、
大
化
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

有
名
観
光
地
を
つ
な
ぐ
ル
ー
ト
の
選
択

肢
が
複
数
あ
る
場
合
も
、
狙
い
目
と
い
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
２
０
０
８
年
、

国
道
３
９
３
号
の
赤
井
川
―
倶
知
安
間
が

開
通
し
、
札
幌
か
ら
ニ
セ
コ
方
面
に
行
く
ル

ー
ト
に
、
新
し
い
選
択
肢
が
で
き
ま
し
た
。

あ
。
ま
た
来
た
い
な
あ
」と
思
っ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
は
つ
ま
り
、「
ご
当
地
グ
ル
メ
を
作
ろ
う
」

と
思
っ
た
ら
「
旅
人
目
線
」
で
考
え
、
旅
人

の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
分
析
す
れ
ば
、
わ
た
し

が
こ
の
と
き
に
感
じ
た
よ
う
な
「
リ
ピ
ー
ト

し
た
く
な
る
気
持
ち
」
を
持
っ
て
も
ら
え
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

地
域
の
活
性
化
や
観
光
振
興
の
た
め
と

い
い
な
が
ら
、
地
元
食
材
を
使
う
と
か
、
お

い
し
い
料
理
を
作
る
こ
と
だ
け
を
考
え
た
ら

お
客
様
の
心
は
見
え
ま
せ
ん
。
お
客
様
の

行
動
を
考
え
て
、
長
く
愛
さ
れ
る
た
め
に
は

何
を
す
べ
き
か
な
の
で
す
。
も
し
、
そ
こ
で

行
き
詰
ま
っ
た
と
し
た
ら
、
ス
パッ
と
計
画

を
白
紙
に
戻
す
勇
気
も
必
要
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

北海道になぜ「そば街道」がないのか

お腹が空いていなくてもついつい買ってしまう商品が大事

　

自
分
の
五
感
で
感
じ
、
考
え
、
表
現
す
る
中
で
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
明
ら
か
に
す
る
―
。

小
樽
市
出
身
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
千
石
涼
太
郎
さ
ん
の
連
載「
北
の
大

地
の
伸
び
し
ろ
探
し
」
の
５
回
目
は
、
ご
当
地
グ
ル
メ
を
活
か
し
た
ま
ち
お
こ
し
に
取
り
組
む
時

に
は
、
是
非
と
も
考
え
て
欲
し
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ノンフィクション作家・エッセイスト 千石　涼太郎
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コレステロール
について
札幌医科大学 教授 當瀬　規嗣

　

肥
満
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と

く
れ
ば
、
す
ぐ
に
思
い
付
く
の
が
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
で
す
。「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
値
が
悪

い
と
健
康
に
良
く
な
い
ら
し
い
…
」
と
、
誰

も
が
知
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
も
そ
も
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
っ
て
何
で
し
ょ
う
か
？　
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
値
っ
て
何
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
う
考
え
る
と
、
意
外
と
知
ら
な
い
も
の

で
す
。
今
回
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
正
体
と

健
康
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
生
物
の
体
内
に
普

通
に
見
ら
れ
る
物
質
で
、
水
に
は
非
常
に
溶

け
に
く
い
と
こ
ろ
か
ら
、
脂
質
（
脂
肪
の
仲

間
）に
分
類
さ
れ
ま
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

「
コ
レ
」
と
は
、
胆
汁
を
意
味
す
る
言
葉
で
、

「
ス
テ
」
は
ス
ト
ー
ン
（
石
）
に
つ
な
が
る
言

葉
で
あ
り
、
硬
い
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
「
オ
ー
ル
」
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

の
も
同
じ
仕
組
み
で
す
。
ヒ
ト
の
血
液
に
は

大
き
く
分
け
て
５
種
類
の
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
が

存
在
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
比
重
が
一
番
高

い
も
の
を
「
高
密
度
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
（
Ｈ
Ｄ

Ｌ
）」、
比
重
が
低
い
も
の
を
「
低
密
度
リ
ポ

タ
ン
パ
ク
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
）」
と
言
い
ま
す
。　

　　
こ
の
Ｈ
Ｄ
Ｌ
や
Ｌ
Ｄ
Ｌ
か
ら
抽
出
さ
れ
た

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
こ
と
を
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
呼
び

ま
す
。
こ
れ
は
、
健
康
診
断
の
検
査
表
で
お

な
じ
み
で
す
ね
。
Ｈ
Ｄ
Ｌ
は
全
身
で
不
要
に

な
っ
た
脂
質
を
肝
臓
に
回
収
し
て
処
理
す
る

た
め
の
「
コ
ン
テ
ナ
便
」
で
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
値
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、

脂
質
が
処
理
さ
れ
て
、
体
に
溜
ま
り
に
く
い

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。　
　

　

一
方
で
Ｌ
Ｄ
Ｌ
は
、
肝
臓
か
ら
全
身
に

脂
質
、特
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
配
る
た
め
の

「
コ
ン
テ
ナ
便
」
な
の
で
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
全
身
に
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
配
ら
れ
、
溜
ま
り
つ
つ
あ

る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
脂
質
が

多
く
な
れ
ば
、
肥
満
や
動
脈
硬
化
な
ど
の

生
活
習
慣
病
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
こ
と
を
「
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
」
と
呼
ぶ
の
で
す
。　
　
　

ー
ル
は
、
中
性
脂
肪
な
ど
、
他
の
脂
質
と

一
緒
に
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
運
ぶ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
と
な
る
も
の
が
リ
ポ
タ

ン
パ
ク
と
呼
ば
れ
る
、
顕
微
鏡
で
な
け
れ
ば

見
え
な
い
小
さ
な
粒
子
で
す
（
図
１
）。　

　

リ
ポ
タ
ン
パ
ク
は
、
水
に
な
じ
み
や
す
い

タ
ン
パ
ク
質
を
表
面
に
置
き
、
そ
れ
に
よ
っ

て
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
の
脂
質
を
包
み
込

み
、
水
の
中
に
安
定
し
て
お
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
牛
乳
の
脂
肪
分
が
分
離
し
て
こ
な
い

　

血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
え
て
く

る
と
、
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
所
に
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
溜
ま
り
始
め
ま
す
。
特
に
血
管
の
壁

は
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
傷
つ
い
た
り
し
ま
す

が
、
そ
れ
を
治
す
過
程
で
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
入
り
込
ん
で
、
血
管
の
壁
に
溜
ま
り
ま

す
。
こ
う
な
る
と
血
管
は
し
な
や
か
さ
を
失

い
、
血
液
が
流
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
の

状
態
を
動
脈
硬
化
と
呼
び
ま
す
。　
　
　

　

動
脈
硬
化
が
、
高
血
圧
、
脳

塞
、
心

筋

塞
な
ど
重
大
な
病
気
の
原
因
で
あ
る

こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
で
す
か
ら
、

こ
れ
ら
の
病
気
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
し
た
方
が
良
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
食
事
か
ら
摂
る
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
す
こ
と
が
勧
め
ら

れ
、
特
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
く
含
ま
れ

る
鶏
卵
、
魚
卵
、
イ
カ
、
霜
降
り
肉
、
ロ
ー

ス
肉
な
ど
を
避
け
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
。　

　

し
か
し
、
最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、
食
物

に
含
ま
れ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
血
液
中

に
含
ま
れ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
ほ
と
ん
ど

増
や
さ
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
悪
い
の
は
食
事
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
で
は
な
く
、
糖
分
な
ど
を
過
剰
に
摂
る

こ
と
で
、
肝
臓
で
合
成
さ
れ
る
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
量
が
増
え
る
こ
と
な
の
で
す
。

　

な
の
で
、
動
脈
硬
化
な
ど
を
気
に
し
て
、

卵
料
理
を
控
え
る
理
由
が
無
く
な
っ
た
の
で

す
。
卵
は
無
罪
放
免
で
す
！

の
仲
間
と
い
う
意
味
で
す
。
つ
ま
り
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
は
「
胆
汁
の
石
に
含
ま
れ
る
ア

ル
コ
ー
ル
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
胆
石
の

成
分
と
し
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

実
は
、
胆
汁
に
は
、
脂
肪
の
消
化
を
助

け
る
働
き
を
持
つ
胆
汁
酸
（
コ
ー
ル
酸
）
が

た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
原
料
と
し
て
、
肝
臓
で
合

成
さ
れ
る
も
の
で
す
。
胆
汁
内
の
胆
汁
酸
が

炎
症
な
ど
に
よ
っ
て
濃
縮
さ
れ
て
、
結
晶
化

し
た
も
の
が
胆
石
な
の
で
、
胆
石
に
は
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。　

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
胆
汁
酸
だ
け
で
な

く
、
ホ
ル
モ
ン
の
主
要
な
材
料
で
す
。
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
材
料
に
し
て
合
成
さ
れ
る
ホ

ル
モ
ン
を
「
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
」
と
言

い
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
は
、
男
性
ホ
ル
モ

ン
と
女
性
ホ
ル
モ
ン
で
す
。
こ
れ
は
ヒ
ト
の

体
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
ホ
ル
モ
ン
で

あ
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
通
り
で

す
か
ら
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
と
て
も
重
要

な
も
の
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
細
胞
の
表

面
を
覆
う
細
胞
膜
を
作
る
時
に
欠
か
せ
な

い
材
料
の
一
つ
で
も
あ
る
の
で
す
。
生
物
は

細
胞
で
作
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
体
中
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
に
存
在
す
る
も
の
な
の
で
す
。　
　
　
　

　　　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
生
物
の
細
胞
を
作

り
、
ホ
ル
モ
ン
や
消
化
液
の
原
料
に
も
な
り

ま
す
。つ
ま
り
、
必
要
不
可
欠
な
栄
養
素
で

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
食
べ
物
か
ら
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
摂
取
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
私
た
ち
の
食
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、
植
物

か
動
物
で
す
。
つ
ま
り
は
細
胞
な
わ
け
で
す

か
ら
、
食
物
に
は
当
た
り
前
に
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
含
ま
れ
ま
す
。
栄
養
と
し
て
摂
取

す
る
だ
け
で
な
く
、
糖
分
な
ど
を
材
料
に

し
て
、
肝
臓
な
ど
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
合

成
さ
れ
ま
す
。
実
は
体
内
で
合
成
さ
れ
る
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
量
の
方
が
多
い
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
手
に
入
れ
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
全
身
の
細
胞
に
配
る
に
は
、
血
液
に
乗
せ

て
運
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
は
脂
質
に
分
類
さ
れ
る
と
最
初

に
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
要
す
る
に
「
あ
ぶ

ら
」
な
の
で
、
そ
う
簡
単
に
水
で
あ
る
血
液

に
は
溶
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
コ
レ
ス
テ
ロ

Profile

當瀬 規嗣
（とうせ・のりつぐ）

北
海
道
大
学
医
学
部
卒
業（
医
師
免
許
取
得
）

北
海
道
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
修
了（
医
学
博
士
取
得
）

北
海
道
大
学
医
学
部
助
手
、札
幌
医
科
大
学
医
学
部
助

教
授
を
経
て
現
在
は
同
教
授
。専
門
分
野
は
循
環
生
理

学
と
循
環
薬
理
学
。主
な
著
書
は「
ｃ
ｌ
ｉ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
生

体
機
能
学
―
生
理
学
か
ら
症
状
が
わ
か
る
―
」（
南
山

堂
）、「
い
ち
ば
ん
や
さ
し
い
生
理
学
の
本
―
生
き
る
し
く

み
」（
秀
和
シ
ス
テ
ム
）。

３

そ
の

図１　コレステロールを運ぶリポタンパク

　

身
体
の
仕
組
み
を
医
学
的
に
解
明
し
、
暮
ら
し
の
改
善
に
結
び
つ
け
る
―
。
20
回
目
の
連
載

は
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
に
つ
い
て
札
幌
医
科
大
学
の
當
瀬
規
嗣
教
授
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
と
め

１
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
重
要
な
栄

養
素
で
あ
る

２
Ｌ
Ｄ
Ｌ
と
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
運
ぶ
入
れ
物（
コ
ン
テ
ナ
）

の
名
前
で
あ
る

３
食
事
に
含
ま
れ
る
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
は
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
増
や
さ
な
い

４

そ
の

２

そ
の

１

そ
の
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昨
年
３
月
18
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
鹿
部
町
の
道
の
駅
「
し
か
べ
間か
ん
け
つ
せ
ん

歇
泉
公
園
」
に
は
、

観
光
客
に
大
人
気
の
食
堂
「
浜
の
か
あ
さ
ん
食
堂
」
が
あ
り
ま
す
。
鹿
部
漁
協
女
性
部

の
メ
ン
バ
ー
が
、
前
浜
で
と
れ
た
魚
介
類
を
使
っ
た
手
作
り
の
料
理
を
振
る
舞
う
お
店

で
、
開
店
以
来
、
道
内
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
が
絶
え
ま
せ
ん
。
今
回
は
女
性
部
長
の
平

井
悦
子
さ
ん
、
吉
田
俊
子
さ
ん
、
柳
沢
朝
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

木
村　

今
日
は
、
鹿
部
に
伝
わ
る
昔
な
が

ら
の
お
料
理
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

柳
沢　

祖
母
に
教
わ
り
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
食
べ
て
い
る
ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
の
三
平
汁
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
渡
島
半
島
の
噴
火
湾
に
面

し
た
太
平
洋
岸
で
は
、
10
月
か
ら
４
月
頃

ま
で
ス
ケ
ソ
ウ
の
刺
し
網
漁
を
し
て
い
ま
す
。

具
は
ス
ケ
ソ
ウ
の
身
と
肝
、
タ
ラ
コ
、
タ
チ

（
白
子
）
に
季
節
の
野
菜
で
す
。
今
日
は
ジ
ャ

ガ
イ
モ
や
ネ
ギ
を
入
れ
ま
す
。
味
付
け
は
塩

味
で
、
だ
し
は
、
南
茅
部
で
し
か
と
れ
な
い

白
口
浜
真
昆
布
を
使
い
ま
す
。
肝
を
加
え
る

こ
と
で
味
が
深
ま
り
ま
す
。
身
は
ぶ
つ
切
り

に
し
ま
す
が
、
皮
の
一
部
を
つ
な
げ
て
お
く

と
魚
の
身
が
崩
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

木
村　

浜
の
か
あ
さ
ん
食
堂
は
「
鹿
部
た

ら
こ
プ
レ
ミ
ア
ム
御
膳
」
が
と
て
も
人
気
で

大
盛
況
！　
い
つ
も
大
忙
し
で
す
ね
。　

平
井　

函
館
や
札
幌
、
本
州
、
そ
し
て
外

国
か
ら
も
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
お
越
し
に

な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
お
店
を
運
営
し
た

経
験
が
無
く
、
最
初
は
大
勢
の
お
客
さ
ん

を
前
に
て
ん
て
こ
舞
い
で
し
た
。　
　
　

木
村　

特
に
煮
魚
が
お
い
し
い
！　

注
文

を
受
け
て
か
ら
煮
る
。
驚
き
ま
し
た
。　

吉
田　

た
ら
こ
御
膳
は
鹿
部
の
無
着
色
タ

ラ
コ
と
煮
魚
、
み
そ
汁
と
ご
飯
、
小
鉢
の
セ

ッ
ト
で
、
煮
魚
は
ク
ロ
ゾ
イ
や
キ
ン
キ
、
ス

ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
な
ど
、
鹿
部
で
と
れ
た
鮮
度
の

良
い
魚
を
使
っ
て
い
ま
す
。
煮
魚
は
温
め
直

す
よ
り
も
、
煮
て
か
ら
す
ぐ
に
お
出
し
し

た
方
が
断
然
お
い
し
い
ん
で
す
。
少
し
お
待

た
せ
し
ま
す
が
、
一
口
食
べ
る
と
皆
さ
ん
ニ

ッ
コ
ニ
コ
。
笑
顔
を
見
た
私
た
ち
も
本
当
に

う
れ
し
い
で
す
ね
。　
　
　

吉
田　

ス
ケ
ソ
ウ
の
鮮
度
が
良
け
れ
ば
お

刺
身
も
オ
ス
ス
メ
で
す
よ
。
フ
ラ
イ
や
ホ
イ

ル
焼
き
、
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
焼
き
に
し
て
も
、

と
っ
て
も
お
い
し
い
で
す
よ
。　

　

次
は
生
タ
ラ
コ
の
昆
布
巻
き
で
す
。
普
通

は
、
厚
い
昆
布
と
身
欠
き
ニ
シ
ン
を
使
う
の

で
、
軟
ら
か
く
な
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
鹿
部
の
早
煮
昆
布
は
、
春
先
に
養
殖
コ

ン
ブ
を
間
引
い
た
も
の
で
、
水
で
濡
ら
す
と
、

す
ぐ
に
軟
ら
か
く
な
る
の
で
と
て
も
巻
き
や

す
く
、
味
も
染
み
や
す
い
で
す
ね
。
今
日
は

早
煮
昆
布
を
２
枚
重
ね
に
し
て
生
タ
ラ
コ

を
巻
き
ま
す
。
か
ん
ぴ
ょ
う
で
縛
っ
て
、
し

ょ
う
ゆ
、
み
り
ん
、
砂
糖
で
味
付
け
を
し
て

か
ら
煮
ま
す
。
タ
ラ
コ
に
火
が
通
っ
て
少
し

経
っ
た
ら
、
冷
ま
し
て
出
来
上
が
り
で
す
。

木
村　

昆
布
巻
き
が
こ
ん
な
に
早
く
で
き

る
な
ん
て
驚
き
で
す
。
そ
れ
で
は
い
た
だ
き

ま
す
。
三
平
汁
は
肝
や
昆
布
の
出
汁
が
身

体
に
染
み
渡
り
ま
す
ね
。
昆
布
巻
き
は
見

た
目
も
き
れ
い
で
す
ね
。
昆
布
の
軟
ら
か
さ

や
タ
ラ
コ
の
き
め
細
か
な
食
感
が
最
高
で

す
。
と
こ
ろ
で
、
鹿
部
の
お
正
月
料
理
と
い

え
ば
何
で
し
ょ
う
か
。　
　
　

吉
田　

く
じ
ら
汁
と
茶
碗
蒸
し
が
無
け
れ

ば
年
越
し
は
で
き
ま
せ
ん
よ
！

柳
沢　

道
南
の
ス
ー
パ
ー
で
は
年
末
に
は
必

ず
鯨
肉
を
売
っ
て
い
ま
す
。
私
は
脂
身
が
少

な
い
赤
身
を
選
び
ま
す
。
皮
が
付
い
た
真
っ

白
い
脂
身
を
使
う
所
も
あ
り
ま
す
。
鯨
肉

は
お
湯
で
煮
て
、
脂
抜
き
を
し
て
か
ら
大
き

な
鍋
に
入
れ
、
あ
く
と
脂
を
取
り
ま
す
。
鍋

に
ワ
ラ
ビ
や
フ
キ
、
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
の
山
菜

も
た
っ
ぷ
り
で
す
。　

木
村　

道
南
は
歴
史
が
古
い
の
で
、
各
地

域
に
伝
わ
る
お
正
月
料
理
も
彩
り
が
と
っ
て

も
豊
か
で
す
ね
。
農
村
や
漁
村
に
は
伝
統

の
料
理
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
お
正
月

が
待
ち
遠
し
く
な
っ
て
き
ま
す
ね
！

木
村　

開
店
か
ら
半
年
経
ち
ま
し
た
ね
。

平
井　

最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
お
客
さ
ん

と
お
話
が
で
き
る
余
裕
が
で
き
ま
し
た
。「
こ

ん
な
お
い
し
い
魚
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
！
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
、
私
た
ち

の
ま
か
な
い
料
理
を
「
こ
れ
も
食
べ
て
み

て
！
」
と
配
っ
ち
ゃ
う
。
浜
の
母
さ
ん
っ
て
み

ん
な
そ
う
で
す
。
お
い
し
い
っ
て
言
わ
れ
る

と
う
れ
し
く
な
っ
ち
ゃっ
て
。　

木
村　

せ
っ
か
く
な
の
で
プ
レ
ミ
ア
ム
御
膳

の
煮
魚
を
キ
ン
キ
で
お
願
い
し
ま
す
！　
　

平
井　

新
鮮
な
キ
ン
キ
の
煮
魚
。
タ
ラ
コ
も

付
い
て
２
０
０
０
円
。
お
得
で
し
ょ
う
。

木
村　

脂
が
乗
っ
て
、
キ
ン
キ
の
だ
し
が
出

た
煮
汁
も
全
部
飲
み
干
し
た
く
な
り
ま
す
。

う
ぅ
〜
こ
れ
は
ぜ
い
た
く
で
す
！　

木
村　

出
店
の
き
っ
か
け
は
鹿
部
町
か
ら
の

提
案
だ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。　
　
　

平
井　

漁
師
の
奥
さ
ん
ば
か
り
で
、
誰
も

お
店
を
開
い
た
経
験
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
本
当
に
で
き
る
の
か
な
…
と
。　
　

吉
田　

お
客
さ
ん
が
一
度
に
１
０
０
人
も

来
る
と
大
変
で
し
た
。
今
は
15
人
の
母
さ

ん
た
ち
が
交
代
で
働
い
て
い
ま
す
。

柳
沢　

今
ま
で
鹿
部
に
は
、
前
浜
で
と
れ

た
魚
料
理
を
出
す
お
店
が
無
く
、
地
元
の

人
も
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

吉
田　

浜
の
仕
事
や
家
事
も
あ
り
ま
す
が
、

食
堂
に
い
る
時
間
が
一
番
楽
し
い
で
す
ね
。

木
村　

お
魚
の
消
費
拡
大
に
も
つ
な
が
る
の

で
漁
師
の
お
父
さ
ん
た
ち
も
喜
ん
で
い
る
そ

う
で
す
ね
。
浜
の
母
さ
ん
た
ち
の
パ
ワ
ー
は

本
当
に
頼
も
し
い
で
す
よ
。　

Profile

木村 光江
（きむら・みつえ）

北
海
道
フ
ー
ド
マ
イ
ス
タ
ー・ク
ッ
キ
ン
グ
講
師

北
海
道
の
食
と
農
を
テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン
ト
司
会
、商
品・レ

シ
ピ
開
発
、講
演
活
動
な
ど
に
携
わ
る
。市
民
団
体「
る

る
る
♪
キ
ッ
チ
ン
ガ
ー
デ
ン
く
ら
ぶ
」主
宰　

デ
コ
巻
き

ず
し
北
海
道
支
部
代
表　
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1

昭和55年生まれ。京都市出身。立命館大学卒業後、株式会社ファ
ンケルで商品企画に従事。平成21年に退職、結婚と同時に夫婦
で北海道に移住。３年間の農業研修を経て、平成24年に遠軽町
白滝に「えづらファーム」（江面暁人代表）として新規就農した。同
ファームは約42ヘクタールの農地で、じゃがいも、小麦、てん菜、
スイートコーンを生産。年間50人ほどの住み込みアルバイトの受
け入れや、農家民宿運営、町内産の麦から使ったヒンメリの会「ａｕ
ｒｉｎｋｏ」の活動など、多方面で活躍している。

Profile
江面　陽子（えづら・ようこ）氏
農家民宿えづらファーム代表
えんがるヒンメリの会 ａｕｒｉｎｋｏ代表

族
が
仕
事
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
自
然

の
中
が
職
場
で
あ
る
こ
と
に
憧
れ
を
抱
い

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
28
歳
に
な
っ
て
「
農

家
に
な
る
ぞ
」
と
決
心
し
ま
し
た
。
都
内

で
挙
げ
た
結
婚
式
の
翌
日
、
式
場
に
行
っ

た
車
で
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
、
夫
の
地
元
で

も
あ
る
北
海
道
に
移
住
し
ま
し
た
。　
　

地
域
に
溶
け
込
む
サ
ポ
ー
ト
を

　

移
住
後
の
３
年
は
、
農
業
研
修
を
受

け
ま
し
た
。
１
年
目
は
北
見
で
畑
作
の
研

修
を
受
け
ま
し
た
。
農
業
経
験
も
無
く
、

方
言
も
分
か
り
ま
せ
ん
。「
腐
っ
た
種
芋

投
げ
と
い
て
〜
」
と
言
わ
れ
、
一
生
懸
命

に
遠
く
に
投
げ
て
い
た
よ
う
な
レ
ベ
ル
で

す
が
、
機
械
化
さ
れ
た
大
規
模
農
業
の
す

ご
さ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
は
全
く
違
う
働

き
方
に
衝
撃
を
受
け
、
畑
作
農
家
を
目

指
す
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

新
規
就
農
に
必
要
な
農
地
は
奪
い
合
い
で

す
。
各
地
の
市
町
村
に
相
談
し
ま
し
た
が

家
族
と 

一 

緒
に
過
ご
す
暮
ら
し
を

　

私
た
ち
は
平
成
24
年
、
人
口
約
７
０
０

人
の
遠
軽
町
白
滝
で
〈
え
づ
ら
フ
ァ
ー
ム
〉

と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
脱
サ

ラ
新
規
就
農
で
す
。
結
婚
前
、
夫
は
東
京

の
人
材
教
育
系
Ｉ
Ｔ
企
業
の
営
業
職
で
し

た
。
い
つ
も
出
社
は
朝
６
時
―
帰
宅
は
終

電
で
す
。
私
は
株
式
会
社
フ
ァ
ン
ケ
ル
で

商
品
企
画
を
担
当
し
て
お
り
、
仕
事
は
楽

し
く
、
や
り
甲
斐
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

二
人
で
平
日
に
過
ご
す
時
間
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
「
仕
事
と
は
そ
う
い
う
も
の

だ
」
と
お
互
い
納
得
し
て
い
ま
し
た
。

　

夫
の
会
社
の
先
輩
が
「
次
は
い
つ
帰
っ

て
く
る
の
？
」
と
子
ど
も
に
言
わ
れ
た
と

い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
結
婚
し
て
家
庭

を
持
っ
た
ら
私
た
ち
も
―
と
い
う
予
感
が

し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
生
活
や
今
後
の
生

き
方
に
疑
問
を
感
じ
、
転
職
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
私
は
仕
事
で
農
家
さ
ん
と
接

す
る
機
会
が
あ
り
、
農
家
の
仕
事
は
、
家

「
土
地
は
無
い
よ
」
と
い
う
回
答
ば
か
り
で

困
っ
て
い
た
と
き
、
白
滝
で
畑
作
農
家
と

し
て
就
農
し
た
大
久
保
農
場
さ
ん
の
記
事

を
専
門
紙
で
読
み
、
す
ぐ
に
訪
問
し
ま
し

た
。
２
年
間
の
研
修
受
け
入
れ
だ
け
で
は

な
く
、
離
農
予
定
だ
っ
た
農
家
も
紹
介
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

白
滝
の
人
口
密
度
は
１
平
方
㌔
当
た

り
２
人
―
。
広
い
畑
の
中
で
「
私
た
ち
だ

け
だ
ね
」
と
思
う
時
も
あ
り
ま
す
。
東

京
の
人
口
密
度
は
６
１
０
０
人
。
住
民

同
士
の
注
目
度
は
３
０
０
０
倍
に
な
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
最
初
は
違
和
感
が
あ

り
ま
し
た
。
自
分
が
や
っ
た
こ
と
は
次
の

日
に
は
み
ん
な
に
知
ら
れ
て
い
る
。
何
気

な
く
話
し
た
こ
と
が
、
誤
解
混
じ
り
の
噂

話
と
し
て
広
ま
り
「
周
り
は
み
ん
な
敵

だ
」
と
い
う
感
覚
に
な
っ
た
こ
と
も
正
直

あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
市
町
村
で
移
住
者
や
新
規
就

農
者
な
ど
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
定

住
後
の
サ
ポ
ー
ト
は
大
切
で
す
。
地
域
と

の
関
係
に
悩
ん
で
い
た
頃
、
遠
軽
町
の
職

員
さ
ん
の
企
画
で
就
農
研
修
生
の
飲
み
会

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
励
ま
し
合
う
仲

間
が
で
き
た
こ
と
が
、
と
て
も
大
き
な
救

い
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
中
で
移
住
者

な
ど
同
じ
立
場
の
人
た
ち
を
紹
介
し
て
あ

げ
る
こ
と
は
大
切
で
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
の
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と

教
え
て
あ
げ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
酪
農

家
さ
ん
に
ペッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
っ
た
牛
乳

を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
ペッ
ト
ボ
ト

ル
は
洗
っ
て
返
す
の
が
ル
ー
ル
な
ん
で
す
。

私
た
ち
は
、
普
通
に
捨
て
る
も
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
相
手
は
「
ど
う
し
て

返
し
て
く
れ
な
い
ん
だ
？
」
と
不
審
に
感

じ
ま
す
ね
。
こ
う
い
う
小
さ
な
誤
解
が
積

み
重
な
る
こ
と
で
「
常
識
が
無
い
人
だ
」

と
い
う
評
価
が
広
が
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

高
品
質
の「
白
滝
じ
ゃ
が
」

　

た
く
さ
ん
の
苦
労
も
し
ま
し
た
が
、
今

で
は
本
当
に
良
い
選
択
だ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
支
え
も
あ
り
、

私
た
ち
夫
婦
は
、
４
歳
の
娘
と
幸
せ
に
暮

ら
し
て
い
ま
す
。〈
え
づ
ら
フ
ァ
ー
ム
〉
は

小
麦
や
て
ん
菜
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
じ
ゃ

が
い
も
な
ど
の
原
料
作
物
の
生
産
を
収
入

の
基
盤
に
し
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
い
る
姿
を

見
る
こ
と
が
少
な
く
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

地
図
上
の
距
離
よ
り
心
の
距
離

　

昨
年
の
農
閑
期
か
ら
、
農
家
民
宿
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
の
家
は
、

第
三
者
継
承
で
譲
り
受
け
た
大
き
な
家

な
の
で
、
２
階
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
農
家

民
宿
を
始
め
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
に
は
、

親
戚
や
友
達
が
遊
び
に
来
て
く
れ
た
時
の

よ
う
な
感
覚
で
接
し
ま
す
。
畑
で
獲
っ
た

じ
ゃ
が
い
も
を
食
べ
比
べ
て
も
ら
っ
た
り
、

お
風
呂
や
洗
濯
機
な
ど
も
自
由
に
使
っ
て

も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
農
家
の
日
常

生
活
を
一
緒
に
過
ご
す
と
い
う
〝
お
も
て

な
し
〞
が
喜
ば
れ
、
年
間
１
０
０
人
を
超

え
る
お
客
さ
ん
が
利
用
し
て
く
れ
ま
す
。

　

英
語
の
サ
イ
ト
も
作
り
ま
し
た
。
６
月

は
12
組
の
お
客
さ
ん
の
う
ち
、
７
組
が
北

欧
、
米
国
、
ア
ジ
ア
な
ど
外
国
の
お
客
さ

ん
で
し
た
。
最
近
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪

日
外
国
人
観
光
客
）
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
方
に
こ

そ
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。　
　

　

外
国
の
お
客
さ
ん
は
、
私
た
ち
の
ブ
ロ

グ
や
フェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
何
カ
月
も
前
か
ら

見
て
「
早
く
こ
の
人
た
ち
の
所
に
泊
ま
り

に
行
き
た
い
な
」
と
親
近
感
を
持
っ
て
白

滝
に
や
っ
て
来
ま
す
。
ア
ク
セ
ス
は
と
て
も

悪
く
、
有
名
観
光
地
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
実
際
の
距
離
感
を
心
理
的
な
距
離
の

近
さ
が
上
回
り
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
自
治
会
の
お
祭
り

維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
農
産
物

の
通
信
販
売
や
農
家
民
宿
な
ど
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
日
は
そ
の
一
端

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

夏
場
の
白
滝
は
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
激

し
く
、
デ
ン
プ
ン
価
に
優
れ
た
じ
ゃ
が
い

も
が
収
穫
で
き
ま
す
。
農
地
の
条
件
は
悪

い
の
で
す
が
、
水
は
け
が
良
く
、
ホ
ク
ホ

ク
し
た
じ
ゃ
が
い
も
を
育
て
る
の
に
適
し

て
い
ま
す
。
平
成
17
年
に
遠
軽
町
と
合
併

し
た
〈
白
滝
村
〉
の
名
前
を
残
し
た
い
と

い
う
住
民
の
願
い
か
ら
、
地
区
で
生
産
し

て
い
る
じ
ゃ
が
い
も
を
「
白
滝
じ
ゃ
が
」
と

名
付
け
ま
し
た
。
農
家
の
お
母
さ
ん
た
ち

は
「
じ
ゃ
が
り
ん
ピ
ッ
ク
」
と
い
う
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
入
賞
作
品
を
ま
と

め
た
レ
シ
ピ
本
を
発
行
す
る
な
ど
、
熱
心

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
遠
軽
町
で
は
「
白

滝
じ
ゃ
が
」
と
レ
シ
ピ
本
を
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。　

　
〈
え
づ
ら
フ
ァ
ー
ム
〉
で
も
、
珍
し
い
じ

ゃ
が
い
も
を
詰
め
合
わ
せ
た
セ
ッ
ト
商
品

を
通
信
販
売
し
て
い
ま
す
。
苦
労
し
て
作

っ
た
「
白
滝
じ
ゃ
が
」
で
す
の
で
、
安
売
り

は
せ
ず
、
そ
の
価
値
を
き
ち
ん
と
伝
え
て

欲
し
い
と
思
い
、
東
京
の
三
越
に
出
荷
し

て
い
ま
す
。
日
本
橋
、
銀
座
、
恵
比
寿
の

各
店
に
〈
え
づ
ら
フ
ァ
ー
ム
〉
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
く
れ
ま
し
た
。
札
幌
の
東
急
百

貨
店
で
も
、
女
性
農
業
者
と
一
緒
に
マ
ル

シェ
を
開
い
て
い
ま
す
。

に
参
加
し
た
い
と
い
う
お
客
さ
ん
も
数
多

く
い
ま
す
。そ
こ
に
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が

「
英
語
教
え
て
！
」
と
集
ま
っ
て
来
て
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

ボ
ラ
バ
イ
ト
と
じ
ゃ
が
い
も
先
生

　

農
家
民
宿
の
部
屋
は
、
農
繁
期
に
は
農

業
体
験
や
住
み
込
み
ア
ル
バ
イ
ト
の
宿
泊

施
設
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
道
内
の

農
家
は
高
齢
化
が
進
み
、
人
手
の
確
保
が

難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
全

国
か
ら
農
作
業
ア
ル
バ
イ
ト
を
希
望
す
る

大
学
生
な
ど
を
受
け
入
れ
る
〈
ボ
ラ
バ
イ

ト
〉
の
取
組
を
始
め
ま
し
た
。
年
間
50
人

以
上
が
１
週
間
〜
１
カ
月
の
期
間
、
住
み

込
み
で
働
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

特
に
忙
し
い
の
は
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫

期
で
す
。
参
加
者
を
確
保
す
る
た
め
、
独

自
に
〈
じ
ゃ
が
い
も
先
生
〉
の
認
定
制
度

を
始
め
ま
し
た
。
夜
の
勉
強
会
に
は
、
地

元
の
人
た
ち
を
講
師
に
招
き
、
栽
培
や
料

理
の
方
法
を
学
び
、
認
定
証
と
バッ
ジ
を

贈
り
ま
す
。〈
先
生
〉
に
な
っ
た
人
は
、
地

元
に
帰
っ
て
「
白
滝
じ
ゃ
が
」
を
販
売
す

る
マ
ル
シェ
や
料
理
教
室
を
開
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
毎
年
こ
の
時
期
に
５
〜
６
人
が

〈
先
生
〉
に
な
り
た
い
と
応
募
し
て
く
れ
る

の
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。
最
初
は
「
こ
ん

な
田
舎
に
来
る
わ
け
な
い
よ
」
と
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
で
は
地
元
の
皆
さ
ん
が

平
成
28
年
度 

北
海
道
・
市
町
村
交
流
職
員
研
修
会

日
時 

：
平
成
28
年
11
月
10
日（
木
）

主
催 

：
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

後
援 

：
北
海
道
、北
海
道
市
長
会
、

　
　
　

北
海
道
町
村
会

会
場 

：
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

農
で
暮
ら
し
、
地
域
と
生
き
る

　

〜
20
代
で
脱
サ
ラ
移
住
、
大
規
模
畑
作
農
家
へ
転
身
〜
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演
2昭和38年佐賀県生まれ。上智大学卒業後、株式会社ドン・キホーテ入

社。広報・ＩＲ・マーケティング・新規事業・インバウンドプロジェクトの責任
者を経て、平成25年より現職。ドン・キホーテグループをはじめ、国・自
治体・民間企業のインバウンド分野におけるコンサルタント業務、教育
研修事業、プロモーション連携事業に従事。神戸山手大学客員教授、
日本インバウンド教育協会理事、観光政策研究会会長などを務める。
主な著書に「インバウンド戦略」（時事通信社）、「地方創生を可能にす
るまちづくり×インバウンド『成功する7つの力』」（朝日出版社）がある。

Profile
中村　好明（なかむら・よしあき）氏
株式会社ジャパンインバウンドソリューションズ
代表取締役社長

観
光
立
国
な
く
し
て
地
方
創
生
な
し

　

私
は
平
成
20
年
に
総
合
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

ト
ス
ト
ア
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」
グ
ル
ー

プ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
の
責
任
者
と
な

り
、中
国
の「
銀ぎ

ん
れ
ん聯
カ
ー
ド
」への
対
応
や
、

訪
日
客
の
購
買
動
向
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で

分
析
し
、
サ
ー
ビ
ス
改
善
な
ど
に
務
め
て

き
ま
し
た
。
当
社
は
訪
日
客
の
２
人
に
１

人
が
利
用
す
る
ほ
ど
高
い
知
名
度
を
得

て
、
外
国
人
観
光
客
の
年
間
売
上
高
は
６

年
間
で
30
倍
に
成
長
し
ま
し
た
。
平
成
25

年
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
わ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

社
外
に
も
提
供
す
る
「
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
を
分
社
化
し
ま

し
た
。

　

本
日
、
私
が
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い

こ
と
は
「
観
光
立
国
な
く
し
て
地
方
創
生

な
し
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

と
聞
く
と
「
宿
泊
施
設
が
無
い
」「
外
国
人

に
見
て
も
ら
う
も
の
は
無
い
」
と
い
う
市

町
村
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
認

識
は
間
違
い
だ
と
断
言
で
き
ま
す
。　

　

日
本
の
人
口
は
急
速
に
減
り
続
け
、
高

齢
化
も
加
速
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
市
町

村
で
移
住
施
策
や
観
光
振
興
が
議
論
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
縮
小
を
続
け
る
パ
イ
を

奪
い
合
う
だ
け
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
日

本
と
い
う
国
は
滅
び
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば

生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
―
。
日
本

全
体
が
〈
開
国
〉
し
て
、
世
界
と
向
き
合

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
戦
略
で
あ
り
、
そ
れ
が
〈
観
光

立
国
革
命
〉
が
目
指
す
姿
な
の
で
す
。　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
定
義
と
は
？

　

新
幹
線
に
乗
る
と
「
デ
ィ
ス
・
ト
レ
イ

ン
・
イ
ズ
・
バ
ウ
ン
ド
・
ト
ゥ
・
ト
ー
キ
ョ

ー
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
入
り
ま
す
。　

　

バ
ウ
ン
ド
と
は
「
向
か
っ
て
い
る
」
と
い

う
意
味
で
す
。
す
な
わ
ち
「
Ｉ
Ｎ
・
Ｂ
Ｏ

Ｕ
Ｎ
Ｄ
」
と
は
、
日
本
に
集
ま
っ
て
く
る

人
・
モ
ノ
・
金
・
情
報
の
ベ
ク
ト
ル
の
全

て
だ
と
定
義
で
き
ま
す
。
訪
日
観
光
客
は

も
ち
ろ
ん
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
が
、
留
学
、
就
労
、
移
民
、
投

資
―
こ
れ
ら
の
全
て
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で

あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

会
社
に
韓
国
人
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
い

ま
す
。
中
学
生
の
時
、
家
族
旅
行
で
大
分

県
の
別
府
温
泉
を
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
日
本
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
高
校

で
は
日
本
語
を
選
択
し
、
日
本
の
大
学
に

留
学
し
て
、
卒
業
後
は
当
社
で
働
い
て
い

ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
は
単
な
る
レ
ジ
ャ

ー
で
は
終
わ
ら
な
い
力
も
あ
る
の
で
す
。

　

欧
州
や
北
米
で
は
、
上
場
会
社
の
経
営

者
は
３
分
の
１
以
上
が
外
国
人
で
す
。
株

式
投
資
、
不
動
産
投
資
、
事
業
投
資
な

ど
を
通
じ
て
、
世
界
の
人
た
ち
が
日
本
に

関
心
を
持
つ
機
会
を
増
や
し
て
い
く
。
市

町
村
に
置
き
換
え
る
と
、
皆
さ
ん
の
マ
チ

に
世
界
の
人
々
を
呼
び
込
む
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
こ
れ
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
す
。　

　

名
古
屋
市
の
円
頓
寺
商
店
街
は
、
つ
い

差
し
入
れ
を
届
け
て
く
れ
た
り
、
都
会
の

若
者
た
ち
と
世
代
を
超
え
た
交
流
を
深

め
た
り
す
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

今
年
は
空
き
家
を
活
か
し
た
企
業
研

修
の
受
け
入
れ
も
始
め
ま
し
た
。
私
た
ち

の
隣
家
―
２
０
０
㍍
も
離
れ
て
い
ま
す
が

―
で
独
り
住
ま
い
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
亡

く
な
り
、
親
族
の
方
が
「
壊
す
の
は
も
っ

た
い
な
い
」
と
譲
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
５
月

に
９
人
、
９
月
は
18
人
が
３
泊
４
日
で
農

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
９
月
の
研
修
で

は
、
新
入
社
員
の
皆
さ
ん
に
じ
ゃ
が
い
も

の
選
別
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
進
め
方
は

自
分
た
ち
で
考
え
て
も
ら
い
ま
す
。　

　

私
た
ち
は
約
７
０
０
㌔
の
じ
ゃ
が
い
も

を
50
分
で
選
別
し
ま
す
。
研
修
初
日
に
は

２
時
間
以
上
も
か
か
り
ま
し
た
が
、
ど
う

す
れ
ば
早
く
作
業
が
で
き
る
か
議
論
を
重

ね
、
翌
日
は
30
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
経
営
者
の
方
か
ら
は
作
業
効
率

の
改
善
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
学
ぶ
機
会
と

し
て
「
中
堅
社
員
に
も
学
ば
せ
た
い
」「
研

修
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
売
り
込
み
た
い
」

と
高
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。　

　
　
　
　

麦
わ
ら
で
作
る
遠
軽
の
ヒ
ン
メ
リ

　

こ
こ
で
「
ヒ
ン
メ
リ
」
の
取
組
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
金
色
の
麦
わ
ら
を
糸
で
つ
な

い
で
作
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
な
装

飾
品
で
す
。
町
内
で
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の

き
家
の
有
効
活
用
」
で
す
。
企
業
研
修
に

使
っ
て
い
る
家
で
は
、
旅
館
業
の
許
可
を

得
て
コ
テ
ー
ジ
タ
イ
プ
の
農
家
民
宿
を
始

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
か
な
り
の
リ
フ

ォ
ー
ム
が
必
要
で
す
が
、
地
域
に
人
を
呼

び
込
む
拠
点
に
で
き
る
と
し
て
、
町
の
支

援
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
「
離
農
に
伴
う
農
地
の
活
用
と
共

同
体
制
」
で
す
。
白
滝
で
も
農
家
の
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
農
業
の
継
続
は
深
刻

な
問
題
で
す
。
多
く
の
耕
作
放
棄
地
が
発

生
す
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
住
み
込
み
の
〈
ボ
ラ
バ
イ
ト
〉
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
で
人
手
が

足
り
な
い
農
家
に
派
遣
が
で
き
る
よ
う
な

取
組
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

三
つ
目
が
「
新
規
就
農
者
の
誘
致
」
で

す
。
人
と
は
憧
れ
や
魅
力
で
し
か
動
か
な

い
と
い
う
の
が
私
の
思
い
で
す
。
自
分
た

ち
の
農
業
を
楽
し
ん
で
成
功
さ
せ
、
魅
力

的
な
農
家
に
な
り
、
そ
の
姿
を
発
信
し
続

け
る
こ
と
で
、
一
緒
に
農
業
を
し
た
い
人

を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う
に

　
「
ヒ
ン
メ
リ
の
会
」
に
は
、
遠
軽
で
生
ま

れ
育
っ
た
仲
間
が
い
ま
す
。
今
ま
で
遠
軽

の
こ
と
を
聞
か
れ
た
ら
「
何
も
無
い
マ
チ

だ
よ
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も

今
で
は
「
ヒ
ン
メ
リ
の
町
だ
よ
」
と
胸
を

先
生
を
し
て
い
る
〈
マ
ン
ポ
さ
ん
〉
と
い

う
80
歳
の
女
性
や
友
人
と
趣
味
で
始
め

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
日
本
で
は
ま
だ

知
名
度
が
低
い
か
ら
こ
そ
「
遠
軽
町
の
ヒ

ン
メ
リ
」
と
し
て
、
ま
ち
お
こ
し
に
活
か

せ
る
と
思
い
、
町
内
の
女
性
で
「
え
ん
が

る
ヒ
ン
メ
リ
の
会  

ａア

ウ

リ

ン

コ

ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｋ
ｏ
」
を

立
ち
上
げ
て
事
業
化
し
ま
し
た
。　
　

　

都
会
で
ヒ
ン
メ
リ
を
自
作
す
る
人
も
増

え
て
い
ま
す
が
、
麦
わ
ら
が
入
手
で
き
ず
、

ス
ト
ロ
ー
で
代
用
す
る
そ
う
で
す
。
そ
こ

で
原
料
の
麦
わ
ら
に
商
品
価
値
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
１
束
５
０
０
〜
７
０
０
円
で
売

れ
ま
す
。
こ
れ
な
ら
お
年
寄
り
で
も
、
わ

ず
か
な
面
積
で
お
小
遣
い
稼
ぎ
が
で
き
ま

す
。
小
麦
が
た
く
さ
ん
取
れ
る
麦
と
、
ヒ

ン
メ
リ
に
使
う
麦
は
栽
培
方
法
が
違
い
ま

す
が
〈
マ
ン
ポ
さ
ん
〉
は
、
20
年
以
上
も

研
究
し
て
き
ま
し
た
。
き
れ
い
な
麦
わ
ら

の
作
り
方
を
広
め
て
、
遠
軽
町
の
特
産
品

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

農
家
が
で
き
る
ま
ち
お
こ
し

　

農
家
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、
農
家
だ
か

ら
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
自
分
た
ち
の
経
営
を
安
定

さ
せ
、
そ
し
て
地
域
と
と
も
に
発
展
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
私
は
今
後
の
展
開
と
し

て
三
つ
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。　
　

　

第
一
に
「
過
疎
化
に
伴
う
近
隣
の
空

張
っ
て
話
を
す
る
そ
う
で
す
。
麦
畑
を
活

か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
時
、
子
ど
も

た
ち
は
、
テ
レ
ビ
で
も
ゲ
ー
ム
で
も
な
く
、

麦
畑
に
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

生
ま
れ
育
っ
た
土
地
の
麦
畑
で
夢
中
に
な

っ
た
経
験
は
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
未

来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
「
田
舎
な
ん
て
」
と
言
う
大
人
や
「
農

業
な
ん
て
」
と
思
う
子
ど
も
ば
か
り
が
住

む
マ
チ
。
大
人
は
い
き
い
き
と
働
き
、
子

ど
も
た
ち
は
畑
の
中
で
元
気
に
遊
ん
で
い

る
マ
チ
―
。
ど
ち
ら
に
未
来
が
あ
る
で
し

ょ
う
か
。
私
は
地
域
の
人
た
ち
が
、
自
分

た
ち
の
住
む
地
域
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う

な
取
組
に
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
し
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度 

北
海
道
・
市
町
村
交
流
職
員
研
修
会

「
観
光
立
国
革
命
」

　

〜
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
3
・
0
の
衝
撃
！　

持
続
可
能
な
ニ
ッ
ポ
ン
創
生
の
た
め
の
処
方
箋
〜

日
時 

：
平
成
28
年
11
月
10
日（
木
）

主
催 

：
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

後
援 

：
北
海
道
、北
海
道
市
長
会
、

　
　
　

北
海
道
町
村
会

会
場 

：
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
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最
近
ま
で
シ
ャッ
タ
ー
街
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
廃
業
し
た
喫
茶
店
を
改
装
し
、
外
国

人
観
光
客
向
け
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
設
け

る
と
、
こ
こ
を
拠
点
に
市
内
の
街
歩
き
や
、

東
海
の
各
地
に
行
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
人
が
集
ま
り
始
め
る
と
、
近

所
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
く
人
が
現
れ
、
日

本
の
若
者
も
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
き
っ
か
け
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
は
全
国
各
地
の
ま
ち
づ
く
り

に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
進
化
を
た
ど
る

　

日
本
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
始
ま

り
は
平
成
15
年
で
す
。
小
泉
純
一
郎
首
相

が
「
観
光
立
国
」
を
宣
言
し
、
国
や
自
治

体
、
旅
行
会
社
、
航
空
会
社
、
宿
泊
施
設

と
い
っ
た
業
種
や
有
名
観
光
地
を
抱
え
る

地
域
が
協
力
し
、
海
外
の
団
体
旅
行
（
Ｇ

Ｉ
Ｔ
）
の
呼
び
込
み
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
〈
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
２
・
０
〉
の

時
代
に
当
た
り
ま
す
。
観
光
客
の
中
心
は

個
人
旅
行
に
移
り
、
旅
行
代
理
店
や
ツ
ア

ー
ガ
イ
ド
に
頼
ら
な
い
「
フ
リ
ー
・
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ト
ラ
ベ
ル
」（
Ｆ
Ｉ
T
）

が
主
流
に
な
り
ま
し
た
。
エ
リ
ア
も
大
都

市
や
有
名
観
光
地
か
ら
地
方
に
拡
散
し

ま
し
た
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
加
え
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
会
員
制
交
流
サ

イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
が
重
視
さ
れ
ま
す
。

　
〈
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
２
・
０
〉
は
、
日
本
の

免
税
制
度
が
62
年
ぶ
り
に
大
変
革
し
た

平
成
26
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
以
前
は
、

時
計
や
炊
飯
器
な
ど
の
非
消
耗
品
だ
け
が

対
象
で
し
た
が
、
全
て
の
物
品
が
免
税
対

象
に
な
り
、
流
行
語
大
賞
に
な
っ
た
「
爆

買
い
」
が
起
き
ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

伴
う
円
安
と
相
ま
っ
て
生
じ
た
一
過
性
の

現
象
で
し
た
が
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
と

な
り
、
国
内
の
免
税
店
は
５
０
０
０
店
か

ら
３
万
店
以
上
に
急
増
し
ま
し
た
。

　

今
年
に
入
り
、
百
貨
店
で
は
高
級
ブ
ラ

ン
ド
品
の
売
り
上
げ
が
減
り
、
爆
買
い
の

季
節
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
が
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
訪
日
売
り
上
げ
は
、
平
成
26

年
以
前
と
比
べ
る
と
依
然
と
し
て
高
止
ま

り
の
状
態
に
あ
り
、
円
高
基
調
に
戻
っ
て

も
、
訪
日
外
国
人
数
は
増
え
て
い
ま
す
。

　

爆
買
い
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
高
級
ブ
ラ

ン
ド
品
か
ら
、
医
薬
品
や
ベ
ビ
ー
用
品
な

ど
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。
中
国
に
お
け

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
分
析
の
結
果
か
ら
、
訪
日
客
の

ニ
ー
ズ
が「
モ
ノ
消
費
」か
ら「
コ
ト
消
費
」

に
変
化
し
て
き
た
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。

東
京
の
南
青
山
に
あ
る
美
容
室
で
は
、
ア

ジ
ア
系
の
お
客
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
に

そ
の
影
響
力
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。　
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
３
・
０
の
時
代
へ

　

私
は
平
成
32
年
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
は
「
滅
ば

な
い
日
本
を
つ
く
る
」
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
各
地
の
市
町
村
が

世
界
に
向
け
て
マ
チ
を
開
き
、
滅
ば
な
い

地
域
を
実
現
す
る
〈
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
３
・

０
〉
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
や
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
が
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
と
関
わ
り
を
持
つ
時
代
に
な
り
ま
す
。

地
域
で
も
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

全
員
で
世
界
と
向
き
合
う
お
も
て
な
し

が
求
め
ら
れ
、
行
政
に
は
部
局
の
枠
組
み

を
超
え
た
総
合
施
策
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

従
来
通
り
の
「
レ
ジ
ャ
ー
」
と
い
う
視
点

だ
け
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。　

　

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
（
持
続
可
能
性
）」
で
す
。
国
の
補

助
金
で
国
際
定
期
便
を
就
航
さ
せ
、
外

国
人
観
光
客
を
呼
び
込
ん
で
も
、
補
助

金
が
切
れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？　

春
秋

航
空
の
会
長
は
「
日
本
の
地
方
空
港
に
就

航
し
ま
し
た
が
、
中
国
に
戻
る
便
に
１
〜

２
割
で
も
日
本
人
が
乗
っ
て
く
れ
れ
ば
便

数
を
増
や
せ
る
の
に
」
と
残
念
が
り
ま
す
。

　

実
は
日
本
人
の
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
率
は

も
の
す
ご
く
低
い
。
外
国
人
の
お
客
さ
ん

に
は
「
来
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
お
き
な

が
ら
、
自
分
た
ち
は
外
国
に
行
か
な
い
の

で
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
自
治
体
ト
ッ
プ

が
ア
ジ
ア
各
国
に
行
き
「
日
本
に
来
て
く

だ
さ
い
」
と
言
う
だ
け
で
は
嫌
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。「
ツ
ー
ウ
エ
イ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

が
、
地
方
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
の

で

あ
る
こ
と
を
意
識
す
べ
き
で
す
。

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
ア
イ
デ
ア

　

東
京
の
品
川
区
で
地
域
融
合
型
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
を
営
む
渡
邊
崇
志
さ
ん
は
、
訪
日

客
に
向
け
て
、
宿
場
町
だ
っ
た
品
川
の
お

祭
り
を
積
極
的
に
紹
介
し
ま
し
た
。「
み

こ
し
を
担
ぎ
た
い
」「
法
被
を
着
て
み
た
い
」

と
い
う
人
が
い
れ
ば
、
町
内
会
に
連
絡
し

て
参
加
で
き
る
よ
う
に
手
配
し
ま
す
。

　

そ
の
体
験
が
好
評
で
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増

え
て
い
ま
す
。
品
川
区
で
は
「
英
語
少
し

通
じ
ま
す
商
店
街
」
と
い
う
取
組
も
し
て

い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
外
国
人
が
商

店
街
に
行
く
と
き
、
日
本
人
の
英
会
話
講

師
が
付
き
添
い
、
会
話
を
通
訳
す
る
の
で

す
。「
外
国
人
は
困
る
」「
英
語
は
分
か
ら

な
い
」
と
言
っ
て
い
た
商
店
の
お
じ
さ
ん
や

お
ば
さ
ん
も
、
経
験
を
重
ね
る
う
ち
に
、

英
語
ア
レ
ル
ギ
ー
が
無
く
な
り
ま
す
。　

　

私
の
ふ
る
さ
と
佐
賀
県
で
は
、
佐
賀
市

の
「
柳
町
」
と
い
う
宿
場
町
の
カ
フ
ェ
が

人
気
で
す
。
嬉う

れ
し
の野
茶
で
知
ら
れ
る
お
茶
の

産
地
で
、
江
戸
時
代
に
は
長
崎
港
を
経
て

紅
茶
を
輸
出
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
当

時
の
製
法
を
再
現
し
た
紅
茶
の
専
門
店

を
開
き
ま
し
た
。
２
階
で
は
、
婚
礼
衣
装

屋
が
着
物
を
レ
ン
タ
ル
し
て
お
り
、
和
服

で
マ
チ
を
散
策
す
る
ア
ジ
ア
系
観
光
客
が

増
え
て
い
ま
す
。「
う
ち
に
は
無
理
」「
有

り
得
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
市
町
村
で
も
、

こ
う
し
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
ア
イ
デ
ア

次
第
で
可
能
性
は
広
が
り
ま
す
。　
　

米
仕
事
と
花
仕
事

　
Ｊ
Ｒ
九
州
の
豪
華
寝
台
列
車
「
な
な
つ

星
in
九
州
」
の
デ
ザ
イ
ン
で
知
ら
れ
る
水

戸
岡
鋭
治
さ
ん
の
本
を
読
み
、
感
銘
を
受

け
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
米
仕
事
」
と

「
花
仕
事
」
で
す
。
水
戸
岡
さ
ん
は
岡
山

県
の
農
村
で
育
ち
ま
し
た
。
昔
の
農
家
は

朝
か
ら
自
分
の
田
ん
ぼ
で
働
き
、
昼
か
ら

は
水
路
整
備
や
祭
り
の
準
備
に
時
間
を

費
や
す
の
が
当
た
り
前
で
し
た
。
稼
ぐ
た

め
の
「
米
仕
事
」
と
、
地
域
社
会
に
奉
仕

す
る
「
花
仕
事
」
を
両
方
担
い
ま
し
た
。

　

高
度
経
済
成
長
の
時
代
、
多
く
の
人
が

都
会
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
り
「
米
仕
事
」

の
専
業
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
人
口

が
急
減
す
る
地
域
社
会
は
維
持
で
き
ま

せ
ん
。
住
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
社
会

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
市
町
村
職
員
の
皆
さ
ん
か
ら

「
公
務
員
は
『
花
仕
事
』
を
ど
う
捉
え
れ

ば
良
い
の
で
す
か
？
」
と
質
問
を
受
け
ま

す
。
答
え
は
三
つ
で
す
。
一
つ
は
職
務
を

超
え
、
市
町
村
全
体
の
利
益
を
考
え
て
行

動
す
る
こ
と
。
二
つ
目
は
自
分
の
マ
チ
だ

け
で
な
く
、
隣
接
す
る
市
町
村
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
広
域
で
考
え
る
こ
と
。
三

つ
目
は
民
間
の
人
た
ち
と
フ
ラ
ッ
ト
な
関

係
を
築
き
、
協
働
す
る
こ
と
で
す
。　

　

愛
知
県
で
開
か
れ
た
、
あ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
こ
の
話
を
す
る
と
、
地
元
の
大
学

教
授
が
「
米
偏
に
花
と
書
い
て
糀
（
こ
う

じ
）
と
読
み
ま
す
。
米
仕
事
と
花
仕
事
の

両
方
を
で
き
る
人
が
い
る
と
、
糀
菌
の
よ

う
に
ま
ち
を
醸
す
力
に
な
る
の
で
す
」
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
地
域
に
は
個
々
の

利
害
を
超
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
統

合
し
、
一
体
感
を
醸
し
出
す
こ
と
が
で
き

る
リ
ー
ダ
ー
が
求
め
ら
れ
ま
す
。　

　

行
政
マ
ン
の
仕
事
と
は
、
地
域
を
醸
す

力
を
持
つ
民
間
の
リ
ー
ダ
ー
を
見
出
し
、

徹
底
的
に
応
援
す
る
こ
と
で
す
。
ス
ー
パ

ー
公
務
員
と
し
て
全
国
の
表
舞
台
で
華
々

し
く
活
躍
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
行

政
の
役
割
は
先
頭
に
立
つ
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
民
間
で
活
動
し
て
い
る
若
者
た

ち
の
中
か
ら
「
醸
す
力
」
を
備
え
た
リ
ー

ダ
ー
を
見
出
し
、
育
成
す
る
こ
と
こ
そ
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　

公
共
哲
学
的
視
点
で
考
え
る

　

私
は
大
学
・
大
学
院
で
公
共
哲
学
を

専
攻
し
ま
し
た
。
公
共
哲
学
の
最
も
重
要

な
概
念
は
〈
公
共
世
界
〉
で
す
。
英
語
で

言
う
と
〈
Ｐ
Ｕ
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
〉
で
、
公

共
を
意
味
す
る
Ｐ
Ｕ
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
が
複
数

形
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
公
（
お
お
や
け
）」

と
い
う
概
念
は
、
海
外
で
は
決
し
て
一
つ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
、
古
く
か

ら
国
や
自
治
体
を
指
し
て
「
お
上
（
か

み
）」
と
呼
び
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
共
を
自

分
た
ち
の
生
活
よ
り
も
上
に
あ
る
も
の
と

感
じ
る
垂
直
的
な
上
下
関
係
で
す
。　
　

　

し
か
し
、
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
今
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど

の
市
民
活
動
も
盛
ん
で
す
。
企
業
で
も
Ｃ

Ｓ
Ｒ
（
社
会
的
責
任
）
の
理
念
が
一
般

化
し
て
き
ま
し
た
。
官
も
民
も
対
等
な
イ

コ
ー
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
一
緒
に

公
共
世
界
を
つ
く
る
関
係
が
整
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
を
構
築

す
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
も

必
要
で
す
。「
自
分
の
マ
チ
と
隣
の
マ
チ
」

「
日
本
人
と
外
国
人
」
と
い
う
よ
う
に
「
私

と
あ
な
た
」
を
区
別
し
て
考
え
る
の
で
は

な
く
、
常
に
「
私
た
ち
」
と
し
て
考
え
る

パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

も
は
や
、
地
域
や
業
界
の
中
で
小
さ
な
パ

イ
を
奪
い
合
う
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

東
京
の
新
宿
で
平
成
26
年
か
ら
、
ド

ン
・
キ
ホ
ー
テ
や
三
越
伊
勢
丹
な
ど
10
数

社
が
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組
み
、
中
国
の
大

型
連
休
で
あ
る
春
節
の
時
期
に
「
新
宿
シ

ョッ
ピ
ン
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
続
け
て

い
ま
す
。
中
国
語
な
ど
４
カ
国
語
の
お
買

い
物
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
や
、
商
店
街

に
多
言
語
の
フ
ラ
ッ
グ
を
掲
示
す
る
な
ど

に
よ
り
、
歓
迎
ム
ー
ド
を
演
出
し
ま
す
。

　

ラ
イ
バ
ル
同
士
が
連
携
す
る
こ
と
で
全

員
が
勝
者
に
な
る
―
。
そ
れ
が
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
で
す
。
北
海
道
で
も
地
域
間
で
連
携

を
深
め
、
民
間
と
行
政
が
有
機
的
に
協

働
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
の

取
組
が
進
む
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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北
海
道
未
来
人
財
応
援
基
金
の
創
設
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

北
海
道
総
合
政
策
部
政
策
局

道

情
政

報

は
じ
め
に

　

北
海
道
は
、
平
成
30
年
に
「
北
海
道
」

と
命
名
さ
れ
て
か
ら
１
５
０
年
目
と
い
う

記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
節
目
に
際
し
、
先
人
た
ち
が
弛
ま
ぬ

努
力
と
情
熱
で
築
き
上
げ
て
き
た
ふ
る
さ
と

「
北
海
道
」
を
、
こ
れ
か
ら
先
の
50
年
後
も
、

１
０
０
年
後
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
素
晴

ら
し
い
、
将
来
に
わ
た
り
「
輝
き
つ
づ
け
る

北
海
道
」
と
し
て
、
今
の
私
た
ち
が
後
の
世

代
へ
し
っ
か
り
と
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

世
界
を
見
据
え
た
人
材
育
成

　

今
、
北
海
道
は
全
国
を
上
回
る
ス
ピ
ー

ド
で
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
、

そ
の
一
方
で
、
外
国
人
観
光
客
の
増
加
や

道
産
食
品
の
輸
出
拡
大
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
急
速
に
進
展
す
る
な
ど
、
本
道
を

取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
世
界
の
中
の
北
海
道
を
意

の
学
び
や
国
際
的
競
技
大
会
な
ど
の
参
加

に
必
要
な
渡
航
費
や
生
活
費
、
研
修
費
な

ど
に
対
し
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
応
援
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
全
て
の
コ
ー
ス
で
、
所
属
団
体
や

学
校
等
の
確
認
や
推
薦
を
求
め
る
予
定
で

す
。

【
学
生
留
学
コ
ー
ス
】

　

道
内
在
住
の
大
学
生
等
が
北
海
道
の
特

徴
や
優
位
性
を
活
か
せ
る
農
林
水
産
業
、

食
関
連
・
も
の
づ
く
り
、
観
光
、
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
を
海
外
で
学
ぶ
際
に
必
要

な
費
用
を
助
成
す
る
予
定
で
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
コ
ー
ス
】

　

道
内
に
お
い
て
、
世
界
を
見
据
え
た
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
を
目
指
す
方
が
自
ら
の
指

導
能
力
の
向
上
の
た
め
に
海
外
で
学
ぶ
（
大

学
等
で
の
講
習
、
海
外
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

お
け
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
な
ど
）
際
の
費
用
を

助
成
す
る
予
定
で
す
。

【
若
手
芸
術
家
コ
ー
ス
】

　

道
内
の
若
手
芸
術
家
が
海
外
で
優
秀
な

指
導
者
か
ら
レ
ッ
ス
ン
を
受
講
す
る
場
合
や

国
際
的
競
技
大
会
へ
出
場
す
る
場
合
の
費

用
を
助
成
す
る
予
定
で
す
。

【
未
来
の
匠
コ
ー
ス
】

　

本
道
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な

価
値
の
創
造
や
新
た
な
北
海
道
ブ
ラ
ン
ド

の
創
出
等
の
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
職
人
」
と

し
て
世
界
レ
ベ
ル
で
の
活
躍
を
目
指
す
方
の

海
外
研
修
や
国
際
的
競
技
大
会
へ
参
加
す

る
際
の
費
用
を
助
成
す
る
予
定
で
す
。

基
金
事
業
の
若
者
の
募
集
開
始
時
期

　

基
金
事
業
に
よ
る
若
者
へ
の
助
成
は
、
平

成
29
年
度
の
取
組
と
な
り
ま
す
が
、
募
集

開
始
は
本
年
度
内
か
ら
実
施
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。　

　

募
集
を
始
め
る
際
は
、
報
道
発
表
や
道

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
は
も
と
よ

り
、
大
学
や
各
関
係
団
体
への
通
知
な
ど
に

よ
り
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
各
コ
ー
ス

の
助
成
額
や
助
成
期
間
と
い
っ
た
制
度
の
詳

細
も
、
募
集
開
始
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
援
パ
ー
ト
ナ
ー

　
こ
の
基
金
は
、
道
と
民
間
の
皆
様
と
の
協

働
の
も
と
で
運
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

識
し
、「
そ
の
先
の
道
へ
」
突
き
進
ん
で
い
く

力
強
さ
を
持
ち
、
北
海
道
の
未
来
を
担
う

若
者
た
ち
を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
未
来
や
世
界

を
見
据
え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
あ
ふ
れ
、

優
れ
た
能
力
を
有
す
る
道
内
各
地
域
の
大

切
な
宝
物
で
あ
る
若
者
た
ち
の
世
界
へ
の
挑

戦
を
応
援
す
る
た
め
、「
北
海
道
未
来
人
財

応
援
基
金
」
を
昨
年
12
月
に
創
設
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
基
金
は
、
道
の
拠
出
は
も
と

よ
り
、
企
業
や
道
民
の
皆
様
か
ら
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
官
民
一
体
と
な
っ
て

制
度
を
運
営
し
て
い
く
も
の
と
し
て
お
り
、

ま
ず
は
、
10
〜
15
名
程
度
の
若
者
た
ち
を

平
成
29
年
度
よ
り
応
援
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

基
金
事
業
の
概
要
案

　

本
基
金
に
よ
る
人
材
育
成
事
業
は
、
具

体
的
に
は
、
次
の
四
つ
の
コ
ー
ス
を
検
討
し

て
お
り
、
面
接
な
ど
の
審
査
を
経
て
選
抜

し
た
若
者
た
ち
（
未
来
人
財
）
の
海
外
で

す
。
現
在
、
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
個

人
や
企
業
の
皆
様
か
ら
の
寄
附
を
呼
び
か

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
寄
附
し
て
い
た

だ
い
た
皆
様
に
は
「
未
来
人
財
応
援
パ
ー

ト
ナ
ー
」
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
応
援
を
受

せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
法
人
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
口
10
万
円
以
上
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
い
た
場
合
、
パ
ー
ト
ナ
ー
登
録
証
を

発
行
い
た
し
ま
す
。（
個
人
の
寄
附
額
は
任

意
で
す
。）

　

な
お
、
寄
附
金
を
道
内
銀
行
や
信
用
金

庫
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
振
り
込
ま

れ
る
場
合
は
、
振
込
手
数
料
が
無
料
と
な

り
ま
す
の
で
、
そ
の
手
続
き
に
つ
い
て
も
、

道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
個
人
の
方
に
あ
っ
て
は
、
寄
附
金

額
の
２
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分
の
一
定

額
ま
で
が
住
民
税
と
所
得
税
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。
企
業
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

寄
附
金
の
全
額
が
損
金
算
入
可
能
と
な
る

税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

税
負
担
の
軽
減
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
も
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
事
務
局
】

北
海
道
総
合
政
策
部
政
策
局
総
合
教
育
班

　

直
通
電
話
０
１
１
・
２
０
６
・
７
３
８
０

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/

　

ssa/m
irai-jinzai.htm

け
る
若
者
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
様
が
、
道
が

開
催
す
る
成
果
報
告
会
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
に
向
け
た
行
事
な
ど
で
交
流
で

き
る
な
ど
、
継
続
的
に
関
わ
り
あ
う
仕
組

み
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
協
力
の
お
願
い

　
「
輝
き
つ
づ
け
る
北
海
道
」
の
実
現
を
目

指
す
に
あ
た
り
、
北
海
道
に
と
っ
て
未
来
を

担
う
若
者
た
ち
こ
そ
が
大
切
な
財
産
で
す
。

　

意
欲
に
あ
ふ
れ
世
界
的
な
視
野
を
も
つ

若
者
の
世
界
へ
の
挑
戦
を
応
援
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
是
非
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
ご
寄
附
に
つ
い
て
ご
検
討
を
い
た
だ

け
る
場
合
は
、
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
道
の
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
既
に
受
け
付
け

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
寄
附
金
付
き
協
賛
商
品
の
販
売

な
ど
の
ご
検
討
を
い
た
だ
け
る
企
業
様
も

併
せ
て
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
声
掛

け
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

さ
ら
に
、
自
治
体
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
地
域
住
民
の
方
々
へ
の
周
知
に
つ
い

て
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
職
場
単
位
で
の
寄
附

に
つ
き
ま
し
て
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

税
制
上
の
優
遇
措
置
な
ど

　

ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
様
は
、
ご
承

諾
の
も
と
、
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
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町内企業が人材を求めている
上砂川町は本年度、町外在住のシングルマザ

ーなどを対象とする、住宅の提供と就業体験を
セットにした移住体験事業をスタートする。今年
２月に完成するシェアハウスを拠点にして、町内
企業での仕事と暮らしを同時に体験してもらい、
最終的な定住につなげていきたい考えだ。
町内の人口は昭和25年の３万１４０６人を

ピークに減少を続け、基幹産業だった石炭鉱業
の衰退とともに過疎化が進行。昭和60年に１万
人を割り込み、三井砂川炭鉱の閉山から16年
後の平成15年には５０００人を下回った。昨年
12月現在の人口は３２５８人。近年は年間１０
０人のペースで人口減少が続いている。　
町内の工業団地には、炭鉱閉山の前後に進出

した複数の優良企業が立地している。約１００
人の従業員を雇用するマイクログラス株式会社
は、従業員の９割が女性で、いずれも正社員と
して働いている。同社は医療機関などが臨床試
験で使用する顕微鏡用のカバーグラス製造で国
内シェアのおよそ半分を占めている。工業団地
では球状太陽電池を製造しているスフェラーパワ
ー株式会社（京都市）の上砂川事業所、パン粉
製造の共栄フード株式会社（東京）の北海道工
場などの優良事業所が操業しているが、いずれ
も労働力不足という共通の悩みを抱えている。

シェアハウスで暮らしをイメージ
　町外在住のシングルマザーなどを対象とした移
住体験事業は、収入が安定した仕事や快適な住環
境の提供を通じて、町内で安定した生活基盤を確
保してもらうことが目標だ。同時に町内の事業所で
不足している労働力の確保を進める狙いがある。
プロジェクトには町、第３セクターの上砂川振
興公社、障がい者福祉施設エルムの里、上砂川
商工会議所青年部が参加している。移住希望者
に提供するシェアハウスは、閉鎖していた旧下鶉
児童館（２１６平方㍍）を改修し、1～5人程度
利用できる個室３室を整備した。月額1万5千
円～の利用料で貸し出す予定だ。就業体験の期
間中は、シェアハウスを拠点に町内での生活を
体験してもらい、最終的な定住につなげていき
たい考えだ。　　
町企画課の大石太・地方創生担当係長は「町

内には女性の正社員登用に積極的な企業が多く
あります。しかし、町内だけでは必要な人数を確
保することができず、近隣市町村から働きに来る
人も多い状況です。仕事と住宅の確保という移
住のハードルを解消することで、母子家庭の母
親などに積極的に移住してもらい、町内企業の
人材確保にも結び付けていきたいと考えていま
す。シェアハウスは供用開始前ですが、既に数
件の問い合せもあります」と手応えを語る。

政

情
策

報

市
町
村
の
動
き
市
町
村
に
よ
る
注
目
の
取
組
や
地
域
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す

小樽市は、日本海を一望する天狗山や小樽運
河沿いの夜景を活かした観光資源の開発や滞在
型観光の推進を目指して〈夜のまち歩き〉をテ
ーマにしたモニターツアーを初めて実施する。
平成25年度以降、市内を訪れる観光客数は

年間７００万人を超えているが、このうち宿泊客
数は１割程度に過ぎず、滞在型観光の推進によ
る宿泊客数の増加が課題となっている。市は夜
の小樽の魅力をアピールできる体験型観光メニ
ューの開発に向けて、道内外から公募した希望
者を対象にモニターツアーを開催する。　　
ツアーは４コースを設定。Ａコースは人力車

で小樽運河周辺を巡り、すし店での夕食やガラ
ス工芸を体験。Ｂコースは天狗山からの夜景鑑
賞や運河の散策、ワインとディナーを楽しむ。花
園歓楽街やホテルのバーでカクテルや音楽を満
喫するＣコース、市総合博物館長の歴史講話や
運河沿いの街歩きを楽しむＤコースがある。
市観光振興室の嶋崎哲也主幹は「外国人観

光客などから夜間に楽しめる場所が無いとの指
摘も多く、既存の運河クルーズや夜景鑑賞に加
えて、夜間も利用できる体験メニューや歴史的建
造物の見学ツアーなど、夜の観光資源を開拓し
て宿泊客の増加につなげたい」と展望を語る。

人力車で運河周辺の観光スポットを巡る

災害用備蓄水「うららの雫」

北海道三大夜景の「天狗山夜景」は人気メ
ニューの一つ

ネーミング「うららの雫」を考案した野上由
佳さん（左）と池田拓町長

浦河町は、野
のぶか

深浄水場の原水をボトル詰めした
「５年保存水」を災害時に備えて町内の避難所
に備蓄するとともに、住民から愛称募集を行い「う
ららの雫

しずく

」と命名した。
同浄水場は、日高山脈から長い年月をかけて
浸透した地下水を水源としている。ミネラル分が
豊富な水道水の飲みやすさには定評がある。
町は渡島管内八雲町の飲料メーカーに委託し

て、５年間保存が可能な災害備蓄水を製造。本
年度から４年をかけて５００㍉㍑詰めのペットボ
トル２万６０００本を備蓄する計画だ。　
一方で、町内の水道水のおいしさをＰＲする

ため、住民を対象にネーミングを公募したところ、
19点の応募があり、平成27年に札幌市から移
住してきた野上由佳さんの「うららの雫」が採用
された。表彰式では、池田拓町長が表彰状と記
念品として「うららの雫」48本と、町内産の特別
栽培米10㌔を野上さん親子に贈った。　　　　
町総務課危機管理室の小原崇危機管理係長

は「うららの雫は、これまでのところ販売の予定
はありませんが、毎年実施している避難訓練で、
賞味期限が近付いているものを住民に配布しま
す。災害への備えとともに、浦河の水のおいしさ
を感じる機会になれば」と話している。

災害備蓄水「うららの雫」と命名
３万２０００本を避難所で備蓄へ

浦河町

改修工事中のシェアハウス

町内の工業団地では女性を正社員として雇用する企業も多い

シングルマザーなどに移住を提案
町内で仕事と暮らしを体験上砂川町

小樽の夜を楽しんで！
モニターツアーで検証へ

小樽市
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あすなろ・カレッジがスタート
恵庭市は昨年９月、経済的な事情などにより、
食事や学習などに課題を抱える小中学生を支援
する「あすなろ・カレッジ」をスタートした。
 「貧困家庭で十分な栄養がある食事が与えら

れていない」「毎日の食事を一人で寂しく食べて
いる」といった子どもたちに、食事や居場所を提
供する「子ども食堂」は全国で広がりをみせてい
るが、実際に困窮している子どもたちに支援が行
き届いているのか、一過性のブームで終わって
しまうのではないか―との声も上がっている。　
このため、シニア世代による買い物代行など
の高齢者支援や、住民交流などに取り組んでい
るＮＰＯ法人えにわ市民プラザ・アイルは、市
と協議を重ね、経済的事情を抱える家庭の子ど
もたちを対象として、食事や学習を通じて、生活
習慣や社会性を身に付ける居場所づくりを検討。
市は本年度、独自事業として同カレッジを立ち上
げた。本年度は実践方法の検証を目的に市立
恵庭小学校の校区に限定して取組を始めた。
　同小の４～６年生とともに、中学校入学後の
環境変化に適応できず、学習や学校生活など
でつまずく「中１ギャップ」への対策として、市
立恵庭・恵明の両中学校に通学している１年
生を対象とした。　

勉強と食事の機会を提供
同カレッジは、市役所やＪＲ恵庭駅に近い市
民活動センターで昨年９月～今年３月までの期
間中、毎週水曜日に28回開催する。小学生は
午後３時半、中学生は同４時から参加できる。
市内に住む教諭ＯＢが子どもたちに勉強を教え
るほか、ＮＰＯのスタッフが準備した温かい食
事を取る。市内にある北海道文教大学の学生も
ボランティアとして参加して交流を深めている。
　市は児童扶養手当の支給対象となっているひ
とり親家庭に文書や児童相談員を通じて開催を
案内。無料で参加できるが、原則として保護者
の同意を必要としている。定員は10人で毎回７
人前後の子どもたちが参加している。　　　
事業を受託した市民プラザ・アイルの泉谷清

理事長は「普段は一人で食事を取っている寂し
さから、大人に甘えたり、落ち着くことができな
かったりする子どももいます。栄養のバランスが
取れた食事と、落ち着いて勉強できる環境を提
供することを心掛けています」と語る。　
市市民活動推進課の中井雅人主幹は「こうし

た場所が必要な子どもたちにどのような支援が必
要なのかしっかり検証したい。支援が必要な子ど
もが参加しやすい環境づくりとともに、参加する
ことが家庭での生活を充実して過ごせるきっかけ
となるようにしていきたい」と力を込める。　教諭ＯＢが子どもたちに勉強を教える

落ち着いた環境で勉強と食事ができる機会を提供している

経済的事情を抱える子どもをサポート
学習指導と温かい食事を提供恵庭市

松前町は昨年11月、桜の名所で知られる松
前城周辺や、城下町を再現した商店街を訪れる
観光客向けに公衆無線ＬＡＮサービス（Ｗｉ－
Ｆｉ）の無料接続サービスを始めた。
町役場の基地局から無線ＬＡＮの電波を発信

し、松前城や城下通りの商店街周辺に設置した
12基の中継局を通じて、無料接続サービスを提
供している。町内では北海道新幹線の開業に伴
い、道外や海外からの観光客の入り込み増加が
期待されている。スマートフォンの普及に伴い、
インターネットで地域の観光スポットを検索した
り、観光地で撮影した写真を会員制交流サイト・

フェイスブックや写真共有アプリケーションのイ
ンスタグラムなどで発信したりする観光客も多く、
インターネットの接続環境を整えることで、より多
くの観光客を通じて、四季折々の松前町の魅力
が世界に発信されることを期待している。
町政策財政課の渡邊成也主事は「観光客の利
便性を高め、情報発信も促す上でＷｉ－Ｆｉの
整備は効果的と考えました。北海道新幹線の開
業に伴い、観光客の受け入れ体制の整備はます
ます重要になります。今年は『さくらまつり』が
70周年を迎えることもあり、今後も観光情報の
発信を強化していきたい」と意気込む。

観光スポットに無料Ｗｉ－Ｆｉ設置
観光客による情報発信にも期待

松前町

外国人観光客の増加に対応して「北の恵み 食
べマルシェ」の実行委員会は、イベントに出品す
る料理や食品を対象に、食物アレルギーの原因
となる食材に加え、宗教上の理由などで食べるこ
とができない原材料を表示する取組を始めた。
イベントは毎年９月に開催。７回目となる昨
年は市内のほか、道北各地の飲食店や産業団
体など３３１店が出店し、３日間で１０３万人
が来場する一大イベントに成長している。こうし
た動きを受けて旭川市は、アジア圏を中心に海
外プロモーションも展開している。
実行委は、食物アレルギーの原因となる卵、

小麦、乳、カニ、エビ、ソバ、落花生の表示を
義務付けてきたが、外国人が宗教上の理由から
忌避する牛肉や豚肉、鶏肉、羊肉、魚、貝、酒
の７品目についても新たに表示を義務化した。
市経済交流課の中野恭佑さんは「外国人観
光客を含めた来場者の宗教上の事情に配慮した
取組です。イスラム教の戒律に沿うハラール認
証は、条件が厳格で取得が難しいですが、肉類
などの表示は出店者でも配慮できます。４言語
対応のリーフレット作成や英会話ができる観光
ボランティアの配置なども含め、外国人対応力
の向上を目指しています」と話している。

増加する外国人観光客に配慮
イベントで肉類などの表示を義務付け

旭川市

14種類の食材をチェックできるシート多くの観光客で賑わう北の恵み 食べマルシェ

町内12カ所に設置された中継局大勢の観光客で賑わうさくらまつり
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少子化対策の一環として苫前町は、若者中心
の実行委員会を組織し、独自のアイデアによる
婚活イベント開催などの取組を進めている。
町は平成27年度、企画振興課に〈結婚サポ

ート係〉を新設した。町内在住の若者に呼び掛
けて「町長と語る集い」を３回開催し、独身者
の結婚に対する意識を把握。未婚者が婚活イベ
ントなどに参加するだけではなく、自ら婚活支援
の取組に関わることが必要と判断し、昨年４月に
農協や商工会、町役場などに勤務する20代～
30代の８人からなる実行委員会を組織した。
昨年５月～10月には、花見とジンギスカンの

イベントに始まり、夏の花火鑑賞、初心者向け
婚活セミナーや男子力アップセミナー、札幌での
婚活ツアーなどを相次いで開催。取組の成果も
あってか、10月のツアーには男性14人と女性
13人が参加し、６組のカップルが成立した。
今野雄一係長は「実行委を中心に１年間の試

行錯誤を繰り返した結果、独身者の結婚に対す
る意識向上を実感しています。メンバーから活動
を強化していきたいという声もあり、活動の成果
や課題を検証しながら、イベントの充実や町内
の女性に向けた情報発信を強化するなどの取組
も進めていきたい」と意気込みを語っている。

結婚サポート係が活躍！
婚活イベントでカップル成立も

苫前町

中頓別町は昨年９月、少量生産に適した小型
ミルクプラントを整備し、牛乳の地産地消や乳製
品を活かした商品開発に取り組んでいる。　
町内では34戸の酪農家が乳牛の飼育と牛乳

の生産に携わっているが、生乳の加工施設が無
いため、多くの住民は長年にわたり、町内産の
牛乳を飲むことができなかった。「地元の牛乳を
飲みたい」「乳製品を作りたい」という住民の声
を受けて町は本年度、農産物加工施設「食彩工
房もうもう」に小型プラントを導入した。　　
プラントは１回60㍑の生乳を殺菌処理できる。
町内の酪農家から週１回、生乳を仕入れ、65度

の低温殺菌で風味豊かな牛乳に仕上げている。
容器に詰めた牛乳は「なかとん牛乳」と名付け、
昨年９月から、町内にある道の駅や温泉施設、
Ａコープや商店で取扱いを開始。学校給食での
提供も始めた。町は来年度、アイスクリームの製
造を目指して商品の試作を進めている。
町の平中敏志産業建設課長は「週１回の少量
生産ですが、毎回完売するほどの人気です。生
乳を出荷してくれる酪農家の励みにもなっていま
す。住民からは『チーズを作ってみたい』といっ
た声もあり、地域の特産品づくりにつなげていく
ことができれば」と期待を込めている。

「なかとん牛乳」が好評です
小型ミルクプラントで地産地消を実現

中頓別町

学校給食でも子どもたちに大人気だ8月に開催された北緯45度酪農祭で試飲も行った

自己アピールや会話術を学ぶ男子力アップセミ
ナーも実施している

講師を招いて初心者向け婚活セミナーを開催

メールで情報共有が広がる
認知症による徘徊で行方不明になる高齢者が

増加していることを受け、苫小牧市は昨年10月
から、認知症高齢者の靴に反射材ステッカーを
張り付け、早期発見につなげる取組を始めた。
同市は高齢者が行方不明になった場合、交通
機関や市内の包括、グループホームなどにファク
スで服装や身体的特徴などの情報を提供し、早
期発見につなげる「見守りＳＯＳネットワーク事
業」に取り組んでいる。平成27年度には同ネッ
トワークを通じて26件の情報提供と捜索が行わ
れ、24件が保護に結び付いたが、死亡・行方
不明がそれぞれ１件という結果だった。　
市は平成25年度から、行方不明になった高

齢者の情報を電子メールで住民のパソコンや携
帯電話に配信する取組も進めている。行方不明
になる可能性がある高齢者の情報をＳＯＳネット
ワークで事前に登録しておき、迅速な情報発信
を可能にしている。現在は高齢者約２００人を
事前に登録しており、メール配信を受けている住

ステッカーで捜索を強化
市は昨年10月から、ＳＯＳネットワークに登録

している高齢者約２００人のうち希望者に、普
段から履いている靴のかかと部分に反射材ステッ
カーを張り付ける取組を始めた。反射材ステッカ
ーは縦１㌢・横４㌢の大きさ。ＳＯＳネットワー
クの登録番号や苫小牧署の電話番号を記載。市
の公式キャラクター「とまチョップ」のイラストも
描いている。車のライトなどの強い光を反射する
ため、夜間の捜索でも発見しやすい。高齢者な
どの夜間や薄明・薄暮時間帯の交通事故防止に
も使われる反射材ステッカーを参考にしている。
住民が高齢者を発見した際、本人が氏名や住

所を言うことができなくても、登録番号を伝えるこ
とで迅速な身元確認が可能となる。反射材ステ
ッカーは１人に４枚（２足分）を配布している。
市介護福祉課の秋保真奈美主査は「認知症

高齢者は、何も持たずに外出することも多くあり
ますが、靴は履くので反射材ステッカーが高齢
者の身元確認に役立ちます。市内でも高齢化が
進む中で認知症高齢者の徘徊や早期保護は大き
な課題です。苫小牧署や関係機関などを連携し、
メールや反射材ステッカーなどのツールを活用
して、早期発見につながる工夫を進めていきた
い」と話している。

民も９００人に増えており、昨年はメールの情報
を活かして保護された人もいるという。

苫小牧市の「すぐメール」は、行方不明になった高齢者の氏名や性別、身
体的特徴などを配信

苫小牧市が配布している反射材ステッカー

認知症高齢者の徘徊対策
反射材ステッカーで早期保護を苫小牧市



      61 PRACTICE   2017.1 PRACTICE   2017.1     60

1011

12

斜里町は平成27年度から、都会のオフィスを
離れ、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用して地方
の拠点で働く「テレワーク」の推進に取り組み、
交流人口の拡大や雇用創出を目指している。
テレワークの実証実験は平成27年７月にスタ
ート。空き施設を活用して整備した「しれとこらぼ」
には、インターネット環境やテレビ会議システム
とともに、家具や調理器具を備えた居住スペース
を設け、長期滞在を可能としている。町内でまち
づくりに取り組んでいる住民グループ「知床スロ
ウワークス」のメンバーが施設の管理や、町内を
訪れるテレワーカーのサポート役を担っている。

平成27年度は５社（延べ30人）、28年度
はテレワーク事業で実績がある、株式会社ワイ
ズスタッフ（北見市）が東京や横浜、大阪など
の企業を対象にしたモニターツアーを企画、昨
年12月現在で20社（同40）人が斜里町を訪れ、
自然豊かな環境の中で仕事に打ち込みながら、
アウトドア活動や住民との交流を体験した。
町企画総務課の伊藤智哉主幹は「想像以上

に整備が行き届いたオフィス環境とともに、都会
と全く違う生活環境を気に入る人も多く、手応え
を感じています。今後も利用者が増えるように活
動を充実していきたい」と意気込みを語る。　

自然豊かな斜里町で暮らそう！
住民グループがテレワーカーを支援

斜里町

浦幌町は本年度から、平成17年に閉校となっ
た旧町立常室小学校の校舎を再利用して、都市
部のベンチャー企業などが、ＩＣＴ（情報通信
技術）を活用して、従業員が自然環境に恵まれ
た地方に滞在しながら、仕事に取り組む拠点とな
る「サテライトオフィス」の設置に向けた実証実
験を進めている。
平成27年に住民を中心に組織している「うら

ほろスタイル推進地域協議会」が、サテライトオ
フィスの先進地として知られる徳島県神山町から
講師を招いてセミナーを開いたことをきっかけに
企業や人材の誘致に向けた機運が高まった。

町は旧校舎の一部修繕や、インターネット環
境の整備を進め、昨年７月に実証実験を開始した。
施設には町の地域おこし協力隊員を配置して
運営している。これまでに徳島県の会社員や東
京在住のフリーライター、建築系大学の学生な
ど22人の利用があったという。　
町まちづくり政策課の川上信義係長は「移住
や企業誘致の拠点になればと考えています。実
証実験を通じてライターやデザイナーなど、農業
を主産業とする浦幌町内では珍しい業種の人た
ちと地元の小中学生が交流し、将来の仕事を考
える機会にもなってほしい」と話している。

サテライトオフィスの実証実験
子どもたちが「仕事」を考える機会にも

浦幌町

サテライトオフィスの運営方法を検討するワー
クショップも開催

旧常室小をサテライトオフィスに改装

斜里町の自然や食を体験する機会もテレビ会議システムで本社と打ち合わせ

資格取得の費用を助成
福島町は昨年８月、仕事や文化、スポーツ等

あらゆる分野の資格取得やスキルアップのため
の講習を受けた住民を対象にして、試験を受け
るための旅費や受験料などを助成する「人財育
成支援事業」を新たにスタートした。　　　
 「まちづくりは人づくり」を重点テーマに掲げる

同町は、過疎化が進む中で、まちづくりを担う人
材の育成を目標として、商工会や産業団体、町
社会福祉協議会などと意見交換を行い、必要と
する人材や資格について議論を深め、平成27年
12月には〈人財育成基金条例〉を施行。具体的
な交付要綱も整え、昨年８月から募集を始めた。
助成対象は訪問介護員（ヘルパー）や介護支

援専門員（ケアマネジャー）など、福祉関連の
資格とともに、地域での仕事に役立つ調理師や
技術士なども対象にしている。求職活動や就職
後にも活かせる資格として、ワープロ、珠算、簿
記や情報処理などの検定とともに、英語や漢字
の検定も対象とし、資格取得に要する経費の半
額を助成。難易度が高い公認会計士などの国家
試験や船舶操縦士などの技能検定は、受験のた
めの旅費や受験料、講習料、テキスト代の半額
を助成するという。
町の村田洋臣・企画課長補佐は「町内での仕
事や地域振興に役立つ資格の取得を積極的に応

福島商業高の生徒に手厚い支援
町は道立福島商業高校の生徒数確保や生徒

のスキルアップを目的に、簿記や英語、珠算、
電卓、ビジネス文書などの資格取得者に受験費
用を助成していたが、本年度からは合否に関わ
らず受験者全員に助成を行うこととした。　　
また、従来から実施している10万円の入学奨
励金の交付や通学費の全額助成に加えて、本年
度から、町外から進学した生徒を対象に、町内
在住の祖父母宅から通学する場合は月２万円、
下宿の場合は月５万円の補助を行っている。
町教委事務局の木村正幸主任は「生徒が資
格を活かし、卒業後に町内外で活躍することが
入学者の確保と高校の存続につながります。町
としてもできる限り支援していきたい」と話す。

援しています。12月上旬までに30件の申請が寄
せられました。多くの住民が資格取得などを通じ
てスキルを高め、地域を支える人財になることを
目指しています」と話している。　

高校在学中に全商検定１級を３種目以上取得し表彰された福島商業高
の生徒

町が発行した人材育成パンフレット

住民の資格取得を支援します
地域を支える人材を育成福島町
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厚岸町は昨年９月、厚岸漁協と共同で、複数
の河川で特定外来生物に指定されているウチダ
ザリガニの駆除を実施した。
北米原産のウチダザリガニは戦前、食用を目

的に本道に移入されたが、在来種のニホンザリ
ガニの生息域を圧迫しているほか、魚類や水生
植物の食害も深刻化している。町内の旧尾幌１
号川では、同漁協が平成27年７月に実施した
生態調査でウチダザリガニの生息を確認。サケ・
マスやシシャモなどの生態系や漁業資源への影
響が危惧されるため、同年９月に駆除に乗り出し、
２３４㌔を捕獲した。

町も昨年５月に６の河川で調査を行い、３河
川で生息を確認した。昨年９月の合同駆除では、
餌を仕掛けたカゴを使い４２１㌔（推計９１０
０匹）ものウチダザリガニを捕獲。町の有機資
源堆肥センターで堆肥化する処理を行った。
町環境政策課の阿部章子係長は「９月は雨が
多く、河川の条件も悪かったため、十分な成果
が得られませんでした。今の捕獲数では根絶は
難しいと考えています。個体数の増加と生息域
の拡大を防ぐため、捕獲の回数を増やすなど、
漁協との連携も深めながら、より効果的な駆除を
進めていきたい」と話している。

ウチダザリガニ駆除
７日間で約９１００匹を捕獲

厚岸町

子育て支援の充実に取り組む根室市は、未利
用の市有地を子育て世帯向けの分譲地として区
画整理を行い、割安な価格で販売する。　　　
過疎化や少子化の進行に対応して、市は平成

27年度に子育て支援を担当していた市長部局
や市教委の課を「子ども子育て課」に統合。さ
らに第三子以降の保育料や学校給食費の無償化
を進めている。本年度も子育てガイドブックの発
行や、中高生を対象とする入院医療費の助成拡
充など、子育て支援の充実を進めている。　
市は本年度、近隣には市立病院や公営住宅な

どがある、駒場町１丁目の市有地を子育て世帯

向けの分譲地として販売する。１区画の面積は
２８９平方㍍。市は４区画を分譲する。価格は
１区画２７４万円～３１８万円で、一般的な市
有地公売と比較して３割程度安く設定した。
対象は18歳以下の子どもを扶養または母子

手帳を持つ出産予定の市民で、土地取得から３
年以内に住宅を建設することが条件。昨年９月
28日に募集を開始。これまでに５件の申し込み
があったという。市財政課は「近隣に病院や教
育施設がある住宅街で、良好な子育て環境にあ
ると思います。割安な価格設定により、市内での
子育てを応援したい」と語る。

子育て世帯に宅地を分譲
良好な環境と割安な価格が魅力

根室市

28年度は４区画、29年度は２区画の分譲を予定
している

子育て世帯向けの分譲予定地

町と漁協の職員がカゴの設置や回収を分担捕獲したウチダザリガニ

お互い意識し続けていました…
道庁△△課ですが。えさし町ですか？―。電

話を受けた町職員が応対するが、全く話が全く
かみ合わない。「あの…こちら檜山管内の江差町
ですが」「えっ！枝幸町じゃないんですか！？」
両町では日常茶飯事だ。両町の地名はアイヌ
語で岬を意味する「エサシ」「エサウシ」に由来
するとも伝えられている。両町の職員は札幌など
に電話をする時には「檜山管内の江差町です」
「宗谷管内の枝幸町です」と〝枕ことば〟を付ける。
両町は広い北海道を南北に離れており、車で
行けば片道で約５７０㌔もの距離がある。町職
員同士の交流もほとんど無いが、間違い電話を
受けるたびにお互いの存在を意識する奇妙（？）
な間柄だった。
 「えさし同士で連携しませんか？」　江差町の

提案を枝幸町が快諾した。連携・交流の第一弾
は昨年８月、札幌で開かれた「ＨＴＢイチオシ！
まつり」の出展だ。枝幸産のホタテやイクラ、江
差産のエゾアワビを使った「北海道えさし丼」を
販売。両町のご当地キャラ「しげっち（江差町）」
と「えさっしー（枝幸町）」も競演した。　　
江差町追分観光課の小山内雄清さんは「イベ

ントでは『えさし』が並んでいることで関心を集
めました。両町の担当者同士の交流も生まれ、
今後もイベントなどで両町が連携できる機会を作
れないか相談し合っています」と話している。

オホーツク枝幸の知名度アップを！
民謡の江差追分が有名な江差町に比べ、知
名度が低いのが枝幸町の悩みでもある。町役場
には「江差追分全国大会」の問い合わせ電話が
掛かってくることもあり、江差町の電話番号を机
に張る職員もいる。旧国名を冠して「北見枝幸」
とも称されるが、北見市とは１９０㌔近くの距離
がある。漢字の読みから「えださち」と呼ばれる
こともあるが本意ではない。
枝幸町は、冬場の流氷や豊かな生物多様性

が世界的に注目されるオホーツク海の知名度を
活かし「オホーツク枝幸」の呼び名を定着させる
ことを目指している。昨年５月には、旧歌登町と
旧枝幸町の対等合併10周年を記念して、住民
を対象にロゴマークの公募も行った。約80点の
作品の中から、町内の重清浩太さんを代表に10
人の親族で応募した、特産の毛ガニやオホーツ
クの海をイメージしたデザインを採用した。　　
枝幸町水産商工課の三浦淳史主幹は「全国

に二つしかない『えさし町』の連携を江差町から
提案いただき大変ありがたかった。今後もイベン
トへの共同参加や情報発信などの分野で連携を
深めていきたいと思っています。その中で『オホ
ーツク枝幸』の愛称も、住民と一緒に発信するこ
とで、地場産水産物のＰＲや観光振興にもつな
げていきます」と意気込みを語る。イベントでは江差町（左）と枝幸町（右）のご当地キャラが競演した

枝幸町は「オホーツク枝幸」のロゴマークを住民公募で決定

南北の〝えさし町〟がタッグ！
５７０㌔の距離を超えて連携スタート江差町・枝幸町
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Profile

佐々木 泉顕（ささき・もとあき）

　

公
共
工
事
の
発
注
を
め
ぐ
り
、
町
職
員
が
業
者
か
ら
賄
賂
を
受
け
取
っ
た
収
賄
事
件
の
再
発
防

止
対
策
と
し
て
、
有
識
者
や
住
民
な
ど
に
よ
る
入
札
調
査
委
員
会
を
新
た
に
設
置
す
る
場
合
、
要

綱
の
作
成
で
は
な
く
、
条
例
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
―
。
今
回
は
Ａ
町
総
務
課
長
と
弁
護

士
に
よ
る
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
そ
の
対
応
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。　

各
種
委
員
会
設
置
を

巡
る
問
題
点

　

〜
附
属
機
関
条
例
主
義
に
つ
い
て
厳
格
な
裁
判
所
〜

弁
護
士
法
人
佐
々
木
総
合
法
律
事
務
所 

弁
護
士

佐
々
木 

泉
顕

事

研
例

究

Ａ
町
総
務
課
長
Ｂ
さ
ん　

Ａ
町
で
は
入
札

を
め
ぐ
っ
て
、
建
設
工
事
業
者
と
癒
着
し
た

担
当
職
員
の
収
賄
事
件
と
い
う
不
祥
事
が

発
覚
し
た
の
で
、
有
識
者
や
町
民
等
で
構
成

さ
れ
る
入
札
調
査
委
員
会
と
い
う
名
称
の

委
員
会
を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
要

綱
を
作
成
し
た
の
で
問
題
が
な
い
か
見
て
欲

し
い
の
で
す
が
。

Ｂ
さ
ん　

は
い
。
委
員
会
開
催
一
回
に
付

き
、
最
低
三
、
四
時
間
は
拘
束
し
ま
す
の
で
、

出
席
委
員
に
は
六
千
円
の
報
償
費
を
支
払

う
こ
と
に
し
て
専
決
処
理
で
対
応
す
る
予
定

で
す
。

弁
護
士　

委
員
会
設
置
に
関
す
る
地
方
自

治
法
の
規
定
は
知
って
い
ま
す
よ
ね
？

Ｂ
さ
ん　

確
か
、
一
三
八
条
の
四
第
三
項

で
す
よ
ね
。「
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
法

律
又
は
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
執

行
機
関
の
附
属
機
関
と
し
て
自
治
紛
争
処

理
委
員
、
審
査
会
、
審
議
会
、
調
査
会
そ

の
他
の
調
停
、
審
査
、
諮
問
又
は
調
査
の
た

め
の
機
関
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規

定
し
て
い
ま
す
ね
（
注
２
）。

弁
護
士　

委
員
会
設
置
に
つ
い
て
条
例
制

定
は
し
な
い
の
で
す
か
？

Ｂ
さ
ん　

今
回
の
不
祥
事
の
原
因
と
今
後

の
対
策
を
検
討
す
る
だ
け
の
一
時
的
な
も
の

で
す
の
で
要
綱
作
成
だ
け
で
十
分
だ
と
思
い

ま
す
が
（
注
１
）。

弁
護
士　

し
か
し
、
委
員
の
方
に
は
、
日
当

相
当
の
報
償
費
を
支
払
う
の
で
し
ょ
う
。

弁
護
士　

附
属
機
関
条
例
主
義
で
す
ね
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
附
属
機
関
は
、
法
律
又

は
条
例
以
外
の
、
た
と
え
ば
政
令
、
規
程
、

要
綱
な
ど
で
は
附
属
機
関
を
設
置
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
今
回
の
入
札
調
査

委
員
会
は
「
附
属
機
関
」
に
該
当
す
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ｂ
さ
ん　

今
回
は
、
あ
く
ま
で
も
入
札
に
関

す
る
不
祥
事
の
原
因
等
に
つ
い
て
住
民
参
加

の
形
で
、
委
員
の
方
に
意
見
を
述
べ
て
頂
く

だ
け
で
、
特
に
町
長
か
ら
諮
問
を
受
け
る
組

織
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
臨
時
的
な
も
の
な

の
で
す
が
…
（
注
３
）。

　

実
は
、
議
員
さ
ん
の
中
に
も
建
設
関
係
の

会
社
を
経
営
す
る
人
が
い
て
、
町
議
会
の
中

注
１　
全
国
の
自
治
体
で
要
綱
に
基
づ
く
各
種
委
員

会
が
多
数
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
裁
判
所
は
附
属
機

関
条
例
主
義
を
厳
格
に
解
し
て
い
る
の
で
注
意
が
必

要
で
あ
る
。

①
大
阪
高
裁
平
成
二
七
年
六
月
二
五
日
判
決
（
判
例

地
方
自
治
四
〇
九
号
一
六
頁
）、
②
大
阪
高
裁
平
成

二
五
年
一
一
月
七
日
判
決
（
判
例
地
方
自
治
三
八
二

号
七
三
頁
）、
③
横
浜
地
裁
平
成
二
三
年
三
月
二
三
日

判
決
（
判
例
地
方
自
治
三
五
八
号
五
五
頁
）
な
ど
、

な
お
以
下
で
は
①
判
決
で
示
さ
れ
た
大
阪
高
裁
の
考

え
方
を
「
裁
判
所
は
」
と
表
記
す
る
。

注
２　
裁
判
所
は
、「
審
査
」
と
は
、
特
定
の
事
項
に

つ
い
て
判
定
な
い
し
結
論
を
導
き
出
す
た
め
に
、
そ

の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
、「
諮
問
」
と
は
、
特
定
の

事
項
に
つ
い
て
意
見
や
見
解
を
求
め
る
こ
と
、「
審
議
」

と
は
、
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
議
論
す

る
こ
と
を
い
う
も
の
と
定
義
づ
け
て
い
る
。
自
治
体

が
設
置
す
る
ほ
と
ん
ど
の
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な

職
務
を
担
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
裁
判
に
な
る

と
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
附
属
機
関
に
該
当
す
る
こ
と
に

な
る
。

注
３　

上
記
①
訴
訟
の
中
で
、
自
治
体
側
は
こ
の
よ

う
な
主
張
を
し
た
が
、
裁
判
所
は
認
め
な
か
っ
た
。

裁
判
所
は
昭
和
二
七
年
の
法
改
正
で
、
そ
れ
ま
で
は

条
例
の
根
拠
を
必
要
と
せ
ず
に
多
種
多
様
な
附
属
機

関
が
設
置
さ
れ
て
い
た
状
況
を
是
正
す
る
た
め
に
、

附
属
機
関
条
例
主
義
を
明
記
し
た
条
文
が
設
け
ら
れ

た
と
い
う
経
緯
か
ら
極
め
て
厳
格
に
解
し
て
お
り
、

合
議
制
の
採
用
の
有
無
や
組
織
の
恒
常
性
に
つ
い
て

は
附
属
機
関
の
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
と
判
示
し
て

い
る
。

注
４　
民
主
的
統
制
の
必
要
性
の
有
無
や
濫
用
的
設

置
の
お
そ
れ
の
有
無
の
判
断
基
準
は
必
ず
し
も
明
確

で
は
な
い
と
い
う
の
が
裁
判
所
の
考
え
で
あ
る
が
、

行
政
庁
内
の
不
祥
事
の
原
因
調
査
を
行
っ
て
再
発
防

止
策
を
長
に
対
し
て
提
言
す
る
た
め
の
「
第
三
者
委

員
会
」
等
は
迅
速
に
設
置
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、

全
て
条
例
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
す
る

の
は
、
迅
速
な
対
応
が
要
求
さ
れ
る
場
面
で
弊
害
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
し
、
長
に
対
す
る
住
民
の
目

か
ら
行
う
提
言
、
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
、
常
に
議

会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
置
く
こ
と
に
つ
い
て
筆
者

は
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。

注
５　

裁
判
所
は
、
法
律
や
条
令
の
根
拠
の
無
い
附

属
機
関
の
設
置
は
地
方
自
治
法
一
三
八
条
の
四
第
三

項
に
反
し
違
法
で
あ
り
、
委
員
等
に
対
す
る
報
償
費

の
支
払
に
係
る
財
務
会
計
行
為
も
法
令
上
の
根
拠
を

欠
き
、
違
法
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
。

注
６　
裁
判
所
は
①
多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
法
律

又
は
条
例
に
よ
ら
ず
に
附
属
機
関
に
該
当
す
る
機
関

が
設
置
さ
れ
て
い
た
事
実
が
あ
り
、
行
政
実
務
上
、

附
属
機
関
に
相
当
す
る
機
関
を
法
律
又
は
条
例
に
よ

ら
ず
に
設
置
す
る
こ
と
が
違
法
で
あ
る
と
の
認
識
は

必
ず
し
も
一
般
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
②
附
属

機
関
の
意
義
に
つ
い
て
解
釈
を
示
し
た
り
、
具
体
的

な
事
例
に
つ
い
て
附
属
機
関
該
当
性
の
判
断
を
示
し

た
最
高
裁
判
例
は
な
い
こ
と
や
下
級
審
裁
判
例
の
レ

ベ
ル
で
も
、
必
ず
し
も
附
属
機
関
の
意
義
の
解
釈
や

そ
の
あ
て
は
め
に
つ
い
て
確
立
し
た
判
断
が
形
成
さ

れ
て
い
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
③
学
説
上
も
、

附
属
機
関
の
意
義
の
解
釈
に
つ
い
て
見
解
の
一
致
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
―
こ
と
な
ど
を
理
由
に
し
て
長
の

故
意
過
失
を
否
定
し
た
。

　

但
し
、
裁
判
所
の
判
断
は
、
平
成
二
四
年
当
時
の

財
務
会
計
行
為
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

後
も
附
属
機
関
条
例
主
義
を
厳
格
に
解
す
る
裁
判
例

が
出
て
い
る
以
上
、
現
時
点
に
お
け
る
支
出
に
つ
い

て
は
、
故
意
過
失
が
認
め
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が

存
在
す
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

解　
説

で
は
、
委
員
会
の
設
置
に
反
対
す
る
声
が
あ

る
も
の
で
す
か
ら
、
議
会
を
通
し
た
く
な
い

の
で
す
。
そ
れ
に
町
民
の
た
め
に
委
員
会
を

設
置
す
る
の
で
あ
っ
て
濫
用
的
設
置
で
も
な

い
の
で
す
が
…
（
注
４
）。

弁
護
士　

た
だ
、
委
員
会
の
設
置
目
的
か

ら
す
る
と
、
委
員
会
は
Ａ
町
の
入
札
の
現
状

等
に
つ
い
て
調
査
や
議
論
も
す
る
で
し
ょ
う

し
、
不
祥
事
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
何
ら
か

の
提
言
を
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ｂ
さ
ん　

集
ま
っ
て
意
見
を
言
い
合
う
だ
け

の
会
に
報
酬
を
支
出
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
で
し
ょ
う
か
ら
、
最
終
的
に
は
議
論
を
ふ

ま
え
た
意
見
を
ま
と
め
て
報
告
書
の
形
に
し

て
い
た
だ
く
こ
と
は
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

弁
護
士　

そ
れ
は
、
ま
さ
に
、
執
行
機
関
が

入
札
手
続
き
に
つ
い
て
有
識
者
等
の
意
見
を

求
め
る
べ
く
設
置
す
る
機
関
で
あ
り
、「
諮

問
」
を
受
け
て
「
審
議
」
を
行
う
こ
と
を
職

務
と
す
る
機
関
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

Ｂ
さ
ん　

確
か
に
そ
の
通
り
で
す
ね
。
過
去

に
も
条
例
に
基
づ
か
な
い
で
同
様
の
委
員
会

を
設
置
し
て
委
員
の
方
に
報
償
費
を
支
払
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
る
の
で
安
易
に
考
え
て
い

た
の
で
す
が
、
町
に
戻
っ
て
協
議
致
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、過
去
に
支
払
っ
た
分
に
つ
い
て
は
、

違
法
な
支
出
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、

町
長
は
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
？

弁
護
士　

附
属
機
関
条
例
主
義
に
反
し
て

設
置
し
た
以
上
は
、
違
法
な
支
出
と
な
る
と

判
断
す
る
裁
判
例
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
の

で
す
が
（
注
５
）、
現
在
ま
で
は
、
違
法
支

出
に
つ
い
て
、
長
の
故
意
・
過
失
を
否
定
す

る
裁
判
例
が
ほ
と
ん
ど
で
す
（
注
６
）。

Ｂ
さ
ん　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
少
し

安
心
し
ま
し
た
。
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◆市町村政策情報誌・プラクティス
は、平成21年９月の創刊から、通算23
号の誌齢を重ねてきました。この間、
誌面にご登場を願った市町村は道内
外で延べ５００件近くに達していま
す。これまでの取材や情報提供など、
本誌に多大なるご協力を賜りました市
町村の皆様、本誌の歩みを温かく見
守っていただきました読者の皆様に
は、心よりお礼申し上げます。　

◆当協会は平成29年度、プラクティス
のさらなる充実を目指し、誌面の大幅
なリニューアルを予定しています。こ
のため、５月発行の次号はお休みと
し、次号の発行は9月といたします。
　今後とも、市町村の政策情報や地域
活性化に向けた、特色ある取組に特化
した、魅力ある誌面づくりに努めて参
りますので、ご愛読の皆様には、ご理
解を賜りますようお願いいたします。

編集後記
◆今回の特集は高齢化―。地域の高
齢化と自分自身の老化（？）を重ね合
わせながら、暗然とした年の瀬を迎え
ようとしています。原稿のデスク中に
は、細かい文字に眼の焦点が合わなく
なり、気付けばまぶたが重くなる。宴会
帰りには２駅を乗り過ごし、朝になっ
たら が無い…。そうです！雪が降る
のも寒いのもみんな歳のせいなので
す。ウン十年前からお前は年がら年中
ヨッパライではないかとのご批判は、
全く当たりません。

◆５月号はお休みです。しばらくは遊
んで暮らせるな～ということは全くあ
りません。春から夏にかけての当協会
は、助成事業や研修事業などの事務
や作業の最盛期…。同時並行で誌面
のリニューアルも進めていく予定をし
ています。９月には新たな誌面で再び
お会いできることを楽しみにしており
ます。特に私にとっては唯一の息抜
き？の場でもあります、この編集後記
が廃止にならないよう、鋭意努力して
参る所存であります。（松）http://www.do-shinko.or.jp/

自治体職員のための政策情報誌 PRACTICE

平成29年1月1日発行

第23号

市町村振興協会コーナー
INFORMATION

市町村振興協会コーナー
　北海道市町村振興協会は平成 28～ 29 年度、有識者や
市町村職員等による「シニア層が活躍する地域づくりに関
する調査研究会」（座長・杉岡直人 北星学園大学社会福祉
学部福祉計画学科教授）を設置し、地域社会でシニア層が
健康で生き生きとした暮らしを実現し、世代を超えた住民同
士が共に支え合う新たな仕組みを構築する、効果的な施策
等について調査研究に取り組んでいます。　　
　調査研究会は昨年 10月、シニア層の社会活動に関する
道内市町村の取組状況や課題を把握するため、道央・道北
と道東の２地域で先進事例調査を実施しました。　　　　
　第１班は 10月19日～ 21日の日程で、沼田町の「農村
型コンパクトエコタウン構想」をはじめ、増毛町による地域
通貨「ゆうゆうマーシー」の活用を通じた、シニア層の社会
参加に関する取組、赤平市の「地域まるごと元気アッププロ
グラム」の取組を調査しました。旭川市ではＮＰＯ法人グラ
ウンドワーク西神楽による、高齢者の見守りや買い物支援な
どの活動について理解を深めました。　　　

　第２班は 10月26日～ 28日、道東地域で調査を行いま
した。帯広市では「市民活動プラザ六中」の活動や、社会福
祉協議会が運営する地域交流サロンの運営状況について
ヒアリングを行いました。また、釧路市では、一般社団法人釧
路社会的企業創造協議会やＮＰＯ法人地域健康づくり支
援会ワンツースリーの活動を調査しました。

　北海道市町村振興協会は「災害見舞金交付要綱」に基づ
き、昨年８～９月の台風 10号災害で災害救助法が適用さ
れ、住家の全壊や床上浸水が一定数を超えた南富良野、音
更、新得、清水、芽室、幕別の６町に各１００万円の災害見
舞金を交付しました。今回の災害で被災された各地域の一
刻も早い復旧・復興をご祈念いたします。　　　　　

　また、河川の氾濫などで孤立した被災者を救助するため、
北海道広域消防応援協定に基づき、札幌市消防局の消防
ヘリコプターによる航空応援を受けた、南富良野町、日高
町、とかち広域消防事務組合の３団体に対して、出動に要し
た経費を助成する「広域消防航空応援交付金」を交付しま
した。交付額は合計 49万円でした。

道央・道北・道東で先進事例調査を実施

台風10号被害 被災６町に災害見舞金を交付しました

シニア層が活躍する地域づくりに関する調査研究会

平成２８年度 研修事業の実施報告

平成２９年度 研修事業の実施予定

※参加者募集や開催のご案内は、各市町村の職員研修等担当課にEメールで送付します。

北海道市町村長交流セミナー

市町村職員外国派遣研修

時代の流れに即したテーマにより、市町村長を対象にした研修会を行います。
また、市町村長や道幹部職員による交流会を開催します。
●時　　期　平成29年７月　　●開催場所　札幌市

●期　間　平成28年９月11日～９月21日（11日間）
●研修先　英国、イタリア共和国、フィンランド共和国
●参加者　市町村等職員23名、事務局職員２名

市町村職員道外先進事例研修
●期　間　平成28年11月15日～18日（４日間）
●研修先　三重県大紀町、松阪市、鳥羽市
●参加者　市町村職員20名、事務局職員３名

市町村職員道内先進事例研修
●期　間　平成28年10月31日～11月２日(３日間）
●研修先　古平町、伊達市、登別市
●参加者　市町村職員15名、事務局職員３名

北海道と市町村等の交流（派遣、研修等）の経験をした市町村職員等を対象に、
地方自治に関する知識や能力を高めることを目的としています。
●時期　平成29年11月　　
●開催場所　札幌市

道外で先進的な取組を進めている市町村等の事例を学び、職員の資質向上と
行政運営の円滑な推進に資することを目的としています。
●対　　象　30歳以上50歳以下の係長職以下の職員
●期　　間　３～４日程度

諸外国の先進事例について調査研究するとともに、国際的視野と見識を持った
人材の養成を図ります。
●対　　象　30歳以上50歳以下の課長補佐職（相当職含む。）以下の者
●期　　間　11日程度

道内で先進的な取組を進めている市町村等の事例を学び、職員の資質向上と
行政運営の円滑な推進に資することを目的としています。
●対　　象　５年以上の勤務経験がある35歳以下の一般職員
●期　　間　２～３日程度

北海道・市町村交流職員研修会

市町村職員外国派遣研修

市町村職員道外先進事例研修

市町村職員道内先進事例研修

◀地域資源である食と運動を活用した地域活性化の取組―伊達市

◀環境・産業・観光が共生するエコツアーの取組―三重県鳥羽市

◀新たな形態のホテル「アルベルゴ・ディフーゾ」による地域振興施策―イタリア・カステルヴェーテレ村

▲平成28年度のセミナーの様子

▲平成28年度の研修会の様子　

▲釧路社会的企業創造協議会の調査を行う第２班のメンバー
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